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お客様へのご注意

本装置の設置、 構成および操作について、 本マニ ュ アルおよび参考資料に記載された資料に目を通し てか ら、

本製品の設置、 構成、 操作、 メ ンテンナン ス を行なって く ださい。 ユーザは、 適用されるすべての条例、 法律、

規格要件に加えて、 設置、 配線指示に熟知している必要があ り ます。

設置、 調整、 供用開始、 使用、 組立、 分解、 メ ンテナンスを含めた作業は、 適切な実施基準に従って適切な訓練

を受けた作業員しか実施しないで く ださい。

本装置を製造 メ ーカの指定し た方法以外で使用し た場合、 装置の保護機能が低下する可能性があ り ます。

Rockwell Automation, Inc. は、 いかな る場合も、本機器の使用または適用によ り 発生し た間接的または派生的な

損害について一切の責任を負いません。

本書で使用し た図表やプロ グ ラ ム例は内容を理解しやす く するためのものであ り 、 その結果と し ての動作を保

証する ものではあ り ません。 個々の用途については数値や条件が変わる こ と が多いため、 当社では図表やプロ

グ ラ ム例に基づいて実際に使用した場合の結果については責任を負いません。

本書に記載されている情報、 回路、 機器、 装置、 ソ フ ト ウ ェアの利用に関して特許上の問題が発生して も、 当社

は一切責任を負いません。 製品改良のため、 仕様などを予告な く 変更する こ と があ り ます。

Rockwell Automation, Inc. の書面によ る許可な く 本書の全部または一部を複製する こ と は禁じ られています。

本書を通じ て、 特定の状況下で起こ り う る人体または装置の損傷に対する警告および注意を示し ます。

装置上、 または装置内にあ る ラベルは、 特別な注意事項に関する ものです。

Allen-Bradley、 ArmorBlock、 CompactLogix、 ControlLogix、 FactoryTalk、 FLEX、 Kinetix、 PanelView、 POINT I/O、 PowerFlex、 RSLinx、 Stratix 6000、 Studio 5000 Logix Designer、 Rockwell Software、 および Rockwell Automation  
は、 Rockwell Automation, Inc. の商標です。

Rockwell Automation に属し ていない商標は、 それぞれの企業に所有されています。

警告 ： 人身傷害または死亡、 物的損害、 または経済的損失の原因と なる可能性がある、 危険 

な環境での爆発を引き起こす可能性のある操作や状況に関する情報を示し ます。

注意 ： 人身傷害または死亡、 物的損害、 または経済的損失の原因と なる可能性がある操作や 

状況に関する情報を示し ます。 危険を示し、 危険を防止し、 結果を認識する助けと なるよ う

注意を促し ます。

重要 製品を正し く 使用および理解するために特に重要な事項を示し ます。

感電の危険 ： 危険な電圧が発生する恐れがある こ と を警告するために、 ド ラ イブやモータ な

どの機器または機器の内部にラベルを貼っ ています。

やけどの危険 ： 表面が危険な温度に達する恐れがある こ と を警告するために、 ド ラ イ ブや

モータ などの機器または機器の内部にラベルを貼っ ています。

アーク閃光の危険 ：  モータ ・ コ ン ト ロール ・ セン タ などの装置上、 または装置内にある ラベ

ルは、 閃光アークなどが発生する可能性がある こ と を警告し ます。 アーク閃光は重傷または

死亡にいたる恐れがあ り ます。 適切な保護具 (PPE) を装着し て く だ さい。 作業の安全と保護

具 (PPE) に必要な規制要件を順守し て く だ さい。
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はじめに

本マニ ュ アルでは、 PanelView™ Plus 7 Performance ター ミ ナルの取付け、 構   

成、 操作、 および ト ラ ブルシ ューテ ィ ング方法について解説し ます。 本マ

ニ ュ アルには、 タ ー ミ ナル上で動作す る アプ リ ケーシ ョ ン ま たは コ ン ト

ローラで動作する ラ ダーロ ジ ッ クの作成手順は記載し ていません。

実行する必要があ るその他のタ ス クは以下の通 り です。

• FactoryTalk® View Machine Edition (ME) ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン 8.x    
以降を使用し て、 ター ミ ナル用の ヒ ューマン ・ マシン ・ イ ン ターフ ェ

イ ス (HMI) アプ リ ケーシ ョ ンを作成する。

• Studio 5000 Logix Designer® アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ ン ト ローラ   

のラ ダーロ ジ ッ ク を作成する。

参考資料 以下の資料には、 当社の関連製品に関する追加情報が記載されています。

これらの資料は http:/www.rockwellautomation.com/literature/ で閲覧し た り 、

またはダ ウ ン ロー ド する こ と ができ ます。 技術資料をハー ド コ ピーでお求

めの場合は、 当社または当社代理店までお問い合わせ く だ さい。

パッ ケージの内容 こ の製品には以下のものが付属し ています。

• FactoryTalk View ME Station ラ ン タ イ ム ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ール   

さ れア ク テ ィ ブベーシ ョ ン さ れてい る PanelView Plus 7 Performance   
ター ミ ナル

• パネル取付け用のレバー

• 脱着式電源端子台

• 製品情報

• カ ッ ト ア ウ ト 用テンプレー ト

マニュアル名 説明

『PanelView Plus 7 Performance Specifications 』 
(Pub. No. 2711P-TD009)

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの高性能モデルの技   

術仕様、 環境条件、 および認可について説明する。

『EtherNet/IP 内蔵スイ ッ チテ ク ノ ロジ  
アプ リ ケーシ ョ ンガイ ド』 
(Pub. No. ENET-AP005)

スイ ッ チ ・ テ ク ノ ロジが内蔵されているロ クウ ェル ・

オー ト メ ーシ ョ ンのEtherNet/IPデバイスを使用した リ ニ

アおよびデバイス ・ レベル ・ リ ング (DLR) ネ ッ ト ワー

クの設置、 構成、 および保守方法について説明する。

『配線および接地に関するガイ ド 

ラ イ ン』 (Pub. No.  1770-4.1)
ロ ッ クウ ェル・ オー ト メ ーシ ョ ンの産業用システムを

取付ける際の一般的なガイ ド ラ イ ン。

『Guidelines for Handling Lithium Batteries 
Technical Data』 (Pub. No. AG-5.4)

リ チウムバッ テ リの保管、 取り扱い、 取付け、 および

廃棄に関するガイ ド ラ イ ン。

製品認証についての Web サイ ト ： 
http://www.ab.com

適合宣言書 (DoC)、 認可、 および他の認可の詳細
Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015 7
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はじめに
製品のリ リースノート 製品の リ リ ース ノー ト は、Product Compatibility and Download Center 内から    

オン ラ イ ンで入手でき ます。

1. http://www.ab.com の Quick Links リ ス ト から Product Compatibility and   
Download Center を選択し ます。

2. Compatibility Scenarios タブまたは Get Downloads タブから製品を検

索し て選択し ます。

3. ダウ ン ロード ア イ コ ン   を ク リ ッ ク し て製品の リ リ ース ノー

ト を入手し ます。
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第 1章

概要

PanelView Plus 7 
Performance 
タ ー ミ ナルについて

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルはオペレータ イ ン ターフ ェ イ ス装置

です。 このター ミ ナルでは、 EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク上の ControlLogix® お

よび CompactLogix™ 5370 コ ン ト ローラに接続されているデバイ スのモニ タ

と 制御を行ないます。 オペレータは、 アニ メ ーシ ョ ング ラ フ ィ ッ クやテキ

ス ト 表示に よ って、 マシン ま たはプロ セスの動作状態を確認でき ます。 オ

ペレータはタ ッ チス ク リ ーン またはキーパ ッ ド 入力を使用し て制御シ ス テ

ム と情報をや り 取 り し ます。

以下のよ う な機能があ り ます。

• HMI アプ リ ケーシ ョ ンを作成する ための使い慣れた環境を提供する

FactoryTalk View Machine Edition ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン 8

• 構成およびサー ド パーテ ィ のアプ リ ケーシ ョ ンのデス ク ト ッ プへの

ア ク セス を備えた Windows CE オペレーテ ィ ングシステム

• デバイ ス ・ レベル ・ リ ング (DLR)、 リ ニア、 またはス ター ・ ネ ッ ト

ワーク ・ ト ポロ ジをサポー ト でき る イーサネ ッ ト 通信

• ター ミ ナルデス ク ト ッ プの Web ブラ ウザ、 Microsoft フ ァ イルビ ュー

ア、 テキ ス ト エデ ィ タ、 PDF ビ ューア、 リ モー ト デス ク ト ッ プ接続、

および メ デ ィ アプレ イヤ

項目 参照
ページ

項目 参照
ページ

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルに

ついて

13 起動オプシ ョ ン 14

ハー ド ウ ェ アの機能 10 EtherNet/IP 通信 14

オペレータ  コ ン ト ロール 11 標準的な構成 15

ソ フ ト ウ ェ アのサポー ト 12 カ タ ログ番号の構成 15

Windows CE オペレーテ ィ ング システム 13 製品の選択 15

オープンシステムと ク ローズ ド

システム

14 ア クセサリ 16

デスク ト ッ プ  ア クセス 14 イーサネ ッ ト  ケーブル 16
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第 1 章   概要
ハー ド ウ ェ アの機能 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルは、 さ まざ まなデ ィ スプレ イサイ ズ   

の固定ハード ウ ェ ア構成と オペレータ入力オプシ ョ ンを備えています。

F1

Esc

7 98

4 5 6

1 2 3

0 .–
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F16

F15 2

46

7

1

5

8

9

3

表 1 - ハー ド ウ ェ アの機能

項目 機能 説明

1 デ ィ スプレ イ /
キーパッ ド

タ ッ チスク リーンや移動ボタ ンを備えた さ まざまなサイズのTFTカ

ラー・グラ フ ィ ッ ク ス・デ ィ スプレ イ。一部のモデルには、その他の

オペレー タ 入力オプ シ ョ ン を備えたキーパ ッ ド および フ ァ ン ク

シ ョ ンキーもあ り ます。

• 6.5 イ ンチ、 タ ッ チスク リーンまたはキーパッ ド付き タ ッ チスク

リーン

• 9 インチ、 タ ッ チスク リーン付きワイ ド型

• 10.4 イ ンチ、タ ッ チスク リーンまたはキーパッ ド付き タ ッ チスク

リーン

• 12.1 インチ、 タ ッ チスク リーン付きワイ ド型

• 15 イ ンチ、 タ ッ チスク リーンまたはキーパッ ド付き タ ッ チスク

リーン

• 19 イ ンチ、 タ ッ チスク リーン

2 電源

AC または DC 電源入力

• DC18 ～ 30V （絶縁）

• 公称 AC100 ～ 240V (AC85 ～ 264V)

3 取付けスロ ッ ト

タ ー ミ ナルの上面、底面、および側面のスロ ッ ト は、デバイ スをパ

ネルまたはエ ン ク ロージ ャ に取付ける ための取付けレバー用で

す。スロ ッ ト の数は、ター ミ ナルのサイズによ って異な り ます。

4 イーサネ ッ ト

ポー ト

デバイス・レベル・リ ング (DLR) ネ ッ ト ワーク ト ポロジをサポー ト す

る コ ン ト ロー ラ 通信用の 10/100Base-T、Auto MDI/MDI-X、イ ーサネ ッ ト  

ポー ト x2

5 USB ホス ト ポー ト USB 2.0 高速（タ イプ A）ホス ト ポー ト x2

6 USB デバイス 

ポー ト

重要：デバイスポー ト は機能し ません。このポー ト は使用し ないで

く だ さい。

7 音声出力(1)

(1) スピーカは Windows CE オペレーテ ィ ングシステム (Windows Media Player) では機能し ますが、 FTView ME Station 
ソ フ ト ウ ェ アではサポー ト されていません。

4Ω または 8Ωのスピーカまたはアンプへの接続をサポー ト する音声

出力ポー ト x1

8 ステータ ス 

イ ンジケータ
ター ミ ナル背面にあるステータ スやフ ォル ト 状態を示す LED

9
セキュア 

デジ タル (SD)
カー ド スロ ッ ト

ホ ッ ト スワ ッ プ可能な外付けス ト レージ向け SD カー ド 

(Cat. No. 1784-SDx) をサポー ト する SD カー ド スロ ッ ト x1
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概要   第 1 章     
オペレー タ 
コ ン ト ロール

すべてのター ミ ナルにはカ ラーデ ィ スプレ イがあ り 、 タ ッ チス ク リ ーン、ま

たはオペレータ コ ン ト ロール用のキーパ ッ ド と タ ッ チス ク リ ーンが搭載さ

れています。

• アナロ グ抵抗のタ ッ チス ク リ ーンには、産業用途の正確で耐久性のあ

る タ ッ チコ ン ト ロールが搭載されています。

• キーパッ ド モデルは、デ ィ スプレ イの左右のフ ァ ン ク シ ョ ンキーの数

以外は同じです。 大き なモデルにな るほどキーの数も増えます。

注意： キーパッ ド およびタ ッ チスク リーンは、指やス タ イ ラ 

ス、または乾燥または湿潤環境での操作用の手袋を着用し た

手で入力できます。 プ ラスチ ッ ク製のス タ イ ラスには、半径

1.3mm （0.051 イ ンチ） 以上のチ ッ プが必要です。 これら以外

の物体またはツールを使用する と、キーパッ ド またはタ ッ チ

スク リーンを傷つける可能性があ り ます。

注意： 複数の操作を同時に実行し ないで く だ さい。意図し な 

い操作が実行される場合があ り ます。

• タ ッ チスク リーン上の操作要素に、一度に1つだけ1本の指

で触れて く だ さい。

• ター ミ ナルのキーは、 一度に 1 つだけ押し て く だ さい。

F1

Esc

7 98

4 5 6

1 2 3

0 .–

F2

F3

F6

F4

F5

F9

F7

F8

F10

F12

F11

F14

F13

F16

F15

1

2

33
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第 1 章   概要
タ ッ チジ ェ スチャ

タ ッ チス ク リ ーンは、 実行時に画面要素 と 情報をや り 取 り する ための タ ッ

チジ ェ スチャ をサポー ト し ています。 一般的な タ ッ チジ ェ スチャには以下

のものがあ り ます。

• タ ッ プ – 画面上のターゲ ッ ト を指先で軽 く タ ッ チし ます。

• ダブルタ ッ プ – 画面上のターゲ ッ ト を指先で軽 く 2 回タ ッチし ます。

• ド ラ ッ グ – ターゲ ッ ト を タ ッチし た ら、そのま ま指先を離さずに画面  

上を滑らせます。

• 長押し  – 画面上のターゲ ッ ト を数秒間タ ッチし続けます。

ソ フ ト ウ ェ アの
サポー ト

表 2 - ター ミ ナルキーパッ ド

項目 機能 説明

1 数値キーパッ ド

数値、小数点記号、およびマ イナス記号の他に以下のキーが

あ り ます。 

• Backspace ― 挿入ポイ ン ト の左側の文字を削除し ます。

• Enter ― 現在強調表示されているキーを入力し ます。 挿入  

ポイ ン ト が仮想キーボー ド のテキス ト ボ ッ ク ス内にある

場合は空白行を入力し ます。

• 左タ ブ、右タ ブ  ― 前または次のコ ン ト ロールや入力要素  

を選択し ます。

• Esc ― ダイアログをキャ ンセルまたは消去し ます。

2 移動キー

移動を制御し ます。 

• 矢印キー ― 仮想キーボー ド上で選択されているキーの  

上下左右にあるキーを選択し ます。 テキス ト ボ ッ ク ス内

ではカーソルを選択し た方向に移動し ます。

• Home/End ― 挿入ポイ ン ト をテキス ト または数値入力  

フ ィ ールドの先頭または末尾に移動し ます。

• Page up/Page down ― リ ス ト の次ページまたは前ページに移    

動し ます。

3

フ ァ ン クシ ョ ンキー 
 

 

 

 

6.5 イ ンチのター ミ ナル 

10 イ ンチのター ミ ナル 

15 イ ンチのター ミ ナル

イベン ト が画面用またはそのグラ フ ィ ッ ク要素用に構成さ

れている場合に、特定のコ マ ン ド を実行 し ます。例えば、別

の画面に移動するよ う に L1 キーを設定する こ と などが可能

です。 

• F1 ～ F6 および F7 ～ F12
• F1 ～ F8 および F9 ～ F16
• F1 ～ F10 および F11 ～ F20

重要 イ ン ス ト ール さ れているサー ド パーテ ィ のソ フ ト ウ ェ ア、

更新、 パ ッ チ、 またはフ ァ ームウ ェ アからの悪意のあるバ

グやスパイウ ェ アなどの除去は、 お客様の責任のも と必ず

行なっ て く だ さい。
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概要   第 1 章     
Windows CE 
オペレーテ ィ ング 
シス テム

ター ミ ナルでは Windows CE オペレーテ ィ ングシステムを実行し ます。ター 

ミ ナルは HMI アプ リ ケーシ ョ ンを実行し、拡張機能およびフ ァ イルビ ュー

アを使用し たデス ク ト ッ プへのア ク セス を提供し ます。

表 3 - PanelView Plus 7 Performance でのソ フ ト ウ ェ アのサポー ト

ソ フ ト ウ ェ ア 説明 バージ ョ ン

FactoryTalk View Machine Edition (ME) Station

ター ミ ナルのラ ン タ イム環境： 

• FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンを実行する。

• ター ミ ナル設定の表示および構成のオプシ ョ ンを提供する。

Machine Edition Stationは各ター ミ ナルにあらかじめ組み込まれてお り、アク テ ィ ベーシ ョ ン  

は必要ない。

8.x 以降

FactoryTalk View Studio for Machine Edition
ター ミ ナル上で動作する HMI アプ リ ケーシ ョ ンを開発するためのソ フ ト ウ ェ ア。RSLinx ソ

フ ト ウ ェ アはFactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェ アに含まれており、イ ンス ト ール時にロー ド  

される。

8.x 以降

FactoryTalk ViewPoint

イ ン タ ーネ ッ ト ブ ラウザを使用する こ と で、リ モー ト ユーザがタ ー ミ ナルで動作する

HMI アプ リ ケーシ ョ ンにアクセス し制御できるよ う にする Webサーバアプ リ ケーシ ョ ン。 

ター ミ ナルご とに、ター ミ ナルへの 1 つのク ラ イアン ト 接続をサポー ト する 1 つのラ イ

センスが含まれている。

1.2 以降

表 4 - オペレーテ ィ ングシステムの機能

機能 アイ コ ン

標準機能

FTP サーバ –

VNC ク ラ イアン ト サーバ –

ActiveX コ ン ト ロール(1) (2)

(1) ActiveX コ ン ト ロールの全リ ス ト については、 http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にア クセス し、 ナ

レ ッ ジベースで 「ActiveX Support for PanelView Plus Terminals」 と い う キーワー ド入力し て検索し て く だ さい。

(2) ター ミ ナルにイ ンス ト ールされている ActiveX コ ン ト ロールのリ ス ト については、 70 ページの 「FactoryTalk 
View ME Station 情報」 を参照し て く だ さ い。

–

サー ドパーテ ィ のデバイスのサポー ト –

PDF リーダ

拡張機能

Internet Explorer Web ブ ラウザ

リ モー ト デスク ト ッ プ接続

メ デ ィ アプレ イヤ

Microsoft Office フ ァ イルビ ューア 

• PowerPoint
• Excel
• Word
• 画像ビ ューア

ワー ドパッ ド・テキス ト ・エデ ィ タ
Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015 13

https://rockwellautomation.custhelp.com/


第 1 章   概要
オープ ン シス テム と
ク ローズ ド シス テム

オープン または ク ローズ ド なデス ク ト ッ プ環境を実現する よ う ター ミ ナル

を構成する こ と ができ ます。

• オープンシステムでは、ス ター ト ア ッ プ時に Windows デス ク ト ッ プが

起動されます。

• ク ローズ ド システムでは、ス ター ト ア ップ時に FactoryTalk View Machine  
Edition アプ リ ケーシ ョ ンまたは FactoryTalk View Machine Edition Station    
が起動されます。 デス ク ト ップア クセスは制限されます。

ター ミ ナルはすべて、 デス ク ト ップへのア クセスが制限される ク ローズ ド シ

ステム と して出荷されます。 システムを初めて起動する と、 ター ミ ナルの構

成モード である FactoryTalk View ME Station が起動し ます。 この時点で、 起動   

オプシ ョ ンを変更し、デス ク ト ップへのア クセスを許可する こ と ができ ます。

デス ク ト ッ プ 
ア ク セス

ター ミ ナルで Windows デス ク ト ッ プへのア ク セス を許可または制限する こ

と ができ ます。 デス ク ト ッ プでは、 システムやコ ン ト ロールパネルの操作、

Microsoft フ ァ イルビ ューアの使用、 サード パーテ ィ のアプ リ ケーシ ョ ンの

実行、 Web ブラ ウザの起動を行な う こ と ができ ます。 また、 特定のタ ス ク

を実行する ために一時的にア ク セス を許可し た後で、 許可されていない変

更を防ぐためにデス ク ト ッ プへのア ク セス を無効にする こ と も でき ます。

デス ク ト ッ プへのア ク セスの変更方法に関する詳細は、 44 ページの 「デス 

ク ト ッ プア ク セス」 を参照し て く だ さい。

起動オプ シ ョ ン ター ミ ナルではス ター ト ア ッ プ時に以下の 3 つの動作の う ち、いずれか 1 つ

を実行でき ます。

• FactoryTalk View Machine Edition HMI アプ リ ケーシ ョ ンを起動する。

• FactoryTalk View Machine Edition Station を構成モード で起動する。 こ    

のモード では、 ター ミ ナル設定および起動オプシ ョ ンの構成、 実行す

る アプ リ ケーシ ョ ンのロード 、およびデス ク ト ッ プへのア ク セスの有

効化と無効化を行な う こ と ができ ます。

• Windows デス ク ト ッ プを起動する。

工場出荷時の設定状態 と フ ァーム ウ ェ アア ッ プデー ト 後の起動オプシ ョ ン

では、 ター ミ ナルが構成モー ド で起動し ます。 起動オプシ ョ ンの変更方法

の詳細は、 48 ページの 「起動オプシ ョ ンの構成」 を参照し て く だ さい。

タ ッ チジ ェ スチャで実行でき る動作の リ ス ト については、 FactoryTalk View 
Machine Edition のヘルプを参照し て く ださ い。

EtherNet/IP通信 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルでは EtherNet/IP 内蔵ス イ ッ チを使   

用し ます。 これら の ター ミ ナルは、 DLR、 リ ニア、 またはス ター ・ ネ ッ ト

ワ ー ク ・ ト ポ ロ ジ を使用す る イ ーサネ ッ ト 接続で、 ControlLogix お よ び

CompactLogix コ ン ト ローラ と通信し ます。

ヒ ン ト ター ミ ナルはすべて、 最初は、 デス ク ト ッ プへのア ク セス

が無効な状態で出荷されます。
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概要   第 1 章     
ター ミ ナルは、 パフ ォーマン スに影響を与えずに、 統合モーシ ョ ンおよび

CIP Sync アプ リ ケーシ ョ ンが動作する EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク上に設置す 

る こ と ができ ます。 ター ミ ナルは CIP Sync またはモーシ ョ ンパケ ッ ト のコ 

ンシ ューマで もプロデューサで も あ り ません。

標準的な構成 従来の DLR、 リ ニア、 またはス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジがサポー ト

されています。 例と し て、 以下の項目を参照し て く だ さい。

• 34 ページの「デバイ ス・レベル・ リ ング (DLR) ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジ」

• 35 ページの 「 リ ニア ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジ」

• 36 ページの 「ス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジ」

カ タ ログ番号の構成

製品の選択

Bulletin 入力
タ イプ

デ ィ スプレ イ
サイズ

デ ィ スプレ イ
タ イプ

ネ ッ ト ワーク 電源 オペレー
テ ィ ング

システム

モデル(1) - オプシ ョ ン

| | | | | | | | |
2711P- T = タ ッ チ 

スク リーン

7 = 6.5 イ ンチ C = カ ラー 22 = イーサ 

ネッ ト DLR ポー ト

A = AC  9 = Windows CE P = 高性能 - B= ブラン ド 

アイデンテ ィ なし
B = キーパッ ドおよび

タ ッチスク リーン

9= 9 イ ンチ W= ワイ ド アスペ

ク ト 比のカ ラー

D = DC

10= 10.4 イ ンチ
12= 12.1 イ ンチ
15= 15 イ ンチ
19= 19 イ ンチ

(1) 高性能モデルは、 Web ブ ラウザ、 リ モー ト デスク ト ッ プ接続、 メ デ ィ アプレ イヤ、 Microsoft Office フ ァ イルビ ューア、 ワー ド パッ ド ・ テキス ト ・ エデ ィ タ な 

どの拡張機能を備えた Windows CE 6.0 オペレーテ ィ ングシステムをサポー ト し ています。

表 5 - PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル製品の選択

Cat.No.(1)

(1) アレ ン ・ ブ ラ ド リーのロゴ と製品識別情報のないター ミ ナルを注文する場合は、 カ タ ログ番号の末尾に

B を付加し て く だ さ い （例 ： 2711P-T9W22D9P-B）。

デ ィ スプレ イ
イーサ
ネ ッ ト  電源 メ モ リ

タ ッ チ 
スク リーン

キーパッ ド  
およびタ ッ チ 
スク リーン   サイズ タ イプ DLR

AC 
または 
DC RAM ユーザ(2)

(2) ユーザがアプ リ ケーシ ョ ンの保存に使用できる メ モ リ。

2711P-T7C22D9P 2711P-B7C22D9P
6.5 イ ンチ 

VGA  
TFT カ ラー

Yes

DC

1 GB 512 MB

2711P-T7C22A9P 2711P-B7C22A9P AC

2711P-T9W22D9P – 9 イ ンチ 

（ワイ ド）

WVGA  
TFT カ ラー

DC

2711P-T9W22A9P – AC

2711P-T10C22D9P 2711P-B10C22D9P
10.4 イ ンチ 

SVGA  
TFT カ ラー

DC

2711P-T10C22A9P 2711P-B10C22A9P AC

2711P-T12W22D9P – 12.1 イ ンチ 

（ワイ ド）

WXGA  
TFT カ ラー

DC

2711P-T12W22A9P – AC

2711P-T15C22D9P 2711P-B15C22D9P
15 イ ンチ  

 XGA  
TFT カ ラー

DC

2711P-T15C22A9P 2711P-B15C22A9P AC

2711P-T19C22D9P –
19 イ ンチ  

 SXGA  
TFT カ ラー

DC

2711P-T19C22A9P – AC
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ア ク セサ リ 表 6 ～表 10 に、 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル用のア ク セサ リ を    

示し ます。

イ ーサネ ッ ト  
ケーブル

推奨する イ ーサネ ッ ト ケーブルお よ び メ デ ィ ア ソ リ ュ ーシ ョ ンについて

は、 『Industrial Ethernet Media Brochure』 (Pub. No. 1585-BR001B) を参照し て    

く だ さい。

USB/ シ リ アル ・ ポー ト ・ アダプタについては、 『USB to Serial Adapter Quick    
Start Guide』 (Pub. No. GMSC10-QS003) を参照し て く だ さい。

表 6 - 保護オーバレ イ

Cat.No.(1)

(1) カ タ ログ番号ご と に 3 つのオーバレ イが同梱されます。

デ ィ スプレ イサイズ

オペレータ入力

タ ッ チ 
スク リーン

キーパッ ド および 
タ ッ チスク リーン

2711P-RGT7SP
6.5 イ ンチ  

•

2711P-RGB7P •

2711P-RGT9SP 9 イ ンチ（ワイ ド） •

2711P-RGT10SP
10.4 イ ンチ 

•

2711P-RGB10P •

2711P-RGT12SP 12.1 イ ンチ（ワイ ド） •

2711P-RGT15SP
15 イ ンチ 

•

2711P-RGB15P •

2711P-RGT19P 19 イ ンチ •

表 7 - 電源および電源端子台

Cat. No. 説明 数量

1606-XLP95E DIN レール電源、DC24 ～ 28V 出力電圧、95W 1

1606-XLP100E DIN レール電源、DC24 ～ 28V 出力電圧、100W 1

2711P-RSACDIN DIN レール電源、AC-DC、AC85 ～ 265V、47 ～ 63Hz 1

2711P-RTBAP 3 ピン AC 電源端子台（灰色、L1、L2N、および  の黒色のラベル付き） 10

2711P-RTBDSP 3 ピン DC 電源端子台（黒色、+、–、および GND の白色のラベル付き） 10

表 8 - 取付け具

Cat. No. 説明 数量

2711P-RMCP(1)

(1) Cat. No. 2711P-RMCP の取付けレバーは、 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルで使用されます。 灰色の取付けレ    

バーは使用し ないで く だ さい。 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルとの互換性はあ り ません。

取付けレバー（黒色 ) 16

表 9 - セキュアデジ タル (SD) カー ド

Cat. No. 説明

1784-SD1 1GB SD カー ド

1784-SD2 2GB SD カー ド

2711C-RCSD SD カー ド用 USB/SD アダプ タ

表 10 - 交換用バッ テ リ

Cat. No. 説明 数量

2711P-RY2032 CR2032 と同等のコ イ ン型リ チウムバッ テ リ 1
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第 2章

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの

取付け

項目 参照ページ

危険な領域 19

取付けに関する  注意事項 21

取付け間隔 21

パネルに関する  ガイ ド ラ イ ン 22

パネルカ ッ ト アウ ト 寸法 22

パネル取付けの準備 22

ター ミ ナルをパネルに取付け 26

電源端子台の 取り外し と交換 29

DC 電源への接続 30

AC 電源への接続 31

ネ ッ ト ワークの接続 32

初回起動時 36

ター ミ ナルのリ セ ッ ト 37

注意 ： PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルを、非常停止または

作業員や機器の安全に不可欠な他の制御のために使用し な

いで く だ さい。 ソ リ ッ ド ・ ステー ト ・ エレ ク ト ロニク スに依

存し ない別のハー ド 配線のオペレー タ イ ン タ ーフ ェ イ ス装

置を使用し て く だ さい。
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注意 ： 環境およびエン ク ロージ ャ

この装置は、過電圧カテゴ リ II アプ リ ケーシ ョ ン （IEC 60664-1 に定義）、高度 2000m （6561 フ ィ ー ト ）   

までデ ィ レーテ ィ ングな し、 汚染度 2 の産業用環境での使用を意図し ています。

このター ミ ナルは、 プログラ マブル ・ ロジ ッ ク ・ コ ン ト ローラ と共に使用される こ と を前提と

し ています。 AC 電源のター ミ ナルは、 絶縁 ト ラ ンスの 2 次側に接続する必要があ り ます。

この装置は、 IEC/CISPR Pub. No.11 に準拠し たグループ 1、 ク ラス A 産業用装置とみな されます。 適切  

な予防策を講じ ないと、 伝導性と放射性の外乱のため、 住居や他の環境で電磁妨害波の影響を

防ぐ こ とが困難にな り ます。

韓国電磁波適合登録 ― 装置にマークが付けられている場合、 この装置は家庭用機器ではな く 、  

業務用機器 (A) と し て電磁波適合登録されています。 販売者および使用者は、 この点に注意する

必要があ り ます。

この装置は、 「開放型」 装置と し て出荷されています。 特定の環境条件に適合し、 帯電部への接

触による人体への危険を防ぐ よ う に適切に設計されたエン ク ロージ ャ内に取付ける必要があ り

ます。 また、 何らかのツールを使用し なければエン ク ロージ ャの内部にア ク セスできないよ う

な構造が必要です。 これらのター ミ ナルは、 対応する定格のパネルまたはエン ク ロージ ャに取

付けられた場合にのみ、 特定の NEMA/UL タ イプおよび IEC 定格を満た し ます。 以降のセク シ ョ ン

には、 特定の製品の安全要件を満たすのに必要な特定のエン ク ロージ ャ タ イ プの定格に関する

追加情報が記載されています。

他の参考文献 ：

• その他の取付け用件については、 『配線および接地に関するガイ ド ラ イ ン』 (Pub. No. 1770-4.1) を  

参照し て く だ さい。

• エン ク ロージャのタ イプによ って異なる保護レベルの説明については、対応する NEMA 規格 250
および IEC60529 を参照し て く だ さい。

注意 ： 配線および安全に関するガイ ド ラ イ ン

デバイスの配線を行な う 場合は、 NFPA 70E 『Electrical Safety Requirements for Employee Workplaces』 、 IEC 60364    
『Electrical Installations in Buildings』 、 または設置する国の他の適合する配線の安全要件を参照し て使用   

し て く だ さい。 NFPA ガイ ド ラ イ ンの他に、 以下の点にも ご注意 く だ さい。

• デバイスの配線は資格のある電気技師のみが地域および国の法令に従っ て行ないます。

• デバイスおよび他の類似する電子装置は固有の分岐回路に接続し ます。

• 入力電源は定格 15 A 以下のヒ ューズまたはブレーカで保護し ます。

• 入力電源は、 通信とは異なる経路でデバイスまで配線し て く だ さい。

• 電力線および通信線を交差し なければなら ないと きは、垂直交差になるよ う にし て く だ さい。

• 通信線は、 低レベル DC I/O 回線 （10V 未満） と同じ配線管に入れる こ とができます。

• 電磁干渉 (EMI) を防止するために、 ケーブルを適切にシールド し、 接地し て く だ さい。 接地処

理は、 EMI による ノ イズを最小限に抑える手段であ り、 電気設備における安全対策です。

推奨される接地方法については、 米国消防協会 (NFPA) が公表する米国電気工事規定 (NEC) を参照

し て く だ さい。
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PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの取付け   第 2 章        
危険な領域

ター ミ ナルは、 最大周囲温度 55°C (131°F) で動作する と温度規格が T4 にな り ます。 大気の発火温度が 135°C 
(275°F) 未満の環境には T4 ター ミ ナルを設置し ないで く だ さい。

USB 周辺機器に必要な回路ポー ト パラ メ ータ

この製品には、 危険な環境に適合する USB ホス ト ポー ト が含まれています。

米国電気工事規定の第500条に従い、フ ィ ールド配線の準拠要件を示し ます。

図 1 -  PanelView Plus 7 ター ミ ナルの制御図面

北米における危険な領域に関する規格

The following information applies when operating this equipment in hazardous 
locations.

以下の情報は、 危険な領域で本装置を稼働する場合に 
適用されます。

When marked, these products are suitable for use in "Class I, Division 2, Groups A, 
B, C, D"; Class I, Zone 2, Group IIC hazardous locations and nonhazardous locations 
only. Each product is supplied with markings on the rating nameplate indicating 
the hazardous location temperature code. When combining products within a 
system, the most adverse temperature code (lowest "T" number) may be used to 
help determine the overall temperature code of the system. Combinations of 
equipment in your system are subject to investigation by the local Authority 
Having Jurisdiction at the time of installation.

「CL I、DIV 2、GP A、B、C、D」と マーク されている製品は、ク ラス I、   

デ ィ ビジ ョ ン 2 グループ A、B、C、D の危険な領域および危険

ではない領域での使用にのみ適し ています。各製品は、危

険な領域の温度コー ド を記載する定格銘板にマークが付

け られて出荷 さ れています。システム内で製品を組み合

わせる場合、最も厳し い温度コー ド（最低の「T」 番号）を使 

用する と、システム全体の温度コ ー ド の判別に役立ち ま

す。システム内での装置の組合せは、取付け時に各地域の

管轄機関による検査を受ける必要があ り ます。

WARNING: EXPLOSION HAZARD
• Do not disconnect equipment unless power has been removed or 

the area is known to be nonhazardous. 
• Do not disconnect connections to this equipment unless power has 

been removed or the area is known to be nonhazardous. Secure any 
external connections that mate to this equipment by using screws, 
sliding latches, threaded connectors, or other means provided with this 
product.

• Substitution of components may impair suitability for Class I, Division 2.
• Peripheral equipment must be suitable for the location in which it 

is used.
• The battery in this product must be changed only in an area known 

to be nonhazardous.
• All wiring must be in accordance with Class I, Division 2 wiring methods 

of Article 501 of the National Electrical Code and/or in accordance with 
Section 18-1J2 of the Canadian Electrical Code, and in accordance with 
the authority having jurisdiction.

警告 ： 爆発の危険 
• 領域が危険でないと確認できるまで、または

電源を切断するまでは、装置を切り離さ ない

で く だ さい。

• 電源を切断するか、または領域が危険でない

と確認できるまでは、コネク タ を外さ ないで

く だ さい。 この製品に付属するねじ、 スラ イ

デ ィ ングラ ッ チ、ねじ式のコネク タ、 または

他の方法で、すべての外部接続を固定し て く

ださい。

• 別のコ ンポーネン ト を使用する と、ク ラス I、 

デ ィ ビジ ョ ン 2への適合性を損な う こ とがあ

り ます。

• この製品にバッ テ リが含まれている場合は、

領域が危険で な い と わか っ た と き にのみ

バッ テ リ を交換し て く だ さい。

非発火性フ ィ ールド

配線装置

関連する非発火性フ ィ ールド配線装置

 PanelView Plus 7 Performance ホス ト 製品

USB 周辺機器

USB 周辺機器USB ホス ト ポート

USB ホス ト ポート
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第 2 章   PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの取付け
PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルは、 電源が別の USB ホス ト ポー ト を   

2 つ提供し ます。USB ホス ト ポー ト の回路パラ メ ータ を表 11 に定義し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン情報

米国電気工事規定 (NEC) では、危険な領域で使用される非発火性フ ィ ール ド配線装置の回路パラ メ ータは、ホ

ス ト 製品と組み合わせて使用し て も非発火性が保たれなければな ら ない と定められています。PanelView Plus 7  
Performance ター ミ ナルおよび USB 周辺機器はこの規定に準拠し て取 り 扱 う 必要があ り ます。

また、PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの USB ホ ス ト ポー ト に接続し て使用し て も非発火性が保持され   

る よ う 、 USB 周辺機器 と その接続ケーブルの回路パラ メ ータは、 表 11 に記載された制限値に従 う 必要があ り  

ます。

ケーブルの静電容量およびイ ンダ ク タ ン スが不明な場合は、 ANSI/ISA-RP 12.06.01-2003 で定められた以下の 

値を適用し て く だ さい。

Ccable = 197 pF/m (60 pF/ft) 
Lcable = 0.7 μH/m (0.20 μH/ft)

非発火性フ ィ ール ド配線の接続および切 り 離しは、米国電気工事規定(NEC) ANSI/NFPA 70の第501条10(B)(3)  
項、 およびその他の適用し得る地域の法令に遵守し て行な う 必要があ り ます。 この関連する非発火性フ ィ ール

ド 配線装置について、他の関連する非発火性フ ィ ール ド 配線装置と組み合わせて使用する場合の評価は行なわ

れていません。

表 11 - USB ホス ト ポー ト の回路パラ メ ータ

パラ メ ータ 値 パラ メ ータの定義

V oc (USB) DC5.25V ホス ト USB ポー ト の開回路電圧。

USB 周辺機器の最大印加電圧定格 Vmax (peripheral) は、Voc (USB) 以上である必要があ り ます。

Vmax (peripheral) ≥ Voc (USB)

( 適切な場合 ) 

I sc (USB) 1.68 A ホス ト USB ポー ト の最大出力電流

各 USB 周辺機器が制約を受ける最大電流 Imax (peripheral) は、I sc (USB) 以上である こ とが必要   
です。

Imax (peripheral) ≥ I sc (USB)

C a (USB) 10μF USB ホス ト ポー ト に接続できる最大合計静電容量。USB 周辺機器と接続ケーブルの合
計静電容量が指定値を超えないよ う にする必要がある。

最大合計静電容量 Ci (peripheral) と別の USB 周辺機器のケーブル静電容量は、Ca (USB) 以下で  
ある こ とが必要です。

Ci (peripheral) + Ccable(USB) ≤ Ca (USB)

L a (USB) 15μH USB ホス ト ポー ト に接続できる最大合計イ ンダク タ ンス。USB 周辺機器と接続ケーブ
ルの合計イ ンダク タ ンスが指定値を超えないよ う にする必要がある。

最大合計イ ンダク タ ンス Li (peripheral) と別のUSB周辺機器のケーブルイ ンダク タ ンスは、 
La (USB) 以下である こ とが必要です。

Li (peripheral) + Lcable ≤ La (USB)
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取付けに関する 
注意事項

ター ミ ナルを取付ける場合は、 以下の点にご注意 く だ さい。

• ター ミ ナルは大部分のオペレータに適し た高さ に取付けて く だ さ い。

キ ャ ビネ ッ ト はオペレータ フ ロ ア と 異な る レベルに取付け る こ と が

でき ます。

• 適切な照明を使用し て く だ さい。直射日光の当た る と こ ろでター ミ ナ

ルを操作し ないで く だ さい。

• ター ミ ナルは 0 ～ 180° の取付け角度で動作し ます。

図 2 - 適切な取付け位置と不適切な取付け位置
 

取付け間隔 換気 と 配線のために、 エン ク ロージ ャ内部のター ミ ナルの周囲に十分な空

間を確保し て く だ さ い。 エン ク ロージ ャ内の他のデバイ スに よ って発生す

る熱も考慮する必要があ り ます。 ター ミ ナルの周囲温度は、 19 イ ンチター

ミ ナルを除き、 0 ～ 55°C (32 ～ 131°F) であ る必要があ り ます。 19 イ ンチ 

ター ミ ナルの周囲温度は 0 ～ 50°C (32 ～ 122°F) です。

注意： この警告を守らないと、人体に危険が及んだ りパネル 

内のコ ンポーネン ト が損傷する こ とがあ り ます。

1
6 66

11

1
6

6
6

1
1

1
66 6

1 1

適切 不適切

≤ 90°
垂直位置から

≤ 90°
垂直位置から

表 12 - 必要最小間隔

製品面積 最小間隔

上面 51mm（2 イ ンチ）

底面 102mm （4 イ ンチ）

側面 SC カー ド な し側面で 25mm （1 イ ンチ）

SD カー ド付き側面で 102mm （4 イ ンチ）

背面 0mm （0 イ ンチ）
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パネルに関する 
ガ イ ド ラ イ ン

ター ミ ナルは、 NEMA 定格、 UL タ イプ定格、 または IP 定格エン ク ロー

ジ ャの扉または壁に取付けるパネル取付けデバイ スです。

• 支持パネルには、1.5～4.8mm （0.060～0.188 イ ンチ）の厚さが必要です。

• パネルの材料は、 ター ミ ナルを支え、 水や埃が入ら ないよ う に適度な

密閉を維持する ために十分な強度 と硬度を備え る必要があ り ます。

• パネルの表面は平坦で適度な密閉 と NEMAおよびUL タ イプ定格を維

持する ために欠陥のない状態であ る必要があ り ます。

パネルカ ッ ト アウ ト
寸法

ター ミ ナルに同梱されている テンプレー ト を使用し て、 カ ッ ト ア ウ ト 寸法

を ト レース し て く ださ い。

パネル取付けの準備 パネルにター ミ ナルを取付ける前に、 このセ ク シ ョ ンおよび 26 ページに記 

載されているすべての取付け手順をお読み く だ さい。

取付けレバーをべゼルの周囲のス ロ ッ ト に挿入し、 ター ミ ナルをパネルに

固定し ます。 レバーの数は、 ター ミ ナルのサイ ズによ って異な り ます。

各取付けス ロ ッ ト には、 レバーの ロ ッ ク位置を示す位置決めマーク の付い

た刻み目が 6 つ付いています。 ター ミ ナルを取付けるパネルの厚さによ っ

て、 NEMA/UL タ イプの密閉を維持する ために必要な ロ ッ ク位置が決ま り

ます。

表 13 - パネルカ ッ ト アウ ト 寸法 - PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル

ター ミ ナルサイズ 入力タ イプ 高さ ： 
mm （イ ンチ）

幅 ： 
mm （イ ンチ）

6.5 イ ンチ  

キーパッ ド および

タ ッ チスク リーン

142 (5.59) 237 (9.33)

タ ッ チスク リーン 142 (5.59) 184 (7.24)

9 イ ンチ  タ ッ チスク リーン 162 (6.38) 252 (9.92)

10.4 イ ンチ 

キーパッ ド および

タ ッ チスク リーン

224 (8.82) 335 (13.19)

タ ッ チスク リーン 224 (8.82) 269 (10.59)

12.1 イ ンチ タ ッ チスク リーン 218 (8.58) 312 (12.28)

15 イ ンチ 

キーパッ ド および

タ ッ チスク リーン

290 (11.42) 418 (16.46)

タ ッ チスク リーン 290 (11.42) 353 (13.90)

19 イ ンチ タ ッ チスク リーン 383 (15.08) 457 (17.99)

重要 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルでは Cat.No. 2711P-RMCP 取付    

けレバー （黒色） を使用し ます。 灰色の取付けレバーは使

用し ないで く だ さ い。 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルと   

の互換性はあ り ません。
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取付け レバーはス ロ ッ ト に挿入する前に必ず正し い向き に し て く だ さ い。

取付けレバー ノ ブを ス ロ ッ ト 内にス ラ イ ド させて位置決めする方法は これ

以外にあ り ません。 取付けレバーを特定の刻み目にス ラ イ ド させた ら、 取

付けレバーをパネルに向けて回転させ固定し ます。 取付けレバーの平ら な

側面がパネル と接触する必要があ り ます。

最初に、 各取付けレバーを最終ロ ッ ク位置よ り も刻み目が 1 つまたは 2 つ

大き な位置までス ラ イ ド させて、 パネルに ター ミ ナルを固定し ます。 例え

ば、 最終ロ ッ ク位置が 3 の場合、 各取付けレバーを 4 または 5 の位置にス

ラ イ ド させます。 25 ページの図 3 に示すター ミ ナルサイ ズ固有の手順に従  

います。

表 14 - レバーのロ ッ ク位置

取付けスロ ッ ト
レバーの

ロ ッ ク位置
パネルの厚さの範囲

一般的な
ゲージ

1 1.50 ～ 2.01mm（0.060 ～ 0.079 イ ンチ） 16

2 2.03 ～ 2.64mm（0.080 ～ 0.104 イ ンチ） 14

3 2.67 ～ 3.15mm（0.105 ～ 0.124 イ ンチ） 12

4 3.17 ～ 3.66mm（0.125 ～ 0.144 イ ンチ） 10

5 3.68 ～ 4.16mm（0.145 ～ 0.164 イ ンチ） 8/9

6 4.19 ～ 4.80mm（0.165 ～ 0.188 イ ンチ） 7

6
1123456

刻み目
位置決めマーク

スロ ッ ト の向きはさ まざま

です。

1

平らな側面
レバーの反対側

の側面にある 

ノ ブを大きな 

スロ ッ ト 端に 

挿入し ます。

1 2 3 4

べゼル端にはレバーの位置決めを助け

る位置決め用の刻み目があ り ます。

レバーの外側にある刻み目はレバーが

ポジシ ョ ン 3 に固定されている こ と を

示し ます。

消せるマーカーまたは油性鉛筆を使用して、 スロ ッ ト の

位置が見えるよ う に刻み目に印を付けるこ とができます。

レバーにある 

内部の刻み目は

現在のレバーの

位置を示し ます。

ヒ ン ト ロ ッ ク位置が 6 の場合、 レバーを大きい方のスロ ッ ト 端ま

たは挿入用の穴にスラ イ ド させます。

54
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各レバーを同じ手順で最終ロ ッ ク位置に調整し ます。 25 ページの図 3 を参  

照し て く だ さい。

以下の図に、 10.4 イ ンチの タ ッ チター ミ ナルのレバーの向き と ロ ッ ク手順 

を示し ます。

重要 このプロセスではパネルに対する レバーの圧力が徐々に均

等化され、 ク ラ ンプの破損の確率が低減されます。

刻み目はロ ッ ク位置を示し ます。

3 1

2 4

8

67

5

この 10.4 イ ンチ ・ タ ッ チ ・ ター ミ ナルでは、 

パネルの厚さが 2.67 ～ 3.15mm (0.105 ～ 0.124 イ ンチ )
の場合に対応し て、 すべてのレバーが 3 の位置に

ロ ッ ク されています。
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図 3 - レバーの向き と ロ ッ ク手順

ERR
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1 21 2
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2 4
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6.5 インチのタ ッ チ ・ スク リーンのみ ― 6 レバー 6.5 イ ンチのキーパッ ド およびタ ッ チスク リーン  ― 8 レバー

2
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8

8

2 9

3 10 1
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4

5

9 イ ンチおよび 10.4 イ ンチのタ ッ チスク リーンのみ ― 8 レバー

10.4 イ ンチのキーパッ ド およびタ ッ チスク リーン、 

12.1 イ ンチのタ ッ チスク リーンのみ ― 10 レバー
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15 イ ンチのキーパッ ド およびタ ッ チスク リーン  ― 14 レバー

5 3 1 7

3 1

6

3 1

1103

7

15 イ ンチのタ ッ チスク リーンのみ ― 12 レバー

19 イ ンチのタ ッ チスク リーンのみ ― 16 レバー

5 3 1 7

8 2 4 6
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13

9

15

10

16

12

14

重要 ： 示されている取付けレバーの向きは、 NEMA、 UL タ イプ、

および IP シールを保持するために必要です。 NEMA、 UL タ イプ、

および IP シールが必要な場合、 示された向き と異なる向きで 

取付けレバーを使用し ないで く だ さい。
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タ ー ミ ナルをパネル
に取付け

ター ミ ナルは、 1 人で取付け られる よ う に設計されています。 パネルカ ッ ト

ア ウ ト に必要な工具以外工具は必要あ り ません。

以下の手順に従って、 パネル内にター ミ ナルを取付けて く だ さい。

1. 22 ページに示される カ ッ ト ア ウ ト 寸法を使用し て、 パネルの開口部 

を く り 抜き ます。

2. ター ミ ナルにシー リ ングガスケ ッ ト があ る こ と を確認し ます。

こ のガスケ ッ ト が圧縮タ イプのシール と な り ます。シール用配合剤は

使用し ないで く だ さい。

3. ター ミ ナルをパネルのカ ッ ト ア ウ ト 部分に挿入し固定し ます。

a. 25 ページの図 3 の向き を使用し て、 上隅ス ロ ッ ト にレバーを挿入  

し、 レバーの平らでない側面をパネルの方向に回転し ます。

b. ター ミ ナルをパネルカ ッ ト ア ウ ト の方向に傾けカ ッ ト ア ウ ト 内で

上方に引き上げ、 レバーが損傷し ていないこ と を確認し ます。

注意 ： 

パネルカ ッ ト アウ ト を行な う前に、パネルからすべての電源を

切断し て く だ さい。

パネルカ ッ ト アウ ト の周辺に障害物がな く 、 パネルにゴ ミ 、 油

分、またはその他の化学物質が付着し ていないこ と を確認し て

く だ さい。

パネル内部にすでに別のコ ンポーネン ト が取付けられている

よ う な と きは、内部コ ンポーネン ト に金属の切削片が入り込む

こ とがな く 、カ ッ ト アウ ト の端にバリや鋭い縁がないこ と を確

認し ます。

この注意事項を守らないと、人体に危険が及んだ りパネル内の

コ ンポーネン ト が損傷する こ とがあ り ます。

ヒ ン ト PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルの取付けレバーは黒色で   

す (Cat.No. 2711P-RMCP)。

灰色の取付けレバーは使用し ないで く だ さい。 PanelView Plus 7  
Performance ター ミ ナルとの互換性はあ り ません。

ガスケ ッ ト

平らな側面

ヒ ン ト レバーはター ミ ナルがパネルから落ちるのを防ぎます。
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c. タ ー ミ ナルの上部を自分の方に引 き 寄せ、 レ バーに損傷がな く

ター ミ ナルがパネルに固定されている こ と を確認し ます。

d. 25 ページの図 3 に示される、 ター ミ ナルに対する適切な向き を使  

用し て、 残 り のレバーを ス ロ ッ ト に挿入し ます。

レバーの回転方向は各ター ミ ナルのサイ ズによ って異な り ます。

4. 手順どお り に最初のレバーから、各レバーを最終ロ ッ ク位置よ り も刻
み目が 1 つまたは 2 つ大き な位置までス ラ イ ド させ、 回転し ます。

例えば、 最終ロ ッ ク位置が 3 の場合、 レバーを刻み目 4 または 5 にス

ラ イ ド させます。

a. レバーの最終ロ ッ ク位置については、23 ページの図 14 を参照し て  

く だ さい。

b. ロ ッ ク手順については、 25 ページの図 3 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト 位置決めマーク またはレバーの位置を決めるために

べゼルに記し た以前のマー ク を使用し、 最終的なス

ロ ッ ト 位置を特定し ます。

54
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c. 平ら な側面がパネルに接触する まで各レバーを回転し ます。

5. 25 ページの図 3 の同じ ロ ッ ク手順を使用し て、 各レバーを最終ロ ッ  

ク位置まで調整し ます。

a. レバーをべゼルから離し て回転し、 レバーを 1 つずつ順にロ ッ ク

解除し ます。

b. レバーがス ロ ッ ト と垂直の位置になった ら、23 ページの表 14 に示  

される最終ロ ッ ク位置までレバーを ス ラ イ ド させます。

レバーの外側の刻み目がべゼルの刻み目 と一致し ます。

c. レバーをパネルの方向に注意深 く 回転し ます。

d. 残 り のレバーを最終位置にロ ッ ク し ます。

6. すべてのレバーを点検し、それぞれが正しい位置にロ ッ ク されている
こ と を確認し ます。

重要 工具を使用し た り 過度な力を加えて取付けレバーを

回転させないで く だ さい。取付けレバーは手で回転し

て固定するよ う に設計されています。

ヒ ン ト 破損し た取付けレバーがタ ー ミ ナルを傷つける こ と

はあ り ません。

取付けレバーは、ト ルクが大き く な りすぎる と ピンを

破壊するよ う に設計されています。ピンが壊れる こ と

で ター ミ ナルべゼルに被害が及ばないよ う に し ます。

ピンが壊れたら、取付けレバーを回転し て他のピンを

使用し て取付けを続行し ます。詳細および制限事項に

ついては、 25 ページの図 3 を参照し て く だ さい。

注意 ： ター ミ ナルとパネル間でガスケ ッ ト を十分密閉す 

るには、 すべてのレバーを適切な同一位置にロ ッ クする

必要があ り ます。 不適切な取付けによ っ て生じ た、 エン

ク ロージ ャ内のター ミ ナルやその他の装置に対する湿気

や化学物質による損傷については、 当社では責任を負い

かねます。

平らな側面
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レバーの外側にあ る刻み目はロ ッ ク位置を示し ます。

2 つの図はレバーが位置 3 にロ ッ ク されている こ と を示し ます。

電源端子台の 
取 り 外 し と 交換

本製品には電源接続用の 3 ピン端子台があ り ます。 設置、 配線、 および保

守を しやす く する ために端子台を取 り 外すこ と ができ ます。

端子台では、 AC と DC の電源接続ではマーク が異な り ます。

端子台の配線には 0.6 x 3.5mm のマ イナス ド ラ イバーを使用し て く だ さい。

1 1

外側の刻み目 外側の刻み目

警告 ： 爆発の危険

電源を投入し た状態で配線を接続または切断する と、電気的な

アークが発生する場合があ り ます。 危険な環境で取付けを行

なっ ている場合は、これによ っ て爆発が起こ る可能性があ り ま

す。 作業を行な う 前に、 電源が切断されていて、 周辺に危険が

ないこ と を確認し て く だ さい。

電源を切断し ないと、感電またはター ミ ナルの損傷が発生する

恐れがあ り ます。

表 15 - 入力電源端子台のワイヤ仕様

ワイヤタ イ プ デュアルワイヤ
のサイズ(1)

(1) 端子当た り最大 2 線

シングルワイヤ
のサイズ

剥 く 長さ ねじの締付け 
ト ルク

よ り線または 

ソ リ ッ ド

Cu 90°C (194°F)

0.3 ～ 1.3mm2 

22 ～ 16 AWG
0.3 ～ 2.1mm2 

(22 ～ 14 AWG)
7mm 
（0.28 イ ンチ）

0.4 ～ 0.5Nm  
（3.5 ～ 4.4 ポン ド

イ ンチ）
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以下の手順に従って、 端子台を取 り 外し て く だ さい。

1. 端子台を固定する 2 個のねじ を緩めます。

2. 端子台を コネ ク タから慎重に引っ張 り 出し ます。

以下の手順に従って、 端子台を取付けて く だ さい。

1. 端子台を コネ ク タに再び取付け、 ぴった り はめます。

2. コネ ク タに端子台を固定する 2 個のねじ を締めます。

DC電源への接続 DC24V 電源を搭載し た ター ミ ナルの電源定格は、 以下の通 り です。

• 公称 DC24V (DC18 ～ 30V)

• 最大 50W （DC24V の と き 2.1A）

DC 電源入力付き ター ミ ナルは、 DC24V 安全超低電圧 (SELV) または保護

超低電圧 (PELV) 電源からの稼動をサポー ト し ています。サポー ト される電

源には、 Cat.No. 1606-XLP95E、 1606-XLP100E、 または 2711P-RSACDIN が 

含まれています。

ター ミ ナルには、DC 電源バス を使用し て他の機器と同一の電源から給電す

る こ と が可能です。

1 1

AC 端子台DC 端子台

注意 ： 過度な力を加えて端子台を押し込まないで く  

だ さい。 端子台は DC または AC コネク タに合わせて

調整されています。 端子台がコネク タ にはま ら ない

場合は、 正し い端子台を使用し ている こ と を確認し

て く だ さい。 16 ページの表 7 を参照し て く だ さい。

注意： この電源は、極性反転に対し て内部的に保護されてい 

ます。 DC+ または DC- をアース端子に接続する と、 デバイス

が損傷する こ とがあ り ます。 AC 電源、 または DC30V 以上を接

続する と端子が損傷する こ とがあ り ます。

注意： 取付けの際には、設置する地域の配線に関する規制に 

よ っ て定められた SELV 電源または PELV 電源をご使用 く だ さ

い。 SELV 電源および PELV 電源には、 通常の状態および単一

フ ォル ト 状態において導線と アースグ ラウン ド 間の電圧が

安全値を超えないよ う にするための保護機能が装備されて

います。
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以下の手順に従って、オペレータ ター ミ ナルを DC電源に接続し て く ださい。

1. 配線が電源に接続されていないこ と を確認し ます。

2. ワ イヤの端部分の絶縁体を 7mm （0.28 イ ンチ） 剥き ます。

3. DC 電源ワ イヤを端子台のマーク が付いている端子 （+ および –） に

固定し ます。

4. アース グ ラ ウ ン ド線を端子台の GND 端子に接続し ます。

GND 端子は、 低イ ン ピーダン スのアースグ ラ ウ ン ド に接続する必要

があ り ます。

5. オペレータ ター ミ ナルの電源を投入し ます。

AC電源への接続 AC 電源を搭載し た ター ミ ナルの電源定格は、 以下の通 り です。

• AC100 ～ 240V (50 ～ 60Hz)

• 最大 105VA

以下の手順に従って、オペレータ ター ミ ナルを AC 電源に接続し て く ださい。

1. 配線が電源に接続されていないこ と を確認し ます。

2. ワ イヤの端部分の絶縁体を 7mm （0.28 イ ンチ） 剥き ます。

注意： アースグラウン ド接続は義務付けられています。 

こ の接続は、 ノ イ ズの除去、 信頼性の向上、 お よ び

CE マーク適合に必要な欧州連合 (EU) EMC 指令で定められ  

た電磁適合性 (EMC) を達成するために必要です。 この接

続は UL （保険業者研究会） が規定する安全性を順守す

るために必要です。

7 mm
20 mm

1 1

 GNDDC+ DC-

注意 ： 電源端子台の配線を誤る と、 通信コネク タ シ ェルに 

電圧がかかる こ とがあ り ます。

すべての配線を接続するまで、 ター ミ ナルに電源を投入し 

ないで く だ さい。 これに従わない場合は、 感電の恐れがあ り

ます。

7 mm
20 mm
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3. AC 電源ワ イ ヤを電源端子台のマーク が付いている端子 （L1 および

L2N） に固定し ます。

4. 保護アース グ ラ ウ ン ド 線を電源端子台のマー ク が付いてい る端子に
接続し ます。

保護アース端子は、低イ ンピーダン スのアース グ ラ ウ ン ド に接続する

必要があ り ます。

5. オペレータ ター ミ ナルの電源を投入し ます。

ネ ッ ト ワー クの接続 2 つのイーサネ ッ ト ポー ト は、標準イーサネ ッ ト 接続を使用し て EtherNet/IP 
ネ ッ ト ワーク上のコ ン ト ローラに接続し ます。以下のネ ッ ト ワーク タ イプが

サポー ト されています。

• 34 ページの「デバイ ス・レベル・ リ ング (DLR) ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジ」 

• 35 ページの 「 リ ニア ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジ」

• 36 ページの 「ス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジ」

これらの各 EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク ト ポロジは、必要に応じて、EtherNet/IP
ネ ッ ト ワークで統合モーシ ョ ンを使用するアプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト して

います。

イーサネ ッ ト ポー ト

イーサネ ッ ト ポー ト には 2 つのネ ッ ト ワーク通信用の 10/100Base-T 接続が

あ り 、 DLR ネ ッ ト ワーク ア イ コ ンによ って示される MDI/MDI-X 接続 と

DLR ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジをサポー ト し ています。

ター ミ ナルは、 CAT5、 CAT5E、 または CAT6 よ り 線ケーブル、 RJ45 コネ

ク タ付きのイーサネ ッ ト ケーブルを使用し て EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク に接

続し ます。

注意 ： アースグ ラ ウ ン ド 接続は義務付け ら れていま 

す。 この接続は、 ノ イズの除去、 信頼性の向上、 およ

び CE マーク適合に必要な欧州連合 (EU) EMC 指令で定め 

られた電磁適合性 (EMC) を達成するために必要です。こ

の接続は UL （保険業者研究会） が規定する安全性を順

守するために必要です。

1 1

L1
L2/ ニュー ト ラル

保護アースから 

接地バスへ

重要 ター ミ ナルにはイーサネ ッ ト ポー ト が 2 つあ り ますが、 

デバイス IP ア ド レスは 1 つだけです。

リ ン ク 1リ ン ク 2
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イーサネ ッ ト ポー ト と イーサネ ッ ト ハブ （ リ ピータ またはフ ァ イバーな し）

の 10/100 Base-T ポー ト と の間の最大ケーブル長は、 100m （328 フ ィ ー ト ） 

です。

各イーサネ ッ ト ポー ト には 2 つのイ ンジケータがあ り 、 ア ク テ ィ ビテ ィ の

ステータ ス を示し ます。

重要 以下の手順に従って、イーサネ ッ ト ケーブルの偶発的な切

断を防止し て く だ さい。

• イーサネ ッ ト ケーブルを固定し て コ ネ ク タの振動を最

小に抑え、 パネル内部で作業する担当者が誤っ てケー

ブルを切断する可能性を低ら し ます。

• ケーブルはきつ く 張り すぎないで く だ さ い。 ケーブル

には緩みを残し、 パネル ド アの開閉時に引き込まない

よ う に し ます。

警告： 危険な環境では、 この機器またはネ ッ ト ワーク上の機 

器に電力が印加されている状態で、通信ケーブルの取付けま

たは取り外し を行なわないで く だ さい。危険な環境で取付け

を行な う と、電気的なアークによ って爆発が起こ る可能性が

あ り ます。 作業を行な う前に、 電源が切断されているか、 ま

たは周辺に危険がないかを確認し て く だ さい。

表 16 - イーサネ ッ ト コネク タのピン配列

コネク タ ピン ピン名

RJ45 コネク タの図 1 TD+

2 TD-

3 RD+

4 未使用

5 未使用

6 RD-

7 未使用

8 未使用

シールド接続 直接接続な し 

（シ ャーシグラウン ド に AC 接続）

表 17 - イーサネ ッ ト ・ ステータ ス ・ イ ンジケータ

イ ンジケータ 色 説明

リ ン クの整合性 緑色 リ ン クが存在する と点灯し ます。

ア クテ ィ ビテ ィ 黄色 イーサネ ッ ト リ ン ク でア ク テ ィ ビテ ィ が検出される と

点滅し ます。

1 1

ネ ッ ト ワーク

ポー ト

リ ン ク 1リ ン ク 2

1 8

黄色の

ステータ ス

イ ンジケータ

緑色の

ステータ ス

イ ンジケータ
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1
経

P

デバイス ・ レベル ・ リ ング (DLR) ネ ッ ト ワーク ト ポロジ

DLR ネ ッ ト ワークは、 オー ト メ ーシ ョ ンデバイ スの相互接続を目的と し た

シン グル ・ フ ォル ト ・ ト レ ラ ン ス ・ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク です。 こ の ト ポ

ロ ジはデバイ ス レベルで も実装されます。 追加のス イ ッ チは不要です。

DLR ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジは、 障害が検出される と自動的に リ ニア ・ ネ ッ

ト ワーク ・ ト ポ ロ ジに変換されます。 新し いネ ッ ト ワーク ト ポ ロ ジに変換

されて も ネ ッ ト ワーク上でのデータ通信は維持されます。 故障状態は、 通

常、 検出され修正されます。

DLR ネ ッ ト ワーク ト ポロ ジの詳細は、 『EtherNet/IP 内蔵ス イ ッチテ ク ノ ロ

ジ アプ リ ケーシ ョ ンガ イ ド  』 (Pub. No. ENET-AP005) を参照し て く だ さい。

図 4 - DLR ト ポロジネ ッ ト ワーク内の PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル

ヒ ン ト DLR ネ ッ ト ワークは、 スーパバイザノ ー ド と リ ング ノ ー ドから構

成されます。 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルは、 ネ ッ ト ワー   

ク上で リ ング ノ ー ド と し てのみ動作し ます。

2 つのイーサネ ッ ト

ポー ト 経由で

接続された PanelView Plus 7 
Performance ター ミ ナル

1756-ControlLogix コ ン ト ローラ
1769-L18ERM-BB1B 制御システム

1783-ETAP EtherNet/IP タ ッ プ経由

で接続されたコ ンピ ュータ

モータ付きの

Kinetix® 6500 ド ラ イ ブ

POINT I/O モジュールが取付けられた

1734-AENTR POINT I/O™ アダプ タ

FLEX I/O モジュールが取付けられた

1794-AENTR FLEX™ I/O アダプ タ

783-ETAP EtherNet/IP タ ッ プ

由で接続された

owerFlex® 755 ド ラ イブ
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リ ニア ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロジ

リ ニア ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジは、 EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク でデイ ジー

チェーン接続されたデバイ スの集合です。 リ ニア ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポ ロ

ジに接続する こ と がで き るデバイ スは、 内蔵されている ス イ ッ チテ ク ノ ロ

ジを使用し て、 ス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポ ロ ジでは必要に別のス イ ッ チ

の必要性をな く し ます。

図 5 - リ ニア ・ ト ポロジ ・ ネ ッ ト ワーク内の PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル

ヒ ン ト 2 つのイーサネ ッ ト ポー ト を備えた PanelView Plus 7 Performance   
ター ミ ナルは、 リ ニアネ ッ ト ワークの中央または端に配置

する こ とができます。

1 つのイーサネ ッ ト ポー ト 経由

で接続された PanelView Plus 7 
Performance ター ミ ナル

1783-ETAP EtherNet/IP タ ッ プ

経由で接続された

Kinetix 350 ド ラ イブ

1783-ETAP EtherNet/IP タ ッ プ

経由で接続された

Kinetix 350 ド ラ イ ブ

1756-EN3TR ( または EN2TR)
モジュールが取付けられた

ControlLogix コ ン ト ローラ

FLEX I/O モジュールが取付けられた

1794-AENTR FLEX I/O アダプ タ

POINT I/O モジュールが取付けられた

1734-AENTR POINT I/O アダプ タ

コ ンピ ュータ

 2 つの DLR ポー ト 経由

で接続された
PanelView Plus 7 Performance

ター ミ ナル
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ス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロジ

ス ター ・ ネ ッ ト ワーク ・ ト ポロ ジは、 複数のデバイ スが Ethernet ス イ ッチ

を使用し て相互に接続される従来の EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク です。

図 6 - ス ター ・ ト ポロジ ・ ネ ッ ト ワーク内の PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル

初回起動時 シ ス テ ム を初めて起動す る と、 ス タ ー ト ア ッ プシーケ ン ス が実行 さ れて

FactoryTalk View ME Station の構成モード が開始し ます。

12

34

56

78

LINK  NET  OK

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

F9

F10

F11

F12

F13

F14

F15

F16

コ ンピ ュータ

Stratix 6000™ スイ ッ チ

POINT I/O モジュールが 

取付けられた

1734-AENTR POINT I/O アダプ タ  

Kinetix 350 ド ラ イブ

1732E-IB16M12R
ArmorBlock® EtherNet/IP 

モジュール

1756-EN2T モジュールが取付けられた

ControlLogix コ ン ト ローラ

1 つのイーサネ ッ ト ポー ト 経由で接続

された PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル
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ター ミ ナルのス ター ト ア ッ プ時の動作を変更するには、 Terminal Settings を 

押し て Startup Options を選択し ます。 以下のオプシ ョ ンのいずれかを設定 

でき ます。

• FactoryTalk View Machine Edition HMI アプ リ ケーシ ョ ンを起動する。

• FactoryTalk View ME Station の構成モード で起動する （デフ ォル ト ）。

• Windows デス ク ト ッ プを起動する。

起動オ プ シ ョ ン の変更お よ びデ ス ク ト ッ プへの ア ク セ ス につい て は、

48 ページの 「起動オプシ ョ ンの構成」 を参照し て く だ さい。

ターミナルのリセッ ト 電源を切断し て再投入せずに ター ミ ナルを リ セ ッ ト する場合は、 以下の方

法があ り ます。

• FactoryTalk View ME Station の構成モード で、 Reset を タ ッ プし ます。

• ター ミ ナルデス ク ト ッ プの Start メ ニ ューで、Programs→Restart System 
を選択し ます。

• 以下の手順に従って、 Maintenance Mode にア ク セス し ます。

a. USB キーボード を差し込みます。

b. ター ミ ナルの起動時に左下隅に表示される白いボ ッ ク ス を しばら

く 押し ます。

メ ン テ ナ ン ス モー ド か ら タ ー ミ ナル を リ セ ッ ト す る 方法につい て は、

144 ページの 「 メ ンテナン スモー ド での操作」 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト ター ミ ナルは、 最初は、 デス ク ト ッ プへのア ク セスが無効

な状態で出荷されます。 デス ク ト ッ プへのア ク セスを許可

するよ う にター ミ ナルを構成する こ と も できます。
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第 3章

ター ミ ナル設定の構成

FactoryTalk View 
ME Station

FactoryTalk View ME Station は、 ター ミ ナルのラ ン タ イ ム環境です。 こ の環

境では、 起動オプシ ョ ンの構成、 HMI アプ リ ケーシ ョ ンのロー ド と 実行、

ター ミ ナル設定の調整、 Windows デス ク ト ッ プへのア ク セス、 およびその

他のター ミ ナル操作の実行を行な う こ と ができ ます。

ター ミ ナルを リ セ ッ ト する と、 構成済みの起動オプシ ョ ンに応じ て、 以下

の動作の う ちのいずれか 1 つが実行されます。

• FactoryTalk View ME Station が、構成モード で起動する。 これが初期設

定です。

• Factory Talk View ME .mer アプ リ ケーシ ョ ンが実行される。

• Windows デス ク ト ッ プが起動する。

項目 参照
ページ

項目 参照
ページ

FactoryTalk View ME Station 39 デ ィ スプレ イ設定 59

ター ミ ナル設定 41 入力機器の設定 60

ソ フ ト キーボー ド 42 印刷オプシ ョ ンの構成 63

アプ リ ケーシ ョ ンのロー ド と実行 43 診断の構成 65

デスク ト ッ プア クセス 44 ア プ リ ケーシ ョ ン フ ァ イ ルの整合

性チ ェ ッ ク

66

起動オプシ ョ ンの構成 48 シ ス テ ム・イ ベ ン ト ・ロ グの表示 と

ク リ ア

67

コ ン ト ローラ  ア ド レスの構成 51 ア ラームデ ィ スプレ イの有効 / 無効 68

イーサネ ッ ト  設定の構成 51 システム情報の表示 68

ター ミ ナルの デバイス名の変更 56 時刻と日付の設定 71

ター ミ ナルでの フ ァ イルのコ ピー 56 地域の設定 73

ター ミ ナルからのフ ァ イルの削除 58

重要 • ター ミ ナル上の HMI アプ リケーシ ョ ンから構成モー ド にアク

セスするには、 Goto Configuration Mode を押し ます。 このボタ ンは、 

アプ リケーシ ョ ンの開発中に FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウェ ア

のアプ リケーシ ョ ン画面に追加されます。 アプ リケーシ ョ ン

は実行を停止し ますが、 引き続きロー ド された状態です。

• お使いのアプ リ ケーシ ョ ンに Goto Configuration Mode ボタ ンがな

い場合に構成モー ド にアクセスする方法については、49 ペー

ジの 「起動時の構成モー ド の実行」 を参照し て く だ さい。

• Windows デスク ト ッ プから構成モー ド にアクセスするには、

FTViewME Station アイ コ ン   をダブルク リ ッ ク し ます。
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図 7 - FactoryTalk View ME Station ダイアログボ ッ クス

表 18 - ター ミ ナルの操作

押す項目 機能 

Load Application (F1) デバイスにロー ド する .mer アプ リ ケーシ ョ ンを選択するためのダ

イ アログボ ッ ク スを開 く 。アプ リ ケーシ ョ ンは、ロー ド し ない と実

行できない。

ロー ド されたアプ リ ケーシ ョ ンの名前が、Current Application の下に表 

示される。

Run Application (F2) 現在ター ミ ナルにロー ド されている .mer アプ リ ケーシ ョ ンを実行

する。

Application Settings (F3) ロー ド されている .mer アプ リ ケーシ ョ ンに対し て定義されたデバ

イ スシ ョ ー ト カ ッ ト など、アプ リ ケーシ ョ ン固有の設定 メ ニ ュー

を開 く 。デバイスシ ョ ー ト カ ッ ト は、読取り専用。

例えば、CLX は ControlLogix コ ン ト ローラのデバイスシ ョ ー ト カ ッ ト 。

Terminal Settings (F4) ター ミ ナル設定を変更するためのオプシ ョ ンのメ ニューを開 く 。

Delete Log Files Before  
Running (F5)

Yes と No を切換える。

• アプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、すべてのデータ ・ ログ・ フ ァ

イル、 ア ラーム履歴、 およびア ラーム ・ ステータ ス ・ フ ァ イル

を削除するには、 Yes を選択する。

• ログ フ ァ イルを削除せずにアプ リ ケーシ ョ ン を実行するには、

No を選択する。

Reset (F7) タ ー ミ ナルを リ セ ッ ト し、HMI ア プ リ ケーシ ョ ン、FactoryTalk View ME  
Station ソ フ ト ウ ェ ア、または Windows デスク ト ッ プを起動する。どの

動作が起きるのかは、構成された起動オプシ ョ ンに応じ て異なる。

Exit (F8) FactoryTalk View ME Station を終了する。デス ク ト ッ プへのア ク セスが許   

可されている場合は、デスク ト ッ プにア クセスできる。

Device, IP Address, Subnet 
（表示のみ）

接続先イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク上のター ミ ナルのデバイス名、 

IP ア ド レス、およびサブネ ッ ト を特定する。

ネ ッ ト ワーク情報は、60 秒おきに更新される。ター ミ ナルがネ ッ ト

ワー ク か ら 切 り 離 さ れてい る場合、IP ア ド レ ス と サブ ネ ッ ト は

0.0.0.0 と表示される。

ヒ ン ト キーパ ッ ド と タ ッ チス ク リ ーンがあるデバイ スでは、 フ ァ ン

ク シ ョ ンキーを押すかス ク リ ーンボ タ ンに タ ッ チ し て、 操作

にアクセスできます。 例えば、 2711P-B7C22D9P では、 F4 フ ァ ン ク

シ ョ ンキーを押すかス ク リ ーンボ タ ンに タ ッ チ し て、 タ ー ミ

ナル設定にアクセスできます。
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タ ー ミ ナル設定 ター ミ ナルには、 アプ リ ケーシ ョ ンに固有の も のではない、 調整可能な設

定があ り ます。

1. FactoryTalk View ME Station ダ イ ア ロ グボ ッ ク スから Terminal Settings   
を押し ます。

2. 上 / 下カーソルを使って、 オプシ ョ ンを選択し ます。

• タ ッチ・ス ク リ ーン・ター ミ ナルで、上/下カーソルにタ ッ チし ます。

• キーパ ッ ド ター ミ ナルでは、 キーパ ッ ド 上の対応する キーを押し

ます。

3. [Enter] キーを押し て、 選択し た機能にア ク セス し ます。

表 19 - ター ミ ナル設定

選択するオプシ ョ ン  目的

Alarms 最新のアラームがオペレータによ って確認された と きにター ミ ナルのア ラームデ ィ スプレ イ を閉じ る。 

デフ ォル ト では、アラームデ ィ スプレ イが閉じ られる。

Diagnostics Setup 診断メ ッ セージを リ モー ト のログ出力先から、診断を実行中のコ ンピ ュータへ転送する。

Display デ ィ スプレ イ輝度の調整、スク リーンセーバの構成、タ ッ チスク リーンのカーソルの有効 / 無効を切換える。

Desktop Access Setup デスク ト ッ プへのアクセスの許可 / 制限、デスク ト ッ プパスワー ドの設定またはリ セ ッ ト を行な う。

File Management アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルおよびフ ォ ン ト フ ァ イルを ター ミ ナル、SD カー ド、または USB ド ラ イブにコ ピー

する。アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルまたはログフ ァ イルを削除する こ と もできる。

Font Linking フ ォ ン ト フ ァ イルを ター ミ ナルにロー ド されている基本フ ォ ン ト に リ ン ク させる。

Input Devices タ ッ チス ク リ ーンのキャ リ ブレーシ ョ ンをはじめと し て、キーパッ ド、接続されたキーボー ド、マウス、また

はタ ッ チス ク リ ーンの設定を構成する。また、文字列入力用にポ ッ プア ッ プ形式文字入力またはポ ッ プア ッ

プ形式キーボー ドのいずれかを選ぶこ と もできる。

File Integrity Check 詳細情報を フ ァ イル整合性チ ェ ッ ク ログに記録する こ と で、.mer アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルおよびラ ン タ イ

ムフ ァ イルの整合性をチ ェ ッ クする。このログはいつでも表示 / ク リ アできる。

Networks and Communications アプ リ ケーシ ョ ンの Ethernet およびその他の通信設定を行な う。

Print Setup デ ィ スプレ イ、ア ラーム メ ッ セージ、またはアプ リ ケーシ ョ ンによ っ て生成された診断 メ ッ セージを印刷す

るための設定を構成する。

Startup Options ター ミ ナルの起動時にデスク ト ッ プ、アプ リ ケーシ ョ ン、および FactoryTalk View ME Station 構成モー ドのう ち、 

どれを起動するのかを指定する。

System Event Log ター ミ ナルによ ってログに記録されたシステムイベン ト を表示し、ログから イベン ト を ク リ アする。

System Information ター ミ ナルの電源、温度、バッ テ リ、および メ モ リ に関する詳細情報を表示する。FactoryTalk View ME Station および   

ター ミ ナルにロー ド されたその他のソ フ ト ウ ェ アのフ ァ ームウ ェ ア リ ビジ ョ ン を表示する こ と も でき る。

テクニカルサポー ト 向け情報。

Time/Date/Regional Settings ター ミ ナルと アプ リ ケーシ ョ ンで使用する日付、時刻、言語、および数字形式を設定する。
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ソ フ ト キーボー ド データ入力フ ィ ール ド を有効にする と、 キーボー ド が開き ます。 数値のみ

を受付ける フ ィ ール ド の場合、 0 ～ 9 と小数点が有効です。

以下の手順に従って、 キーボー ド の上にあ る表示領域に文字を入力し て く

ださい。

1. キーボード で文字を選択し ます。

• タ ッチ ・ ス ク リ ーン ・ ター ミ ナルでは、 キーにタ ッチし ます。

• キーパッ ド ター ミ ナルでは、 矢印キーを押し てキーに移動し ます。

2. Select を押し て、 その文字を表示領域にコ ピーし ます。

3. 完了し た ら [Enter] キーを押し て、 キーボード を終了し ます。

表 20 - ソ フ ト ・ キーボー ド ・ コ ン ト ロール

選択するキー 機能

SHF キーのシフ ト された状態と シフ ト されていない状態を切換える。

CAP 小文字と大文字を切換える。

SPACE 表示領域で文字と文字の間にスペースを入力する。

Backspace 表示領域で（カーソルの左側にある）直前の文字を削除する。

Select 文字を選択し て、表示領域にその文字を入力する。

左、右、上、下矢印 現在選択されている文字の左、右、上、下側の文字を選択する。

Enter 入力された文字を受入れて、直前のダイアログボ ッ クスに戻る。

ESC 現在の操作をキャ ンセルし て、直前のダイアログボ ッ クスに戻る。
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ア プ リ ケーシ ョ ンの
ロー ド と 実行

ター ミ ナルで FactoryTalk View ME .mer アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、   

そのアプ リ ケーシ ョ ン を まず ロ ー ド し なければな り ません。 アプ リ ケー

シ ョ ンは、 ター ミ ナルの内蔵ス ト レージ （不揮発性 メ モ リ ）、 SD カード、 ま

たは USB ド ラ イブから ロード でき ます。

以下の手順に従って、 ター ミ ナルにアプ リ ケーシ ョ ン を ロー ド し て実行し

て く ださ い。

1. FactoryTalk View ME Station ダ イ ア ロ グボ ッ ク スから Load Application    
を押し ます。

2. Source を押し て、 ロー ドする フ ァ イルの場所を選択し ます。

• Internal Storage － ター ミ ナルの不揮発性 メ モ リ

• External Storage 1 － カード ス ロ ッ ト に装着された SD カード

• External Storage 2 － USB ホ ス ト ポー ト に接続された USB ド ラ イブ

3. 上 / 下カーソルキーを使って リ ス ト から .mer フ ァ イルを選択し ます。

4. Load を押し て、 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンを ロード し ます。

ター ミ ナルの現在の通信設定を アプ リ ケーシ ョ ンで定義さ れた設定

に置換え るかど う かを確認する メ ッ セージが表示されます。

5. Yes または No を選択し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ンの通信設定を使用する場合は、Yes を選択し ます。

ター ミ ナル向けに構成さ れた通信設定が、 アプ リ ケーシ ョ ン設定

に置換え られます。

• ター ミ ナルの通信設定を使用する場合は、 No を選択し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンがロード され、 アプ リ ケーシ ョ ン名が、 FactoryTalk
View ME Station ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの上部に表示されます。

6. FactoryTalk View ME Station ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの Run Application を    
押し て、 ロード し たばか り のアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ます。

ヒ ン ト ター ミ ナル上のMachine Edition フ ァ イルのパスは、My Device\Application  
Data\Rockwell Software\RSViewME\Runtime です。

SD カー ド または USB ド ラ イブ上の Machine Edition フ ァ イルのパス 

は、 \Rockwell Software\RSViewME\Runtime です。

ヒ ン ト アプ リ ケーシ ョ ンがログ フ ァ イルを生成し ます。 アプ リ ケー

シ ョ ンを実行する前に、FactoryTalk View ME Station ダイアログボ ッ ク   

スから ログフ ァ イルを削除できます。 ター ミ ナルで メ モ リ を解

放するには、 ログフ ァ イルを削除し ます。

起動時または リ セ ッ ト 時に自動的に実行さ れる よ う にアプ リ

ケーシ ョ ンを設定するには、 50 ページの 「起動時のロー ド済み 

アプ リ ケーシ ョ ンの実行」 を参照し て く だ さい。
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デス ク ト ッ プ
ア ク セス

ター ミ ナルでのデス ク ト ッ プア ク セス を許可または制限で き ます。 デス ク

ト ッ プでは、 シ ス テムの操作やコ ン ト ロールパネルの操作を実行し た り 、

フ ァ イルビ ューア、 Web ブラ ウザ、 および メ デ ィ アプレ イ ヤを使用し た り

で き ます。 ま た、 一時的にア ク セス を許可し た後で、 許可されていない変

更を防ぐためにデス ク ト ッ プへのア ク セス を無効にする こ と ができ ます。

ア ク セスが制限されている場合は、 パス ワー ド を入力する以外に、 デス ク

ト ッ プへア ク セスする方法はあ り ません。 どの ター ミ ナルに も、 デフ ォル

ト のパス ワード と ユーザ確認のための質問があ り ます。

デスク ト ッ プへのアクセスの有効

以下の手順に従って、 デス ク ト ッ プへのア ク セス を有効にし て く だ さい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Desktop Access Setup を選択し ます。

2. Desktop を押し て、 Allow を選択し ます。

Enter Password ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

デス ク ト ッ プア ク セス を Disallow （許可し ない） から Allow （許可す

る） に変更する たびに、 最初にパス ワード を入力し なければな り ませ

ん。 初期設定のパス ワード は 「password」 です。

3. Password を押し てパス ワード を入力し、 [Enter] キーを押し ます。

4. も う 一度 [Enter] キーを押し て、Desktop Access Management に戻 り ます。

パス ワード が設定されていないこ と に注意し て く だ さい。

ヒ ン ト ター ミ ナルは、 デスク ト ッ プへのアクセスが無効な状態で工場

から出荷されます。

デフ ォル ト パスワー ド資格情報 値

Password password（大文字と小文字が区別される）

ユーザ確認のための質問 What is the opposite of lock? 

ユーザ確認のための回答 unlock（大文字と小文字が区別される）

ヒ ン ト Rockwell Automation では、デフ ォル ト のパスワー ド およびユーザ確 

認のための質問と 回答をお使いのイ ン ス ト ール環境に特有の

ものに変更する こ と をお奨めし ます。
44 Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015



ター ミ ナル設定の構成   第 3 章     

   
5. OK を押し て Desktop Access Management を終了し、Close を押し て ター  

ミ ナル設定を閉じ て、 FactoryTalk View ME Station ダ イ ア ロ グボ ッ ク   

スに戻 り ます。

6. Exit を押し て、 デス ク ト ッ プにア ク セス し ます。

デス ク ト ッ プア ク セスが有効の場合、パス ワード の入力を求められる

こ と はあ り ません。

デスク ト ッ プへのアクセスの無効

デス ク ト ッ プア ク セス を制限するには、 デス ク ト ッ プパス ワー ド と ユーザ

確認のための質問を定義する必要があ り ます。

• パス ワード を使用する と、Exit を押し て FactoryTalk View ME Station か   

らデス ク ト ッ プにア ク セスでき ます。

• ユーザ確認のための質問と回答を使用する と、 Reset 機能によ り パス

ワード を変更でき ます。

以下の手順に従って、 デス ク ト ッ プへのア ク セス を無効にし て く だ さい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Desktop Access Setup を選択し ます。

2. Desktop Access を押し て、 Disallow を選択し ます。

Set Password ボタ ンが有効にな り ます。

3. 新しいパス ワード と ユーザ確認のための質問を定義するには、46 ペー 

ジの 「デス ク ト ッ プのパス ワード の設定」 を参照して く ださい。

重要 デスク ト ッ プアクセスを制限するには、 起動オプシ ョ ンを Go to 
Configuration Mode または Run Current Application のどち らかに設定し な   

ければな り ません。 詳細は、 48 ページを参照し て く だ さい。

重要 エ ラー メ ッ セージが表示された場合、 起動オプシ ョ ンを Go
to Configuration Mode または Run Current Application に変更できます。

Startup Options が Do not start FactoryTalk View ME Station に設定されてい    

る場合、 デスク ト ッ プアクセスを制限できません。
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デスク ト ッ プのパスワー ドの設定

以下の手順に従って、 新しいデス ク ト ッ プパス ワード を定義し て く だ さい。

1. Set Password を押し ます。

Desktop Access Set Password ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

2. Set Password を押し て、 8 ～ 20 文字のパス ワード を入力し てから、 

[Enter] キーを押し ます。

3. Set Challenge を押し て、 デス ク ト ッ プパス ワード を リ セ ッ ト する と き 

に正し く 回答し なければな ら ないユーザ確認のための質問を入力し
ます。

4. Set Response ボタ ンを押し て、 ユーザ確認のための質問に対する回答 

を入力し てから、 [Enter] キーを押し ます。

5. OK を押し ます。

Desktop Access Management ダ イ ア ロ グに、パス ワード と ユーザ確認の  

ための質問が設定された こ と が表示されます。

6. OK を押し て、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。

重要 デスク ト ッ プへのアクセスを制限する と きは、新しいパスワー

ド とユーザ確認のための質問を定義し なければな り ません。

重要 ユーザは、 デスク ト ッ プにア クセスする前に、 このパス

ワー ド を正確に入力する必要があ り ます。

重要 将来使う ために、パスワー ド とユーザ確認のための質問を安全

確実なものにし て く だ さい。パスワー ド を ク リ ア し て再設定す

るには、ユーザ確認のための質問に正し く 回答する必要があ り

ます。 回答を忘れた場合は、 ター ミ ナルを元の工場出荷時の初

期設定に戻す以外に、パスワー ド を ク リ アする方法はあ り ませ

ん。 144 ページの 「Factory default （工場出荷時の設定）」 を参照し   

て く だ さい。
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デスク ト ッ プのパスワー ドの再設定

現行のパス ワー ド を ク リ ア し て変更するには、 現在のユーザ確認のための

質問に正し く 回答する必要があ り ます。 回答を覚えていない場合は、 ター

ミ ナルを工場出荷時の初期設定に戻す必要があ り ます。 144 ページの 「 メ ン 

テナン スモード での操作」 を参照し て く だ さい。

以下の手順に従って、 デス ク ト ッ プパス ワード を リ セ ッ ト し て く だ さい。

1. Desktop Access Management ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 Reset Password を   

押し ます。

2. Answer Challenge を押し て、 現行のユーザ確認のための質問に対する 

正しい回答を入力し ます。

3. Clear Password を押し て、 現行のパス ワード と ユーザ確認のための質 

問を ク リ ア し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スにパス ワー ド と ユーザ確認のための質問の更新

されたステータ スが表示されます。

4. Close を押し ます。

5. 新しいパス ワード と ユーザ確認のための質問を設定するには、46 ペー 

ジの 「デス ク ト ッ プのパス ワード の設定」 を参照して く ださい。

パス ワード を消去し た後は、 新しいデス ク ト ッ プパス ワード を設定す

るか、許可するデス ク ト ップへのア ク セス を変更する必要があ り ます。

重要 デス ク ト ッ プへのア クセスが制限されている、 つま り、 許可し

ないよ う に設定されている場合は、 パスワー ド とユーザ確認の

ための質問を リ セ ッ ト できます。
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起動オプ シ ョ ンの
構成

起動時または リ セ ッ ト 時のター ミ ナルの動作を指定でき ます。

起動時の FactoryTalk View ME Station の無効

起動時にデス ク ト ッ プを起動するには、 FactoryTalk View ME Station を無効   

にし なければな り ません。

以下の手順に従って、 起動時に FactoryTalk View ME Station を無効にし て く    

ださい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Startup Options を選択し ます。

2. 「Do not start FactoryTalk View ME Station」 が選択される まで、 Startup      
を押し ます。

3. OK を押し ます。

起動オプシ ョ ン 実行される動作 標準システム

Do not start FactoryTalk View ME 
Station

起動時に Windows デスク ト ッ プを起動する。 オープン

Go to Configuration Mode 起動時に FactoryTalk View ME Station の構成モー ド で   

起動する。これが工場出荷時の初期設定。

ク ローズ ド

Run Current Application 起動時 に、タ ー ミ ナ ル に ロ ー ド さ れ て い る

FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンを実行する。

ク ローズ ド

重要 デス ク ト ッ プへのア ク セスが制限 さ れている場合、 起動オプ

シ ョ ンは Run Current Application または Go to Configuration Mode （デフ ォ     

ル ト ） に設定されなければな り ません。 デスク ト ッ プアクセス

を許可または制限する方法については、 44 ページを参照し て く  

だ さい。

ヒ ン ト FactoryTalk View ME Station ダイアログボ ッ クスで Exit を押し て、 デス   

ク ト ッ プを起動する こ と もできます。

ヒ ン ト デス ク ト ッ プア ク セスを許可するよ う に設定し なければ

な り ません。 そ う し ない と、 警告を受けます。 44 ページ 

の 「デス ク ト ッ プへのア ク セスの有効」 を参照し て く だ

さい。
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起動時の構成モー ドの実行

以下の手順に従って、 起動時に FactoryTalk View ME Station を構成モード で   

起動し て く ださ い。

1. Terminal Settings を押し てから、 Startup Options を選択し ます。

2. On Startup を押し て Go to Configuration Mode を選択し ます。

3. Configuration Mode Options を押し て、 オプシ ョ ン設定を表示または  

変更し ます。

4. Load Current Application を押し て、 起動時に現在のアプ リ ケーシ ョ ン  

を ロード するかど う かを指定し ます。

5. Replace RSLinx Enterprise Communications を押し て、 ロード されたア   

プ リ ケーシ ョ ンの実行時に使用する構成設定を指定し ます。

• ター ミ ナルでRSLinx通信設定を使用する場合は、Noを選択し ます。

• ター ミ ナル設定を アプ リ ケーシ ョ ンの通信設定に置換え る には、

Yes を選択し ます。 ター ミ ナル上の RSLinx デバイ スのア ド レ ス ま

たは ド ラ イバのプロパテ ィ に加えた変更は、 すべて失われます。

6. OK を押し て直前のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

7. OK を押し て、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。
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起動時のロー ド済みアプ リ ケーシ ョ ンの実行

以下の手順に従って、 ター ミ ナルにロード されている FactoryTalk View .mer  
アプ リ ケーシ ョ ンを起動時に実行し て く だ さい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Startup Options を選択し ます。

2. On Startup を押し て Run Current Application を選択し ます。

3. Run Options を押し て、 オプシ ョ ン設定を表示または変更し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンがロード されていない場合、 これらのオプシ ョ ンは

無効になっています。

4. Replace RSLinx Enterprise Communications を押し て、 アプ リ ケーシ ョ    

ンの実行時に使用する構成設定を指定し ます。

• ター ミ ナルでRSLinx通信設定を使用する場合は、Noを選択し ます。

• ター ミ ナル設定を アプ リ ケーシ ョ ンの通信設定に置換え る には、

Yes を選択し ます。 ター ミ ナル上の RSLinx デバイ スのア ド レ ス ま

たは ド ラ イバのプロパテ ィ に加えた変更は、 すべて失われます。

5. Delete Log Files On Every Power Cycle を押し て、起動時のロ グフ ァ イル      

に対する処理を指定し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ン を実行する前に、 ター ミ ナルで生成されたすべ

てのロ グフ ァ イル （データ、 ア ラーム履歴、 ア ラーム ステータ ス）

を削除する場合は、 Yes を選択し ます。 フ ァ イルがシステムデフ ォ

ル ト の場所から削除されます。

• すべてのロ グフ ァ イルを保持する場合は No を選択し ます。

6. OK を押し て直前のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

7. OK を押し て、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。
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コ ン ト ロー ラ 
ア ド レ スの構成

RSLinx Enterprise ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、ご使用のアプ リ ケーシ ョ ン と 

コ ン ト ローラの通信情報を構成でき ます。

以下の手順に従って、コ ン ト ローラのデバイ スア ド レ スを編集して く ださい。

1. Terminal Settingsを押し てから、Networks and Communications→RSLinx   
Enterprise Communications の順に選択し ます。

2. ツ リ ー内のコ ン ト ローラ を選択し ます。

3. Edit Device を押し て、 デバイ ス名 と現ア ド レ ス を表示し ます。

4. ア ド レ ス を変更する ために Device Address を押し ます。

現ア ド レ スが表示された入力パネルが開き ます。

5. ア ド レ ス を入力パネルに入力し、 [Enter] キーを押し ます。

6. OK を押し ます。

最新の設定は、 ター ミ ナルが再起動される までは有効にな り ません。

イ ーサネ ッ ト  
設定の構成

ター ミ ナルにはイーサネ ッ ト ド ラ イバが組み込まれています。 お使いのデ

バイ スの以下のイーサネ ッ ト 情報を変更でき ます。

• ネ ッ ト ワーク上のター ミ ナルの IP ア ド レ ス （ リ ン ク速度を含む）

• ネ ッ ト ワーク上でのター ミ ナルを識別するデバイ ス名

• ネ ッ ト ワーク リ ソースにア ク セスする ためのユーザ名 と パス ワード

• いずれかのイーサネ ッ ト ポー ト を DLR、 ス ター、 または リ ニア ・ ネ ッ

ト ワーク ・ ト ポ ロ ジ向けに構成する こ と を有効または無効にする。

ヒ ン ト また、 ご使用のアプ リ ケーシ ョ ン と コ ン ト ローラの通信情

報は、 FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェ アを使用し て構成する  

こ と も できます。
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ター ミ ナルのイーサネ ッ ト ア ド レスの設定

一部のネ ッ ト ワーク では、 Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) が   

有効になっている場合に、 IP ア ド レ スが自動的にイーサネ ッ ト デバイ スに

割付け られます。 DHCP が無効になっている場合は、 IP ア ド レ ス を手動入

力でき ます。

以下の手順に従って、 ター ミ ナルの IP ア ド レ ス を表示するか、 入力し て く

ださい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Networks and Communications →   

Network Connections → Network Adapters の順に選択し ます。

2. IP Address を押し て IP ア ド レ ス を表示または変更し ます。

3. Use DHCP を押し て、 ア ド レ スの DHCP 割付けを有効または無効に 

し ます。

• DHCP が有効になっている、つま り 、Yes に設定されている場合は、

ネ ッ ト ワーク上の新たに接続されたデバイ スに IP ア ド レ スが自動

的に割付け られます。

• DHCP が無効になっている、 つま り No に設定されている場合は、

IP ア ド レ ス を手動入力でき ます。 IP Address、 Subnet Mask、 および  

Gateway を押し て、 IP 形式のア ド レ ス を入力し ます。

ヒ ン ト • IP Address ― IP ア ド レスの形式は、 xxx.xxx.xxx.xxx です。 例えば、   

10.90.95.15 です。最初の 10 進数のセ ッ ト の範囲は、 1 ～ 255 で

す。 最後の 3 つのセ ッ ト の範囲は、 0 ～ 255 です。 デフ ォル

ト は 000.000.000.000 です。

• Subnet Mask ― ア ド レスはサーバのサブネ ッ ト マスク と同一   

でなければな り ません。

• Gateway ― オプシ ョ ンのア ド レス

• MAC ID ― 読取り専用フ ィ ールド
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4. 完了し た ら OK を押し ます。

メ ッ セージが表示された ら、 FactoryTalk View ME Station ダ イ ア ロ グ   

ボ ッ ク スでデバイ ス を リ セ ッ ト し て く だ さい。

5. Close を押し ます。

イーサネ ッ ト リ ン ク速度の設定

イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク でデータ が転送される速度 と モー ド を変更でき

ます。 デフ ォル ト 設定は、 AUTO です。 AUTO オプシ ョ ンでは、 ローカル

ネ ッ ト ワーク上での速度 と 一致する よ う にデバイ スの速度が自動的に構成

されます。

1. Terminal Settings を押し てから、 Networks and Communications →   

Network Connections → Network Adapters の順に選択し ます。

2. Settings を押し て、 イーサネ ッ ト リ ン ク設定にア ク セス し ます。

3. Ethernet Configuration を押し て、 データがイーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク 

を介し て転送される速度を変更し ます。

4. OK を押し て、 Network Adapters ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

ヒ ン ト Auto オプシ ョ ンを使用する こ と をお奨めし ます。 これは、 イー

サネ ッ ト ネ ッ ト ワークに接続されているデバイスの実際の速度

と二重設定を判断し て く れます。

手動オプシ ョ ンを選択し た場合、 イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワークに

接続されているデバイスの実際の速度と二重設定が、 同じ であ

る こ と を確認 し て く だ さ い。 そ う し ない と、 ネ ッ ト ワー クパ

フ ォーマンスが低下し た り、 エ ラーが発生し た り し ます。
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ネーム ・ サーバ ・ ア ド レスの定義

EtherNet/IP ネ ッ ト ワーク ・ アダプタに対し て、 ネーム ・ サーバ ・ ア ド レ ス

を定義でき ます。 DHCP がそのアダプタ に対し て有効になっている場合、

これらのア ド レ スは自動的に割付け られます。

1. Terminal Settings を押し てから、 Networks and Communications →   

Network Connections → Network Adapters の順に選択し ます。

2. Name Servers を押し ます。

3. ボ タ ンを押し て、 対応するネーム ・ サーバ ・ ア ド レ ス を入力し ます。

4. 完了し た ら OK を押し ます。

イーサネ ッ ト ポー ト の構成

以下の手順に従って、ター ミ ナルのイーサネ ッ ト ポー ト を構成して く ださい。

1. Terminal Settingsを押してから、Networks and Communications→Network   
Connections → Network Adapters の順に選択し ます。

2. Settings を押し て、 イーサネ ッ ト リ ン ク設定にア ク セス し ます。

3. Ethernet Link1 と Ethernet Link2 を押し て、ネ ッ ト ワーク構成で使用す  

るポー ト の有効と無効を切換えます。
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4. Ethernet Configuration を押し て、 Auto を選択し ます。

5. OK を押し て、 構成を保存し ます。

6. ター ミ ナルを再起動し て、 変更内容を反映させます。

閉じ たシ ス テムについては、 イーサネ ッ ト ポー ト をシ ス テムデフ ォル ト と

し て構成する こ と も でき ます。 109 ページの 「イーサネ ッ ト ポー ト の構成」 

を参照し て く だ さい。

ネ ッ ト ワーク診断データの表示

以下の手順に従って、 ネ ッ ト ワークデータ を表示し て く だ さい。

1. Terminal Settingsを押してから、Networks and Communications→Network   
Connections → Network Adapters → Network Diagnostics の順に選択し  

て、 ネ ッ ト ワークデータ を表示し ます。

以下の表に、 Network Status テキ ス ト について説明し ます。

2. Close を押し て、 Network Diagnostic データ を閉じ ます。

ステータ ステキス ト 説明

Network Status

Normal ネ ッ ト ワーク ト ポロジが Linear/Star（リ ニア / ス ター）の場合、ネ ッ ト

ワークステータ スは常に正常です。

Ring Fault 致命的ではないエラー状態が存在し ている。

Loop Detected この値が発生するのは、Linear/Star（リ ニア / ス ター） ト ポロジのみ。こ

れは、ネ ッ ト ワーク で予期し ないループが生じ た と きに発生する。

タ ー ミ ナルはこの状態を報告でき ないこ とがある（タ ー ミ ナルは

自身が送信し たフ レームを検出できないこ とがある）。

Network Topology ネ ッ ト ワーク構成を Linear/Star （リ ニア / ス ター）またはRing （リ ング）  

と し て識別する。
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タ ー ミ ナルの 
デバイ ス名の変更

各ター ミ ナルは、 ネ ッ ト ワーク上での自身を識別する固有の名前を持って

います。

1. Terminal Settingsを押してから、Networks and Communications→Network   
Connections → Device Name の順に選択し ます。

2. Device Name を押し て、 デフ ォル ト のデバイ ス名を表示または編集し 

ます。

3. Device Description を押し て、 デバイ スの説明を変更し ます。

4. OK を押し ます。

タ ー ミ ナルでの 
フ ァ イルのコ ピー

FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンの (.mer) フ ァ イ ルま たはフ ォ ン ト    

フ ァ イルを ター ミ ナルの不揮発性 メ モ リ と USB ド ラ イブまたは SD カード

の間でコ ピーでき ます。

1. Terminal Settings を押し てから、 File Managemen → Copy Files → Copy   
Applications または Copy Fonts の順に選択し ます。

ヒ ン ト デバイス名の長さは、 1 ～ 15 文字です。

• 先頭文字は、小文字または大文字の a ～ z、A ～ Z でなければな

り ません。

• その他の文字には、a ～ z、A ～ Z、0 ～ 9、または - （ハイ フ ン）

を使用できます。

ヒ ン ト 説明は最大 50 文字です。 デフ ォル ト の説明は、

Rockwell Automation とデバイスのカ タ ログ番号です。
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2. Source を押し て、 コ ピーする フ ァ イルの場所を選択し ます。

• Internal Storage － ター ミ ナルの不揮発性 メ モ リ

• External Storage 1 － ター ミ ナルのカード ス ロ ッ ト に装着された SD    
カード

• External Storage 2 － ター ミ ナルの USB ホ ス ト ポー ト に接続された    

USB ド ラ イブ

3. 選択された格納領域について、 リ ス ト に表示されたフ ァ イルを選択し
ます。

4. 同じ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの Destination を押し ます。

5. Destination を押し て、 フ ァ イルを コ ピーする格納場所を選択し ます。

コ ピー先はコ ピー元の場所 と違っていなければな り ません。

6. Copy を押し て、選択し たフ ァ イルを コ ピー先の場所にコ ピーし ます。

そのフ ァ イルがすでに存在する場合は、そのフ ァ イルを上書き し て も

よいかど う かを確認する メ ッ セージが表示されます。Yes または No を

選択し て、 返答し ます。

ヒ ン ト FactoryTalk View ME Station ソ フ ト ウ ェ アは、 

My Device\Application Data\Rockwell Software\RSViewME\Runtime\ フ ォ ルダ内   

にある .mer フ ァ イルと、\Rockwell Software\RSViewME\Fonts\ フ ォルダ内 

にある フ ォ ン ト フ ァ イルを探し ます。
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タ ー ミ ナルからの
フ ァ イルの削除

ター ミ ナルの不揮発性 メ モ リ 、 USB ド ラ イブ、 または SD カード に存在す

る FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンの .mer フ ァ イルまたはフ ォ ン ト   

フ ァ イルを削除する こ と ができ ます。

1. Terminal Settings を押し てから、File Management → Delete Files → Delete   
Applications または Delete Fonts の順に選択し ます。

2. Source を押し て、削除する アプ リ ケーシ ョ ン またはフ ォ ン ト フ ァ イル
の格納場所を選択し ます。

• Internal Storage － ター ミ ナルの不揮発性 メ モ リ

• External Storage 1 － ター ミ ナルのカード ス ロ ッ ト に装着された SD    
カード

• External Storage 2 － ター ミ ナルの USB ホ ス ト ポー ト に接続された    

USB ド ラ イブ

3. 選択された格納領域について、 リ ス ト に表示されたフ ァ イルを選択し
ます。

4. Delete を押し ます。

5. 選択したアプ リ ケーシ ョ ンまたはフ ォ ン ト フ ァ イルを削除するかど う
かを確認する メ ッ セージが表示された ら、Yes または No を選択し ます。

ログフ ァ イルの削除

ロ グフ ァ イル、 ア ラーム履歴フ ァ イル、 およびア ラーム ・ ステータ ス ・ フ ァ

イルを ター ミ ナルのシ ス テムデフ ォル ト の場所か ら削除で き ます。 これら

のフ ァ イルは、 実行時にアプ リ ケーシ ョ ンによ って生成されます。

1. Terminal Settings → File Management → Delete Files → Delete Log Files の     

順に押し ます。

以下に示すよ う に、フ ァ イルを削除する こ と を確認する メ ッ セージが

表示されます。

Do you want to delete all of the FactoryTalk View ME Station Log Files?             
（FactoryTalk View ME Station ロ グフ ァ イルをすべて削除し ますか？）

2. Yes または No を選択し ます。

システムデフ ォル ト の場所にないロ グフ ァ イルは、 削除されません。
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デ ィ ス プ レ イ設定 ター ミ ナルデ ィ スプレ イ については、 輝度の調節、 ス ク リ ーンセーバの構

成、 または画面上のカーソルの有効 / 無効を切換え る こ と ができ ます。

デ ィ スプレ イの輝度の調節

バッ ク ラ イ ト の輝度を 1 ～ 100% の範囲で 10% 単位で調節でき ます。0% に

設定する と、 バ ッ ク ラ イ ト の明る さ は最低にな り ます。 デフ ォル ト の輝度

であ る 100% を使用するか、 実行時の操作用に輝度を調節でき ます。

1. Terminal Settings を押し てから、Display → Display Intensity の順に選択  

し ます。

2. Startup Intensityを押し て、輝度を Default と Runtimeの間で切換えます。

• Runtime を選択する と、ス ター ト ア ッ プ画面では実行時の輝度が使

用されます。

• Default を選択する と、 ス ター ト ア ッ プ画面ではデフ ォル ト 設定で

あ る 100% が使用されます。

3. 上 / 下カーソルを押し て、 実行時の操作用の輝度を増減し ます。

4. 完了し た ら OK を押し て、 変更を保存し ます。

スク リーンセーバの構成

指定時間、 ユーザ活動が検知されない と、 ター ミ ナルデ ィ スプレ イ にス ク

リ ーンセーバ画像が表示されます。デフ ォル ト のア イ ド ル時間は 10 分です。

ス ク リ ーンセーバのア イ ド ル時間 と 輝度レベルを調節、 ス ク リ ーンセーバ

を無効、 ス ク リ ーンセーバ画像を無効にする こ と ができ ます。

1. Terminal Settingsを押してから、Display→Screen Saverの順に選択し ます。
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2. Screen Saver を押し て、 ス ク リ ーンセーバをア ク テ ィ ブにする ための 
ア イ ド ル期間を変更 し ます。 ス ク リ ーン セーバを無効にす る には、
Disabled を選択し ます。

3. ス ク リ ーンセーバの輝度を増減するには、上 / 下カーソルを押し ます。

4. Advanced Settings を押し て、 ス ク リ ーンセーバ画像設定にア ク セス し 
ます。

a. Screen Saver Image を押し て、現在のス ク リ ーンセーバを有効または  

無効に し ま す。 ス ク リ ー ン セーバ画像の変更方法につい ては、

86 ページの 「ス ク リ ーンセーバ」 を参照し て く だ さい。

b. OK を押し て、 Screen Saver ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

5. OK を押し て終了し、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。

画面上のカーソルの無効

ター ミ ナルには、 有効または無効にでき る画面上のカーソルがあ り ます。

1. Terminal Settings を押し てから、 Display → Cursor の順に選択し ます。

2. Enable Cursor を押し て、 カーソルを有効または無効にし ます。

3. OK を押し て終了し、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。

入力機器の設定 キーパ ッ ド、 タ ッ チス ク リ ーン、 接続されたキーボー ド やマ ウ ス、 文字列

入力のポ ッ プア ッ プなど、 ター ミ ナルで使用される入力機器の設定を調整

でき ます。

キーボー ド またはキーパッ ド設定の構成 

ター ミ ナルまたは接続されたキーボー ド 上のキーに関する設定を調整でき

ます。

1. Terminal Settings を押し てから、Input Devices → Keyboard/Keypad の順  

に選択し ます。
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2. Repeat Rate を押し て、 1 つのキーを押し続けた と きにキーが繰返し入 
力される数 （1 秒当た り ） を指定し ます。

有効な値は、 0 および 2 ～ 30 です。 接続されたキーボード の場合は

機器に依存し ますが、 通常は同じ値です。

3. Repeat Delay を押し て、 キーを入力でき る よ う にな る までの待ち時間 
（1 秒当た り ） を選択し ます。

値はデバイ スによ って異な り ます。サポー ト されていない値は灰色表

示されます。

4. 完了し た ら OK を押し ます。

タ ッ チスク リーンのキャ リ ブレーシ ョ ン

以下の手順に従って、 ター ミ ナルの タ ッ チス ク リ ーン をキ ャ リ ブレーシ ョ

ン し て く だ さい。

1. Terminal Settings を押し てから、Input Devices→touch screen→Calibration   
の順に選択し ます。

2. 画面上の手順に従います。

キ ャ リ ブレーシ ョ ンが完了する と、新しいキ ャ リ ブレーシ ョ ン設定の

測定値を示す メ ッ セージが表示されます。

重要 最小先端半径が 1.3mm （0.051 イ ンチ） のプ ラスチ ッ ク製ス タ

イ ラ スを使用し て く だ さ い。 ス タ イ ラ スの方が指よ り正確

ですし、 スク リーンの保護にもつながり ます。

この種のター ミ ナルの
場合

操作

タ ッ チスク リーンのみ • 保存されたデータ を登録するには画面を押す。

• 保存されたデー タ をキャ ンセルし現行の設定を保持する

には 30 秒間待つ。

キーパッ ド および 

タ ッ チスク リーン

• 新しい設定を受入れるには、 [Enter] キーを押す。

• キャ ンセルし現在の設定を保持するには、[Esc]キーを押す。

ス タ イ ラ スで ターゲ ッ ト の中心をそっ と押し、
少しの間ス タ イ ラ スをそのままの状態に保ちます。

ターゲ ッ ト が画面内を移動するのに合わせて
その操作を繰り返し て く だ さい。
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タ ッ チスク リーンのダブルタ ッ プの感度の設定

タ ッ チス ク リ ーン をダブルタ ッ プする間の速度 と 物理的距離の両方につい

て、 感度を設定およびテス ト する こ と ができ ます。

1. Terminal Settings を押し てから、Input Devices → touch screen → Double   
Tap Sensitivity の順に選択し ます。

2. Set をダブルタ ッ プし て、 タ ッチス ク リ ーンのタ ッ プの感度を設定し

ます。

3. Test をダブルタ ッ プし て、 タ ッチス ク リ ーンのタ ッ プの感度をテス ト

し ます。

Test ボタ ンをダブルタ ッ プする と、 Test ボ タ ンの文字表示色 と背景色

が反転し ます。

4. 完了し た ら OK を押し ます。

文字列入力用のポ ッ プア ッ プの変更

ポ ッ プア ッ プキーボー ド または入力パネルのかわ り に、 文字列ポ ッ プア ッ

プを使用し て、 文字を入力でき ます。

1. Terminal Settings を押し てから、Input Devices → String Popup の順に選   

択し ます。

2. Invoke pop-up character input instead of pop-up keyboard を押し て、 文字       

列入力で優先される入力方式を選択し ます。

3. OK を押し ます。

ヒ ン ト マウス ク リ ッ ク の感度の設定プ ロ セス と テ ス ト プ ロ セス

は、 同 じ で す。 マ ウ ス ク リ ッ ク の感度 を 調整す る には、

Terminal Settings を押し てから、 Input Devices → Mouse の順に選択  

し ます。
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印刷オプ シ ョ ンの
構成

デ ィ スプレ イ、ア ラーム メ ッ セージ、または FactoryTalk View ME アプ リ ケー  

シ ョ ンか ら の診断 メ ッ セージを印刷する ための設定を構成で き ます。 デ ィ

スプレ イ と メ ッ セージの印刷設定は同じです。 高度な設定は異な り ます。

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルでは、 選択されたプ リ ン タに対応   

し ています。 サポー ト 対象プ リ ン タの一覧については、 

http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にア ク セス し、 ナレ ッ ジ

ベースで 「Printers Supported on PanelView Plus」 と い う キーワー ド を入力し    

て検索し て く だ さ い。

PanelView Plus 7 Performance タ ー ミ ナルでは、 キ ャ ノ ン社、 エプ ソ ン社、   

ヒ ューレ ッ ト ・ パ ッ カー ド 社、 およびブ ラ ザー社の一部のプ リ ン タ に対応

し ています。 プ リ ン タのイ ン ス ト ールは、 プ ラ グ & プレ イです。 サポー ト   

対象プ リ ン タであれば、適切な ド ラ イバに自動的にマ ッ ピング されます。自

動的に適切な ド ラ イバに対応する よ う に構成されないプ リ ン タは手動で イ

ン ス ト ールでき ます。

以下の手順に従って、 印刷設定にア ク セス し て く だ さい。

1. Terminal Settings を押し てから、Print Setup にあ るオプシ ョ ンを選択し  

ます。

• Alarm Print Setup 

• Diagnostic Setup 

• Display Print Setup

Print Setup ダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、FactoryTalk View ME アプ リ ケー   

シ ョ ンで利用可能な イ ン ス ト ール済みのプ リ ン タが表示されます。表

示されるプ リ ン タの リ ス ト は、 イ ン ス ト ールするプ リ ン タによ って異

な り ます。

出荷時にター ミ ナルにはプ リ ン タが事前に構成されていないため、最

初はダ イ ア ロ グボ ッ ク スに何も表示されません。

2. イ ン ス ト ール済みのプ リ ン タ を選択し ます。

ヒ ン ト 選択するプ リ ン タは、 コ ン ト ロールパネルの Printers アプレ ッ ト

に存在し なければな り ません。

プ リ ン タの自動イ ンス ト ール試行の失敗は、 システム ・ イベン

ト ・ ログに報告されます。

自動的にイ ンス ト ールされないプ リ ン タは、 Windows Explorer のコ 

ン ト ロールパネルを使用し て手動でイ ンス ト ールできます。
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3. Advanced Settings を押し て、 以下のオプシ ョ ンにア ク セス し ます。

• デ ィ スプレ イ を印刷する ためのオプシ ョ ンには、 印刷の向き、 下

書きモード、 および色があ り ます。

• 診断 メ ッ セージ と ア ラーム メ ッ セージを印刷する ためのオプシ ョ

ンでは、 ネ ッ ト ワーク または USB ポー ト に送られた メ ッ セージを

いつ印刷するのかを指定し ます。

4. 完了し た ら OK を押し ます。

5. OK を押し て、 ター ミ ナル設定に戻 り ます。

Print Messages After デフ ォル ト 値 例

Specified number of messages 60 件のメ ッ セージ キューに60件のメ ッ セージが入っている場合、それらのメ ッ セー

ジは、キュー内に格納されていた時間に関わらず印刷される。

このメ ッ セージ件数は変更できる。

500 messages or timeout period, 
whichever is first

168 時間（7 日） 168 時間経過後にキューに 350 件のメ ッ セージが入っている場合

は、それらの 350 件のメ ッ セージが印刷される。

このタ イムアウ ト 期間は変更できる。

Specified number of messages or 
timeout period, whichever is first.

60 件のメ ッ セージ 

168 時間（7 日）

24時間経過後にキューに 60件のメ ッ セージが入っている場合は、

それらの 60 件のメ ッ セージが印刷される。

このメ ッ セージ件数と タ イムアウ ト 期間は変更できる。

例えば、メ ッ セージの件数が 75 に、タ イムアウ ト 期間が 48 時間に

設定されている とする。

• 24 時間経過後にキューに 75 件のメ ッ セージが入っている場合

は、設定された 48 時間のタ イムアウ ト 以前にそれらの 75 件の

メ ッ セージが印刷される。

• 48 時間経過後にキューに 15 件のメ ッ セージが入っている場合

は、設定されたそのタ イムアウ ト 期間後にそれらの15件のメ ッ

セージが印刷される。
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診断の構成 ト ラ ブルシ ューテ ィ ングする ため、 診断を リ モー ト コ ン ピ ュータに ロ グで

き ます。

以下の手順に従って、 診断をセ ッ ト ア ッ プ し て コ ン ピ ュータに転送し て く

ださい。

1. Terminal Settings を押し てから、 Diagnostic Setup を選択し ます。

診断ノ ード の リ ス ト が表示されます。

Remote Log destination では、 メ ッ セージを診断を実行中の Windows コ ン  

ピ ュータへ転送し ます。 コ ン ピ ュータは、 IP ア ド レ ス と ポー ト 番号で識別

し ます。

以下のダ イ ア ロ グボ ッ ク スにア ク セスするには、 Message Routing を選択し 

ます。

• Remote Log

• FactoryTalk View Diagnostics List

それぞれのダ イ ア ロ グボ ッ ク スには、 転送先に送信可能な メ ッ セージの リ

ス ト が表示されます。 メ ッ セージにカーソルを当ててか ら On/Off を押し

て、 メ ッ セージの有効 / 無効を切換えます。ボ ッ ク スがチェ ッ ク された メ ッ

セージは、 有効です。 ボ ッ ク スがチェ ッ ク さ れていない メ ッ セージは、 無

効です。

ヒ ン ト Remote Log またはMessage Routing セ ッ ト ア ッ プにアクセス  

するには、 ノ ー ド を選択し てから Edit を押し ます。

フ ィ ールド 説明 有効値

Address リ モー ト Windows コ ンピ ュータの IP ア ド レス xxx.xxx.xxx.xxx

Port リ モー ト Windows コ ンピ ュータ との通信に使用されるポー ト  4445（デフ ォル ト ）
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Audit Message Logging では、 メ ッ セージを Audit または Information と し て

ロ グでき ます。

ア プ リ ケーシ ョ ン
フ ァ イルの整合性
チ ェ ッ ク

ター ミ ナルにロード されている .mer アプ リ ケーシ ョ ン と ラ ン タ イ ム フ ァ イ

ルの整合性チェ ッ ク を定期的に行な う のは、 良い習慣です。 フ ァ イルには、

エ ラー、 警告、 および情報の メ ッ セージが ロ グ さ れます。 こ の ロ グを表示

し て、 ロ グから項目を ク リ アする こ と ができ ます。

1. Terminal Settings を押し てから、 File Integrity Check を選択し ます。

2. いずれかの Enable オプシ ョ ンを押し て、 .mer アプ リ ケーシ ョ ン また

はラ ン タ イ ムフ ァ イルの整合性チェ ッ ク を無効にし ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの .mer フ ァ イル と ラ ン タ イ ムフ ァ イルに対し て、整

合性チェ ッ ク が自動的に実行されます。上記のいずれかの機能を無効

にし た場合は、 それらのフ ァ イルに対し てチェ ッ クは行なわれず、 ロ

グフ ァ イルも更新されません。

ヒ ン ト ラ ン タ イムフ ァ イルでは、 アプ リ ケーシ ョ ン を ター ミ ナル

上で実行できます。 タ ー ミ ナルが正常に機能し ていない場

合、 ログを確認する こ と で、 ラ ン タ イムフ ァ イルにおける

誤り を特定できます。
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3. OK を押し て変更を保存し ます。

以下の手順に従って、 ラ ン タ イ ム フ ァ イルによ って生成された ロ グを表示

し て く だ さい。

1. File Integrity Check ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの View Log を押し ます。

2. イベン ト を選択し、 More Details を押し て、 そのイベン ト の詳細を表 

示し ます。

3. Clear All を押し て、 ロ グからすべての詳細情報を消去し ます。

4. Close を押し て直前のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

シス テム・イ ベン ト ・
ログの表示 と ク リ ア

System Event Log には、 ター ミ ナルでロ グに記録された警告、 エラー、 およ  

びイベン ト が表示されます。 こ の ロ グは、 各イベン ト の発生日時を示すタ

イ ム ス タ ンプ と イベン ト についての説明テキ ス ト を提供し ます。 新たに イ

ベン ト が発生し た と きに イベン ト ロ グが満杯の場合は、 その新規イベン ト

用のスペース を確保する ために最も古いエン ト リ 項目が削除されます。

1. Terminal Settings → System Event Log の順に押し ます。

2. イベン ト を選択し、 More Details を押し て、 そのイベン ト の詳細を表 

示し ます。

3. Clear All を押し て、 ロ グからすべてのイベン ト を消去し ます。

4. Close を押し ます。
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アラームディ スプレイ
の有効/無効

ター ミ ナルには、 ア ラームが発生する たびに、 ア ラームがア ラームデ ィ ス

プレ イ またはア ラームバナーに表示されます。 オペレータが最新のア ラー

ム を確認する と、 ア ラームデ ィ スプレ イは閉じ るか、 開いた ま まにな り ま

す。 デフ ォル ト では、 ア ラームデ ィ スプレ イは閉じ ます。

1. Terminal Settings を押し てから、 Alarms を選択し ます。

2. Close Alarm Display When Newest Alarm Acknowledged を押し て、Yes と       

No を切換えます。

• Yes の場合、 最新のア ラームが確認される と、 ア ラームデ ィ スプレ

イが閉じ ます。

• No の場合、 最新のア ラームが確認されて も、 ア ラームデ ィ スプレ

イは開いたま まです。

3. OK を押し ます。

シス テム情報の表示 ター ミ ナル情報 と、 ター ミ ナルに イ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ アの

フ ァーム ウ ェ ア リ ビジ ョ ン情報を表示でき ます。

ター ミ ナル情報の表示

以下の読取 り 専用情報を表示でき ます。

• 総稼働時間 （分）

• プロセ ッ サ温度

• バッ テ リ 電圧および状態

• 割当て られ使用される メ モ リ

• 実行時のラ ンダム ・ ア ク セス ・ メ モ リ (RAM) メ モ リ 使用量
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以下の手順に従って、 ター ミ ナルのステータ ス情報を表示し て く だ さい。

1. Terminal Settingsを押してから、System Information→Terminal Information   
の順に選択し ます。

.

• プロセ ッ サ温度は、 90°C (194°F) 未満でなければな ら ない。

• バッ テ リ 電圧は、 DC 2.75V 以上でなければな ら ない。

2. Memory Allocation を押し て、 ス ト レージ RAM、 プロ グ ラ ム RAM、 

および使用でき る不揮発性 メ モ リ に関する情報を表示し ます。

重要 温度超過メ ッ セージが、 システム ・ イベン ト ・ ログに

記録されます。

• 85°C (185°F) で、 警告メ ッ セージが発せられる。

• 90°C (194°F) で、 エ ラー メ ッ セージが発せられる。

バッ テ リの状態 説明

GOOD 適正なバッ テ リの状態

FAILING バッ テ リ電力低下。バッ テ リ を交換する。

BAD バッ テ リが検出されないか、不良状態である。バッ テ リ

を交換する。
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3. Close を押し て直前のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

4. Runtime RAM Usage を押し て、実行時にアプ リ ケーシ ョ ンで使用され  

た RAM を表示する こ と で、 異常に対する ト ラブルシューテ ィ ングを

実行し ます。

5. OK を押し て、 直前のダ イ ア ロ グに戻 り ます。

6. Terminal Settings に戻る まで Close を押し ます。

FactoryTalk View ME Station 情報

ター ミ ナルに イ ン ス ト ールされている コ ンポーネン ト のフ ァーム ウ ェ アお

よびバージ ョ ン情報を表示し、 技術サポー ト 情報にア ク セスでき ます。

1. Terminal Settings を押し てから、System Information → About FactoryTalk   
View ME Station の順に選択し ます。

2. Technical Support を押し て、サポー ト 用の電話番号と Web サイ ト を表 

示し ます。

3. Terminal Settings に戻る まで Close を押し ます。
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時刻 と 日付の設定 ター ミ ナルの操作の日付、 時刻、 タ イ ム ゾーン、 および地域に関する設定

を変更でき ます。

ター ミ ナルのタ イムゾーンの変更

ター ミ ナルの現在のタ イ ム ゾーン を表示または変更で き ます。 タ イ ム ゾー

ンは、オペレーテ ィ ングシステム と共にイ ン ス ト ールされます。 タ イ ムゾー

ン を変更し て、 その タ イ ム ゾーンに一致する よ う に現在の時刻 と 日付を調

整する こ と ができ ます。

ター ミ ナルの時計は、 ター ミ ナルでフ ァ イルが作成または変更された時刻

を記録し ます。 時計の時刻 と タ イ ムゾーンを変更でき ます。

1. Terminal Settings を選択し てから、Time/Date/Regional Settings → Time  
Zone の順に選択し ます。

2. 上 / 下カーソルを押し て タ イ ムゾーンを選択し ます。

サマータ イ ム を採用し ていない日本を除 く すべてのタ イ ム ゾーンで、

Daylight Saving Time （サマー タ イ ム） が有効に設定 さ れて い ま す。  

Daylight Saving Time を変更する と、ター ミ ナルの時計は自動的に調整  

されます。

3. オプシ ョ ン と し て、 タ イ ムゾーンの Daylight Saving Time を有効また  

は無効にするには、 Daylight Savings を押し ます。

変更内容は、 Time Zone ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ る までは、 永続的 

な ものにな り ません。

4. 完了し た ら Close を押し ます。

5. OK を押し て直前のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻 り ます。

ヒ ン ト タ ー ミ ナルの現在の日付 と 時刻を変更す る前に、 タ イ ム

ゾーンを設定し ます。
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ター ミ ナルの現在の日付の変更

以下の手順に従って、 ター ミ ナルの日付を調整し て く だ さい。

1. Terminal Settings を選択し てから、 Time/Date/Regional Settings → Date  
の順に選択し ます。

2. Year、 Month、 および Day を押して、 ボタ ンの上にある現在の値を変更

し ます。

• Year は 4 桁で、 範囲は 1980 ～ 2099

• Month の範囲は 1 ～ 12

• Day の範囲は 1 ～ 31 で、 月に照ら し合わせて検証される

3. 完了し た ら OK を押し ます。

ター ミ ナルの現在の時刻の変更

以下の手順に従って、 ター ミ ナルの時刻を調整し て く だ さい。

1. Terminal Settings を選択し てから、Time/Date/Regional Settings → Time  
の順に選択し ます。

2. Hour、 Minute、 および Seconds を押し て、 現在の値を変更し ます。

• Hour の範囲は 0 ～ 23 （24 時間形式）

• Minute と Seconds の範囲は、 0 ～ 59

3. 完了し た ら OK を押し ます。
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地域の設定 国または地域での標準 と 一致する よ う に日付、 時刻、 および数値の表示形

式を変更でき ます。 言語は、 オペレーテ ィ ングシ ス テム と 共に イ ン ス ト ー

ルされます。 地域設定を変更する前に、 言語を選択し なければな り ません。

以下の手順に従って、 ター ミ ナルに イ ン ス ト ールされた言語を選択し て く

ださい。

1. Terminal Settings を選択してから、Time/Date/Regional Settings→ Language  
の順に選択し ます。

2. 上 / 下カーソルを押し て、 言語を選択し ます。

3. OK を押し ます。

選択 し た言語が、 Regional Settings ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス の Current 
Language の下に表示されます。

小数点記号の変更

選択 さ れた言語の数値形式で使用 さ れ る 小数点記号を変更で き ます。 デ

フ ォル ト の小数点記号は、 ピ リ オ ド です。

1. Terminal Settings を選択し てから、 Time/Date/Regional Settings →  

Numeric Format の順に選択し ます。

デフ ォル ト の小数点記号が表示されます。

2. 新しい小数点記号を表す文字を 3 文字まで入力し ます。

3. OK を押し ます。
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言語の時刻形式の変更

以下の手順に従って、 選択し た言語の時刻形式を変更し て く だ さい。

1. Terminal Settings を選択し てから、Time/Date/Regional Settings → Time  
Format の順に選択し ます。

現在の時刻が、 選択された形式で表示されます。

2. 適切な選択肢を押し て形式を調整し ます。

選択を行な う たびに、 サンプル形式が変化し ます。

3. OK を押し ます。

フ ィ ールド 説明 例

Time Format

12 時間

h:mm:ss tt（デフ ォル ト ）

h = 12 時間表示、先頭にゼロを付けない

tt = AM または PM 記号

7:23:02 AM または 1:13:31 PM
11:43:59

hh:mm:ss tt

hh = 12 時間表示、先頭にゼロを付ける

tt = AM または PM 記号

07:23:02 AM または 01:13:31 PM
23:43:59

Time Format

24 時間

H:mm:ss

H = 24 時間表示、先頭にゼロを付ける

07:03:42 または 01:13:32
23:43:59

HH:mm:ss

HH = 24 時間表示、先頭にゼロを付けない

07:03:42 または 01:13:22
23:43:59

AM Symbol AM（午前）を示すための文字。時刻形式が

12 時間表示（h:mm:ss tt または hh:mm:ss tt）に  

設定されている場合は、AM 記号を変更で

きる。

AM（デフ ォル ト ）

最大 12 文字

PM Symbol PM（午後）を示すための文字。時刻形式が

12 時間表示（h:mm:ss tt または hh:mm:ss tt）に  

設定されている場合は、PM 記号を変更で

きる。

PM（デフ ォル ト ）

最大 12 文字

Separator 時刻形式のフ ィ ールドの区切り文字 :（デフ ォル ト ）

最大 3 文字
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言語の短い日付形式の変更

以下の手順に従って、 選択し た言語の短い日付形式を変更し て く だ さい。

1. Terminal Settings を選択し てから、Time/Date/Regional Settings → Short  
Date Format の順に選択し ます。

2. Format を押し て、 短い日付形式を変更し ます。

変更を行な う たびに、 Sample エ リ アの日付が更新されます。

3. Separator を押し て、 日付要素間の文字を変更し ます。

区切 り 文字は 3 文字の場合があ り ます。 デフ ォル ト の区切 り 文字は –
または / です。

4. 完了し た ら OK を押し ます。

言語の長い日付形式の変更

以下の手順に従って、 選択し た言語の長い日付形式を変更し て く だ さい。

1. Terminal Settings を選択し てから、Time/Date/Regional Settings → Long  
Date Format の順に選択し ます。

2. Format を押し て、 長い日付形式を変更し ます。

変更を行な う たびに、 Sample エ リ アの日付が更新されます。

3. 完了し た ら OK を押し ます。
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第 4章

Windows オペレーテ ィ ングシステム

オペレーテ ィ ング
シス テムの機能

PanelView Plus 7 Performance タ ー ミ ナルは、 以下の機能 を 備 え て い る

Windows CE 6.0 オペレーテ ィ ングシステム (OS) を実行し ます。

• コマン ド シェル

• コマン ド プロセ ッ サ

• コ ン ソールウ ィ ン ド ウ

• Windows Explorer シェル

• 共通ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス

• コ ン ト ロールパネル

• ネ ッ ト ワーク ・ ユーザ ・ イ ン ターフ ェ イ ス

• ソ フ ト キーボード入力パネル

• PDF リ ーダ

• 右 ク リ ッ ク機能をサポー ト し てい る マ ウ ス と タ ッ チス ク リ ーンのサ

ポー ト

項目 参照ページ

オペレーテ ィ ングシステムの機能 77

Windows Explorer 80

タ スクバー 80

ソ フ ト 入力パネル 80

Windows のコ ン ト ロールパネル 81

バッ クア ッ プおよび復元 82

Display プロパテ ィ 85

ハー ド ウ ェ アモニ タ 88

ロゴマネージ ャ 90

ユーザアカウン ト 92

サービス 93

ネ ッ ト ワークサーバ構成 94

システム情報 107

タ ッ チ プロパテ ィ 111

PDF リーダ 112

ヒ ン ト 右ク リ ッ クの場合は、 1 秒以上スク リーンを タ ッ チ し

ます。
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• VNC サーバ / ク ラ イ アン ト ビ ューア

アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト

Windows CE オペレーテ ィ ングシ ス テムは、 以下のアプ リ ケーシ ョ ン をサ 

ポー ト し ています。

• .NET Compact Framework （バージ ョ ン 3.5 以降）

• C++ ラ イブラ リ およびラ ン タ イ ム

• DCOM/COM/OLE コ ンポーネン ト サービ ス

• メ ッ セージキ ューイ ング用 MSMQ
• MSXML （バージ ョ ン 3.0 以降）

• デバイ ス用 Microsoft foundation class (MFC) （バージ ョ ン 9.0 以降）

• ア ク テ ィ ブ ・ テンプレー ト ・ ラ イブラ リ (ATL)
• ActiveSync

• キ ャ ビネ ッ ト (CAB) フ ァ イルイ ン ス ト ーラ / アン イ ン ス ト ーラ

• ToolHelp アプ リ ケーシ ョ ン・プロ グ ラ ミ ング・イ ン ターフ ェ イ ス (API)
• エラーレポー ト （ジェネレータ、 転送ド ラ イバ、 制御パネル）

スク リ プ ト のサポー ト

Windows CE オペレーテ ィ ングシ ス テムは以下のス ク リ プ ト 機能をサポー 

ト し ています。

• バッチ / コマン ド （BAT フ ァ イル と CMD フ ァ イル）

• CSScript
• JScript

ネ ッ ト ワークのサポー ト

Windows CE 6.0 オペレーテ ィ ングシステムは以下のネ ッ ト ワーク機能をサ  

ポー ト し ています。

• Winsock のサポー ト

• ネ ッ ト ワーク ユーテ ィ リ テ ィ  － ipconfig、 ping、 route
• ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イバ ・ アーキテ クチャ (NDIS)
• Windows ネ ッ ト ワーキング API/ リ ダ イ レ ク タ

• ワ イヤード ・ ローカル ・ エ リ ア ・ ネ ッ ト ワーク、 802.3、 802.5

重要 このプ ラ ッ ト フ ォームでは、2 つの VNC ク ラ イアン ト ビ ューア

が配布されます。

• Vncviewer.exe はター ミ ナルデスク ト ッ プの /Windows フ ォルダ

にあ り ます。 このビ ューアを PanelView Plus 7 Performance ター   

ミ ナルを接続、 表示、 制御するために、 パー ソ ナルコ ン

ピ ュータ に展開できます。

• も う 1 つのビ ューアを ター ミ ナルで使用する と、 2 つの

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナル間で VNC コネク シ ョ ンを   

確立できます。 このビ ューアにア クセスするには、 Start → 

Programs → VNC Viewer の順に選択し ます。
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サーバのサポー ト

以下の表に、 Windows CE 6.0 オペレーテ ィ ングシステムでサポー ト されて  

いるサーバの リ ス ト を示し ます。

拡張機能

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルは、 PanelView Plus 7 Standard ター ミ       

ナルでは利用で き ない以下の追加デス ク ト ッ プアプ リ ケーシ ョ ン をサポー

ト し ています。

表 21 - Windows CE 6.0 でのサーバのサポー ト

サーバ
デフ ォル ト
の状態

説明

Web サーバ 有効 Web サーバは、Web 上で HTTP プロ ト コルを使用し て、Web ペー

ジなどのコ ンテンツを配信する。

FTP サーバ 有効 フ ァ イル転送プロ ト コル (FTP) は、イ ン ターネ ッ ト (TCP/IP ベー

スのネ ッ ト ワーク ) 上でフ ァ イルを交換するための標準の

ネ ッ ト ワーク プロ ト コル。

UPnP サーバ 有効 Universal Plug and Play (UPnP)は、機器の取付けとネ ッ ト ワークへの    

接続を可能にするネ ッ ト ワーキングプロ ト コルのセ ッ ト 。

フ ァ イルサーバ 有効 ネ ッ ト ワーク上のコ ンピ ュー タ間で フ ァ イル、プ リ ン タ、シ

リ アルポー ト 、および各種通信への共有ア ク セス を可能に

するネ ッ ト ワーク プロ ト コル。

VNC サーバ 無効 Virtual Network Computing (VNC)は、別のコ ンピ ュータ を遠隔操作で   

制御するために使用されるグラ フ ィ カルデス ク ト ッ プ共有

システムです。キーボー ド / マウスのイベン ト をネ ッ ト ワー

ク上のコ ンピ ュータ間で送信する。

ViewPoint サーバ 有効 ター ミ ナルで実行中の FactoryTalk View Machine Edition HMI アプ リ    

ケーシ ョ ンへの、Web ブ ラウザを介し た リ モー ト ・ユーザ・ア

ク セ ス を 可能に す る Web サーバの ア プ リ ケ ー シ ョ ン。

ViewPoint ソ フ ト ウ ェ アはロ ッ クウ ェル・オー ト メ ーシ ョ ンの

製品です。

表 22 - 拡張機能付きのオペレーテ ィ ングシステム

アイ コ ン ソ フ ト ウ ェ ア アイ コ ン ソ フ ト ウ ェ ア

Microsoft Internet Explorer 6Web ブ ラウザ   

と Silverlight 2
Microsoft Office 2003 PowerPoint フ ァ イル

ビ ューア

–
Adobe Flash Lite 3.1 
Internet Explorer 6用ActiveX プ ラグイ ン

Microsoft Office 2003 Word フ ァ イル

ビ ューア

Microsoft Remote Desktop Connection Microsoft Office 2003 Excel フ ァ イル

ビ ューア

Windows Media Player 6.4 および 7.0 OCX
–

Westtek JETCET PDF ビ ューア

Microsoft WordPad テキス ト エデ ィ タ

–
画像ビ ューア
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Windows Explorer デス ク ト ッ プから Windows Explorer にア ク セスするには、 複数の方法があ 

り ます。

• My Device ア イ コ ンを開き ます。

• Start → Programs → Windows Explorer の順に選択し ます。

以下のフ ォルダに、 PanelView Plus 7 Performance プラ ッ ト フ ォームに固有の   

項目が格納されています。

タ ス クバー タ ス クバーから、 Start メ ニ ュー、 機器の IP 情報、 現在の言語 と時刻、 入力

パネル、 および開いているプロ グ ラ ムにア ク セスでき ます。

タ ス クバーの表示 / 非表示を切換え るには、 Start → Settings → Taskbar and 
Start Menu の順に選択し、次に Auto Hide ボ ッ ク ス をチェ ッ ク またはチェ ッ  

ク解除し ます。

ソ フ ト 入力パネル オペレーテ ィ ン グ シ ス テ ムには、 デー タ 入力用に異な る 入力パネルが備

わっています。 タ ス ク バーま たはコ ン ト ロールパネルか ら、 入力パネルに

ア ク セスでき ます。 タ ス クバーから、入力パネルア イ コ ンを ク リ ッ ク し、使

用する入力パネル （キーボード） を選択し ます。

• CHT Chajei IM （中国語）

• CHT Phonetic IM （中国語）

• Keyboard （小型キーボード）

• LargeKB （拡大キーボー ド）

• MS Kana IM （日本語）

• MS Roma IM （日本語）

• High Input Panel （キーボード を閉じ る）

フ ォルダ コ ンテンツ

Application Data FactoryTalk View Machine Edition アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルが格納さ   

れる。

パス：\Application Data\Rockwell Software\RSViewME

VFS（仮想フ ァ イルシステム） フ ァ ームウ ェ ア フ ァ イル、および現在のシステムイ メ ージの

バッ ク ア ッ プ / 復元フ ァ イルが格納される。

パス：\VFS\Platform Firmware

ヒ ン ト タ ッ チ ・ ス ク リ ーン ・ タ ー ミ ナルでは、 デ ィ スプ レ イの最

下部を タ ッ チする と、 Auto Hide モー ドのタ スクバーが元の位 

置に表示されます。

ヒ ン ト 入力パネルア イ コ ンは、 選択する入力パネルによ っ て異な

り ます。
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Windowsのコ ン ト

ロールパネル

Windows のコ ン ト ロールパネルにあ る アプ リ ケーシ ョ ンを使用する と、 シ

ステム設定と ター ミ ナル設定を表示し、構成でき ます。例えば、 ハード ウ ェ

アのパフ ォーマン ス をモニ タ し、 タ ッ チス ク リ ーンのキ ャ リ ブレーシ ョ ン

を行ない、 またはス ク リ ーンセーバの設定を調整でき ます。

コ ン ト ロールパネルのアプ リ ケーシ ョ ンの言語は、オペレーテ ィ ングシステ

ムで設定された言語に基づいています。デフ ォル ト 値は English （英語） です。

コ ン ト ロールパネルにア ク セスするには、 複数の方法があ り ます。

• Start → Settings → Control Panel の順に選択し ます。

• デス ク ト ッ プで My Device を開いてから、Control Panel をダブルク  

リ ッ ク し ます。

こ の章では、 ター ミ ナルに固有のコ ン ト ロールパネルのアプ リ ケーシ ョ ン

のみを説明し ます。

ヒ ン ト 大部分のター ミ ナル設定は、 FactoryTalk View ME Station の構成モー ド   

で利用できます。

ヒ ン ト View メ ニューから、 アイ コ ンのサイズを変更できます。 また各

アイ コ ンの簡単な説明を表示できます。

ヒ ン ト 多 く のコ ン ト ロールパネルのア プ リ ケーシ ョ ンには、 小型の

デ ィ スプレ イで情報を表示するためのスク ロールバーがあ り ま

すが、 ほとんどの例では見やす く するため、 全画面ビ ューで表

示し ます。
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バ ッ ク ア ッ プおよび
復元

バ ッ ク ア ッ プおよび復元のアプ リ ケーシ ョ ン を使用する と、 ター ミ ナルの

現在のシ ス テム イ メ ージをバ ッ ク ア ッ プ し て、 その イ メ ージを同じ ター ミ

ナルまたはその他の HMI デバイ スに復元でき ます。 この機能は、 同じ シス

テム イ メ ージを複数の HMI デバイ スにコ ピーする場合に便利です。

通常のバッ ク ア ッ プには以下の ものが含まれます。

• フ ァ イルシステム

• フ ァーム ウ ェ ア イ メ ージ

• Windows レジス ト リ

• オプシ ョ ンのユーザ構成データ

Backup & Restore ダイ ア ロ グボ ッ ク スで、 Advanced Network & Display Settings    
を ク リ ッ クする こ と によ り 、バッ ク ア ップにユーザ構成データ を含める こ と

ができ ます。

バッ ク ア ッ プの実行

以下の手順に従って、 バッ ク ア ッ プを行ないます。

1. USB ド ラ イブまたは SD カード を ター ミ ナルの適切なス ロ ッ ト に挿入

し ます。

2. コ ン ト ロールパネルで、 Backup & Restore ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク  
し ます。

ヒ ン ト システムイ メ ージを USB ド ラ イブまたは SD カー ド にバッ ク

ア ッ プできます。 ロ ッ クウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンは、 1GB
以上の使用可能スペースのある USB ド ラ イブまたは SD カー

ド を使用する こ と をお奨めし ます。大規模なフ ァ イルシステ

ムを使用するアプ リ ケーシ ョ ンでは、 2GB 以上の使用可能ス

ペースで使用し て く ださい。

表 23 - ネ ッ ト ワークデ ィ スプレ イの高度な設定

設定 説明

Ethernet Network • DHCP 対応または固定 IP ア ド レス

• プ ラ イマ リ およびセカ ンダ リ DNS
• プ ラ イマ リ およびセカ ンダ リ WNS
• 速度および二重設定

USB network USB IP ア ド レス とサブネ ッ ト マスク、ゲー ト ウ ェ イ、DHCP 対応 

IP ア ド レスまたは固定 IP ア ド レス

Network デバイス名

Display • デ ィ スプレ イの輝度

• スク リーンセーバのデ ィ マーのタ イムアウ ト
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3. Backup タブのブラ ウズ ... ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. バッ ク ア ッ プフ ァ イルの保存場所を選択し ます。

• USB ド ラ イブ使用時は USB Storage
• SD カード使用時は Storage Card2
• フ ァ イルを ター ミ ナルにバッ ク ア ッ プする時は保存する フ ォルダ

5. バッ ク ア ッ プフ ァ イルの名前を入力し ます。

バッ ク ア ッ プフ ァ イルは .pvb フ ァ イルタ イプにな り ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。

7. Backup を ク リ ッ ク し てプロセス を開始し ます。

プロ グレ スバーに、 操作のステータ スが表示されます。 バッ ク ア ッ プ

には数分かかる こ と があ り ます。 バッ ク ア ッ プが完了する と、 通知を

受信し ます。

8. OK を ク リ ッ ク し ます。

そのフ ァ イルがすでに存在する場合は、現在のフ ァ イルを上書きする

かど う かを確認する メ ッ セージが表示されます。

9. Exit を ク リ ッ ク し て Backup & Restore ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

ヒ ン ト .pvb フ ァ イルが正常に作成されたこ と を確認するには、My Device 
を ダブルク リ ッ ク し てバ ッ ク ア ッ プの保存場所を選択 し ま

す。 .pvb フ ァ イルが正常に作成されなかった場合は、使用可能

スペースがも っ と大きい USB ド ラ イブまたは SD カー ド を使用

し て く だ さい。

ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンは、 1GB 以上の使用可能ス

ペースのある USB ド ラ イブまたは SD カー ド を使用する こ と を

お奨めし ます。 大規模な フ ァ イルシステムを使用するアプ リ

ケーシ ョ ンでは、2GB 以上の使用可能スペースで使用し て く だ

さい。
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バッ ク ア ッ プイ メ ージの復元

以下の手順に従って、 バ ッ ク ア ッ プ イ メ ージを記憶装置に復元ま たは複製

し て く だ さい。

1. USB ド ラ イブまたは SD カード を保存デバイ スの適切なス ロ ッ ト に挿

入し ます。

2. コ ン ト ロールパネルで、 Back & Restore をダブルク リ ッ ク し ます。

3. Restore タブを ク リ ッ ク し ます。

4. ブラ ウズ (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 復元するバッ ク ア ッ プフ ァ イル

を選択し ます。

5. バッ ク ア ッ プフ ァ イルの場所を選択し ます。

• USB ド ラ イブ使用時は USB Storage

• SD カード使用時は StorageCard2

6. 復元する .pvb バッ ク ア ッ プフ ァ イルを選択し ます。

7. OK を ク リ ッ ク し ます。

8. Restore を ク リ ッ ク し ます。

バッ ク ア ッ プを実行し た と きに Advanced Network and Display Settings    
オプシ ョ ンを選択し た場合は、ネ ッ ト ワークおよびデ ィ スプレ イの高

度な設定が自動的に復元対象に含まれます。
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9. Yes を ク リ ッ ク し て復元を開始し ます。

ター ミ ナルで復元プロセスが開始し ます。 これには数分かか り ます。

復元が正常に完了する と、 ター ミ ナルが再起動し ます。

Display プ ロパテ ィ デス ク ト ッ プの背景画像 と 外観、 バ ッ ク ラ イ ト の輝度、 およびス ク リ ーン

セーバ設定を制御するには、 Display プロパテ ィ を使用し ます。

デスク ト ッ プの背景

Display プロパテ ィ の Background タブで、デス ク ト ッ プの背景ビ ッ ト マ ッ プ

を制御し ます。 デフ ォル ト のビ ッ ト マ ッ プは abclocknight です。

プルダ ウ ン メ ニ ューか ら別の画像を選択する こ と も、 シ ス テム を参照し て

ビ ッ ト マ ッ プ画像を選択する こ と も で き ます。 カ ス タ ム画像は \Windows
フ ォルダ内にあ り ます。

重要 復元中に USB ド ラ イブまたは SD カー ド を取り外し た り、

ター ミ ナルの電源をオフにし ないで く だ さい。 これを行な

う と、 フ ァームウ ェ アが破損する恐れがあ り ます。

復元に失敗し た場合は、 メ ンテナンス メ ニューから ター ミ

ナルを リ セ ッ ト する必要があ り ます。

詳細は、 144 ページの 「メ ンテナンスモー ド での操作」 を 

参照し て く だ さい。
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デスク ト ッ プの外観

Display プロパテ ィ の Appearance タブで、 デス ク ト ッ プおよび他のウ ィ ン ド

ウ要素の表示ス タ イル と色を制御し ます。

日中または夜間での表示のために 2 つのカス タ ム配色と カ ス タ ム画像が用

意されています。 配色を変更する と きは、 Background タブで画像も変更す

る こ と を忘れないで く だ さい。

バッ ク ラ イ ト の輝度

バッ ク ラ イ ト の輝度を 1 ～ 100% の範囲で 10% 単位で調節でき ます。0% に

設定する と、 バッ ク ラ イ ト の明る さは最低にな り ます。

スク リーンセーバ

ス ク リ ーンセーバを使用する と、 デ ィ スプレ イ の寿命が延びます。 ター ミ

ナルが連続し た一定時間ア イ ド ル状態の場合、 ス ク リ ーンセーバがバ ッ ク

ラ イ ト を う す暗 く し、動 く 画像が表示されます。 これを無効にする と、デ ィ

スプレ イの輝度が通常のレベルに戻 り ます。

配色 デスク ト ッ プの色 背景ロゴ

AB Day 青色 abclocknight

AB Night 黒色 ablclockday
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Display プロパテ ィ の Screen Saver タブでは以下の操作を実行でき ます。

• ス ク リ ーンセーバのア イ ド ルタ イ ムア ウ ト を変更し ます。デフ ォル ト

は 10 分です。

ス ク リ ーンセーバがア ク テ ィ ブにな る と、デ ィ マーによ ってバッ ク ラ

イ ト の輝度が制御されます。 デ ィ マーの輝度範囲を 0 ～ 100% で設定

し ます。 デフ ォル ト の輝度は 10% です。 0% に設定する と、 バッ ク ラ

イ ト の明る さは最低にな り ます。

• シ ス テム をブ ラ ウ ズ し て別のス ク リ ーンセーバのビ ッ ト マ ッ プを選

択し ます。 デフ ォル ト のス ク リ ーンセーバは SSFloat.bmp です。 ス ク

リ ーンセーバのビ ッ ト マ ッ プを変更するには、 Add または Remove を

ク リ ッ ク し ます。 システムは \Windows フ ォルダ内のビ ッ ト マ ッ プを

認識し ます。

• Start screen saver after チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク を解除し てス ク   

リ ーンセーバを無効にし ます。

カーソル

Display プロパテ ィ の Advanced タブでは、デ ィ スプレ イ上に表示される カー

ソ ルを有効または無効にする こ と ができ ます。 デフ ォル ト では、 カーソ ル

が表示されます。

画面の回転

Display プロパテ ィ の Advanced タブから、 ター ミ ナルの画面を回転でき ま

す。 デフ ォル ト は 0 度です。

画面の回転を変更し た後、 タ ッ チス

ク リーンをキャ リ ブレーシ ョ ンする

必要があ り ます。

1. USB マウスのプ ラグを ター ミ ナル

に挿入し ます。

2. ター ミ ナルを再起動し ます。

3. マウスを使用し て タ ッ チスク リー

ンをキャ リ ブレーシ ョ ン し ます。

4. キャ リ ブレーシ ョ ンの詳細は、

61 ページの 「タ ッ チスク リーンの

キャ リ ブレーシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。
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ハー ド ウ ェ アモニ タ ハー ド ウ ェ アモニ タは、 ター ミ ナルの継続的な電圧、 温度、 および負荷情

報を提供し ます。

プロセス

Hardware Monitor の Processes タブには、 ター ミ ナルで現在実行中のすべて 

のプロセス と各プロセスの メ モ リ 使用率が表示されます。

システム ・ イベン ト ・ ログ

Hardware Monitor の System Event Log には、 ター ミ ナルでロ グに記録された   

警告、 エラー、 およびイベン ト が表示されます。

こ の ロ グは、 各イベン ト の日付 と タ イ ム ス タ ンプおよびイベン ト について

の説明テキス ト を提供し ます。 このロ グの最大サイ ズは 1MB （約 4,000 個

のレ コード） です。 ロ グが 1MB を超え る と、 最も古い 512K 分の情報が削

除されます。 ロ グフ ァ イルで以下の操作を実行でき ます。

• Export Log を押し て、ロ グフ ァ イルを \Windows フ ォルダ内のCSV フ ァ 

イ ル (*.csv) に エ ク ス ポー ト し ま す。 デ フ ォ ル ト の フ ァ イ ル名は

SystemLog.csv にな り ます。

• Clear Log を押し て、 ロ グからすべてのイベン ト を消去し ます。

• Details を押し て、 選択し た イベン ト の詳細を表示し ます。
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モニ タ

Hardware Monitor の Monitors タブでは、 ター ミ ナルの継続的な電圧、温度、 

および負荷情報を提供し ます。

バッ テ リ電圧

Monitors タブでは、 リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク用のバッ テ リ のステータ スおよ

び電圧の読取 り 値がグ ラ フで表示されます。 バ ッ テ リ 電圧は、 電源投入時

に更新されてから、 1 時間ご と に更新されます。

バ ッ テ リ 電圧が低 く な る かま たは消耗する と、 イベン ト はシ ス テム ・ イベ

ン ト ・ ロ グに記録されます。

温度

Monitors タブでは、 ロ ジ ッ ク ボー ド のステータ スおよび現在温度の読取 り

値がグ ラ フで表示されます。 温度は 10 分ご と に更新されます。

温度センサが故障する と、 イベン ト はシ ス テム ・ イベン ト ・ ロ グに記録さ

れます。

表 24 - バッ テ リの状態

状態 バッ テ リ

Depleted 2.0V 未満はバッ テ リの故障またはバッ テ リ切れを示す。

Low 2.0 ～ 2.74V

Normal 2.75V 以上

表 25 - 温度の状態

状態 ロジ ッ クボー ド

Low –

Normal 25 ～ 94°C (77 ～ 201°F)

High 95°C (203°F) 以上

重要 高温状態にな る と、 自動的に再起動が試行 されま

す。 再起動の試行は、 システムが十分冷却されて通

常動作を再開できるよ う になるまで、無限に続きま

す。 高温状態はシステム ・ イベン ト ・ ログに記録さ

れます。
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ロゴマネージャ ロ ゴマネージ ャ を使用する と、 起動時にスプ ラ ッ シ ュ画面に表示される ロ

ゴ と デフ ォル ト のス ク リ ーンセーバの画像を変更で き ます。 デフ ォル ト の

スプラ ッ シ ュ画面の画像はアレ ン ・ ブラ ド リ ーのロ ゴ (ablogo.bmp) です。

ロ ゴは .bmp、 .jpg、 .gif、 .png 画像の う ちのいずれかです。 90 x 90 のピ ク セル  

数、 16 ビ ッ ト カ ラー画像で、 鮮明な結果が得られます。

新しいロ ゴを適用する前に、 以下の操作を行なえます。

• スプラ ッ シ ュ画面上でロ ゴをプレ ビ ューする。

• スプラ ッ シ ュ画面上の固定領域に合わせて画像のサイ ズを変更する。

以下の手順に従っ て、 新 し い ロ ゴ を ス プ ラ ッ シ ュ 画面お よ びス ク リ ーン

セーバに適用し て く だ さい。

1. コ ン ト ロールパネルの Logo Manager をダブルク リ ッ ク し ます。

Logo Manager が開き、 現在のロ ゴが表示されます。

2. Load を ク リ ッ ク し ます。

3. ロードする新しい画像の場所を選択し ます。

• ター ミ ナルのフ ォルダ。

• Storage Card2 ― SD カード

• USB Storage ― USB ド ラ イブ

4. ロードする画像フ ァ イルを選択し ます。

5. フ ァ イルタ イプが正しいこ と を確認し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し ます。
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新しいロ ゴが Logo Manager ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに表示されます。

7. Preview entire screen ボ ッ ク ス をチェ ッ ク し て、 スプラ ッ シ ュ画面上に  

ロ ゴを表示し ます。

ロ ゴが一部欠けて表示 さ れ る か、 小 さ すぎ る 場合は、 Stretch/shrink
image to fit ボ ッ ク ス をチェ ッ ク し て、 領域内に収ま る よ う にロ ゴのサ  

イ ズを変更し ます。

8. プレ ビ ューし てみて問題がない場合は、 Apply を ク リ ッ ク し ます。

スプ ラ ッ シ ュ画面が更新さ れた こ と がダ イ ア ロ グボ ッ ク スに示 さ れ

ます。 デフ ォル ト のス ク リ ーンセーバであ る ssfloat.bmp は、 新しい画

像と と もに更新されます。

9. OK を ク リ ッ ク し、 Exit を ク リ ッ ク し て Logo Manager を閉じ ます。
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ユーザア カ ウン ト ユーザアカ ウ ン ト を使用する と、 FTP サーバ、 Web サーバ、 およびフ ァ イ

ルサーバ使用時の ク ラ イ アン ト 接続の認証に使用でき る、 NT LAN manager  
(NTLM) ユーザアカ ウ ン ト を設定でき ます。 ユーザアカ ウ ン ト はユーザ名

と パス ワード から構成されます。

以下の手順に従って、 ユーザアカ ウ ン ト を追加し て く だ さい。

1. コ ン ト ロールパネルの User Accounts をダブルク リ ッ ク し ます。

2. User Name フ ィ ール ド内を ク リ ッ ク し て名前を入力し ます。

3. Password フ ィ ール ド 内を ク リ ッ ク し て、 フ ィ ール ド を ク リ ア しパス

ワード を入力し ます。

パス ワード を入力し てい く と、 アステ リ ス ク が表示されます。

4. Confirm pwd フ ィ ール ド にパス ワード を再度入力し ます。

5. Add user を ク リ ッ ク し ます。

6. OK を ク リ ッ ク し て、 新しいユーザアカ ウ ン ト を承認し ます。

新しいユーザ名が リ ス ト に追加されます。

7. さ らにユーザアカ ウ ン ト を追加するには、 手順 1 ～ 6 を繰返し ます。

8. 完了し た ら、 X を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

ヒ ン ト NTLM は、Windows オペレーテ ィ ングシステムでユーザに認証、

完全性、および機密性を提供する、セキュ リ テ ィ の高いプロ

ト コルです。 NTLM は今でも、 Windows 2000、 2002、 および 2003 
のサーバシステムをサポー ト するために含まれています。
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以下の手順に従って、 ユーザアカ ウ ン ト を削除し ます。

1. ユーザ名の リ ス ト から名前を選択し ます。

2. Remove user を ク リ ッ ク し ます。

3. Yes を ク リ ッ ク し て、選択し たユーザアカ ウ ン ト の削除を確定し ます。

ユーザ ・ アカ ウ ン ト ・ リ ス ト は、 リ ス ト から永続的に削除されます。

4. X を ク リ ッ ク し て、 User Account Manager を閉じ ます。

サービ ス Services アプ リ ケーシ ョ ンでは、PanelView Plus 7 Performance プラ ッ ト フ ォー   

ムがサポー ト し ているサーバが表示されます。 各サーバを有効 （開始） ま

たは無効 （停止） でき ます。

各ボタ ンは以下のよ う に色分け されています。

• 緑色は、 サーバが実行中であ り 、 システムの起動時に自動的に起動さ

れる こ と を示し ます。

• 赤色は、 サーバが実行されていないこ と を示し ます。

• 灰色は、 サーバがプ ラ ッ ト フ ォーム上で使用不可であ る こ と を示し

ます。

サーバを有効または無効にするには、 対応する ボ タ ン を押し ます。 ボ タ ン

の色がそれに応じ て変化し ます。

ヒ ン ト U ユーザアカウン ト が削除される と、 FTP サーバ、 Web サーバ、

またはフ ァ イルサーバ構成の認証リ ス ト に入力されている

ユーザが削除されます。
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ネ ッ ト ワー ク
サーバ構成

Network Server Configuration アプ リ ケーシ ョ ンでは、 イーサネ ッ ト ネ ッ ト   

ワーク上の VNC、 FTP、 Web、 Kepware、 およびフ ァ イルサーバのア ク テ ィ

ビテ ィ に対する構成を設定し ます。

VNC サーバ構成

ター ミ ナルでは、 2 つの VNC ク ラ イ アン ト ビ ューアが提供されます。

• Vncviewer.exe はター ミ ナルデス ク ト ッ プの /Windows フ ォルダにあ り

ます。 こ のビ ューアを PanelView Plus 7 ター ミ ナルの接続、 表示、 制  

御用に、 PC に展開でき ます。 詳細は、 以下のセ ク シ ョ ンを参照し て

く だ さい。

– 95 ページの「表示のみの操作でパス ワード を必要とする VNC コネ 

ク シ ョ ン」

– 96 ページの 「操作の表示 と 制御を行な う ために別々のパス ワー ド 

を使用する VNC コネ ク シ ョ ン」

• も う 1 つのビ ューアを ター ミ ナルで使用する と、も う 1 つの PanelView
Plus 7 ター ミ ナルに VNC コネ ク シ ョ ンを確立でき ます。 このビ ュー 

アにア ク セスするには、 Start → Programs → VNC Viewer の順に選択 

し ます。 詳細は、 以下のセ ク シ ョ ンを参照し て く だ さい。

– 98 ページの 「ロ ーカル タ ー ミ ナル と リ モー ト タ ー ミ ナル間での 

VNC コネ ク シ ョ ンの確立」

– 99 ページの 「 リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ンの停止」

– 100 ページの 「 リ モー ト ター ミ ナルへの新しい VNC コネ ク シ ョ ン 

の確立」

– 100 ページの 「ローカルター ミ ナル と リ モー ト ター ミ ナル間での 

フ ァ イル転送」

Network Server Configuration ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの VNC Server タブでは、   

VNC コネ ク シ ョ ンを介し て ター ミ ナルを表示または制御する ための ク ラ イ

アン ト デバイ スの設定を構成し ます。

ヒ ン ト ダイアログボ ッ クスのタ イ ト ルバーで OK を ク リ ッ ク し、 新

し い設定を適用し ます。 すぐにサービスを再起動するかど

うかを確認する メ ッ セージが表示されます。
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表示のみの操作でパスワー ド を必要とする VNC コネクシ ョ ン

デフ ォル ト の VNC 構成では、ター ミ ナルの表示のみア ク セスが有効な状態

で、 パス ワード は不要です。 こ の構成では、 VNC ビ ューアを ター ミ ナルか

ら コ ンピ ュータにコ ピーする必要があ り ます。

以下の手順に従って、 ター ミ ナルデ ィ スプレ イ を表示する ためのパス ワー

ド を要求する VNC コネ ク シ ョ ンを構成し ます。

1. コ ン ト ロールパネルから、 Server Config を ク リ ッ ク し ます。

2. VNC Server タブで、 以下のオプシ ョ ンのチェ ッ ク し ます。

• View only (no remote control)

• Enable security

表 26 - VNC Server パラ メ ータ

VNC パラ メ ータ 説明 デフ ォル ト 値

全般

View Only 
(no remote control)

VNC コネクシ ョ ンを介し た ター ミ ナルデ ィ スプレ イの表示をユーザに許可する場合は、こ

のオプシ ョ ンボ ッ クスをチ ェ ッ クする。

View Only のチ ェ ッ ク を解除する と、ユーザは VNC コネクシ ョ ンを介し て ター ミ ナルデ ィ スプ 

レ イの制御と表示の両方ができる。

セキュ リ テ ィ が無効にな っ ている場合は、ター ミ ナルへの接続時に、ユーザはパスワー ド

の入力を求められない。

表示のみ有効

セキュ リ テ ィ

Enable security ター ミ ナルへの VNC コネクシ ョ ンでパスワー ド保護を必要とする場合は、このオプシ ョ ン

ボ ッ ク スをチ ェ ッ クする。つま り、ユーザは、タ ー ミ ナルデ ィ スプ レ イ を表示または制御

する前に有効なパスワー ド を入力する必要がある。

セキュ リ テ ィ を有効に し ている場合は、以下のいずれかのパラ メ ー タ と し てパスワー ド

を指定する必要がある。

• Password - 操作の制御と表示を行な う場合

• View-only password - 操作の表示のみを行な う場合

無効（チ ェ ッ ク解除）

Password ター ミ ナルデ ィ スプレ イの制御のためのVNC コネクシ ョ ンを確立する と きにユーザが入力

する必要があるパスワー ド を指定する。ボ ッ ク スをチ ェ ッ ク し てから、ダイ アログボ ッ ク

スの下部にある フ ィ ールド にパスワー ド を入力する。このパスワー ドは最大 7 文字。

パスワー ド保護は、以下の場合にター ミ ナルデ ィ スプレ イの制御で必要と される。

• View Only のボ ッ クスのチ ェ ッ ク を解除し ている （制御アクセスを許可する）。

• セキュ リ テ ィ が有効になっている。

パスワー ド な し

View-only password ター ミ ナルデ ィ スプレ イの表示のためのVNC コネクシ ョ ンを確立する と きにユーザが入力

する必要があるパスワー ド を指定する。ボ ッ ク スをチ ェ ッ ク し てから、ダイ アログボ ッ ク

スの下部にある フ ィ ールド にパスワー ド を入力する。このパスワー ドは最大 7 文字。

ヒ ン ト ：View Only パラ メ ータのボ ッ クスのチ ェ ッ ク を解除し ている場合は、ター ミ ナルへの 

制御ア ク セス と表示ア ク セスを持つこ と になる。制御ア ク セスが有効な状態においては、

View-only password を指定する こ と で、1 人以上のユーザを表示のみのア クセスに制限できる。

表示のみのパスワー ド 保護は、セキュ リ テ ィ が有効にな っ ている場合に タ ー ミ ナルデ ィ

スプレ イの表示で必要です。

• View Only のボ ッ クスをチ ェ ッ ク またはチ ェ ッ ク解除し ている。

• セキュ リ テ ィ が有効になっている。

パスワー ド な し

ヒ ン ト ター ミ ナルの /Windows フ ォルダにある vncviewer.exe をご使用

のコ ンピ ュータにコ ピーし て、 TightVNC ソ フ ト ウ ェ アを イ ン

ス ト ールし て く だ さい。
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3. View-only password を選択し、 表示されたフ ィ ール ド に 7 文字のパス 
ワード を入力し ます。

4. OK を ク リ ッ ク し、 新しい設定を適用する よ う 表示された ら、 サーバ
を再起動し ます。

以下の手順に従って、ター ミ ナルの操作を表示する ための VNC コネ ク シ ョ

ンを起動し て く だ さい。

1. ご使用のコ ンピ ュータで、Start → Programs → TightVNC → TightVNC
Viewer の順に選択し ます。

2. ご使用のター ミ ナルの IP ア ド レスを入力し、Connect を ク リ ッ ク し ます。

3. ター ミ ナルで定義された View-only password を入力し、 OK を ク リ ッ 
ク し ます。

PanelView VNC Server が開き、 デス ク ト ッ プ上のター ミ ナルの現在の  

状況が表示されます。 ユーザはター ミ ナルの操作を表示でき ますが、

制御する こ と はでき ません。

4. 完了し た ら、 PanelView VNC Server を終了し ます。

操作の表示と制御を行な う ために別々のパスワー ド を使用する VNC
コネクシ ョ ン

操作の表示のみ と 制御を行な う ために別々のパス ワー ド を必要 と する よ う

に VNC サーバを構成でき ます。 こ の例では、 ター ミ ナルに接続する コ ン

ピ ュータに導入されている VNC ビ ューアを使用し ます。

以下の手順に従っ て、 操作の表示のみ と 制御を行な う ための別々のパ ス

ワード を必要 とする よ う に VNC サーバを構成し て く だ さい。

1. コ ン ト ロールパネルから、 Server Config を ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト システム ト レ イにあるネ ッ ト ワーク接続ア イ コ ン を
ク リ ッ ク し て、ター ミ ナルの IP ア ド レスを表示し ます。

ヒ ン ト ター ミ ナルの /Windows フ ォルダにある vncviewer.exe をご使用

のコ ンピ ュータにコ ピーし て、 TightVNC ソ フ ト ウ ェ アを イ ン

ス ト ールし て く だ さい。
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2. VNC Server タブで、 以下の操作を行ないます。

• View only (no remote control) のボ ッ ク スのチェ ッ ク を解除し ます。

• Enable security のボ ッ ク ス をチェ ッ ク し ます。

3. Password を選択し て、 制御権限用のパス ワー ド を入力し ます。

パス ワード は最大 7 文字です。

4. View-only password を選択し て、 表示のみの権限用のパス ワード を入 

力し ます。

5. OK を ク リ ッ ク し、 新しい設定を適用する よ う 表示された ら、 サービ

ス を再起動し ます。

以下の手順に従って、 ター ミ ナルの制御を有効にする ための VNC コ ネ ク

シ ョ ンを起動し て く だ さい。

1. ご使用のコ ンピ ュータで、Start → Programs → TightVNC → TightVNC
Viewer の順に選択し ます。

2. Options を ク リ ッ ク し ます。

3. View only のボ ッ ク スのチェ ッ ク を解除し ます （入力は無視される）。

ヒ ン ト 操作の表示のみを行な う ためのパスワー ド を必要と

する VNC コネク シ ョ ンを コ ンピ ュータから起動するに

は、 95 ページの 「表示のみの操作でパスワー ド を必要 

とする VNC コネク シ ョ ン」 を参照し て手順 1 ～ 4 を実

行し ます。
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4. OK を ク リ ッ ク し ます。

5. ご使用のター ミ ナルの IP ア ド レ ス を入力し、 Connect を ク リ ッ ク し
ます。

Standard VNC Authentication ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

6. ター ミ ナルで定義された control password を入力し、 OK を ク リ ッ ク し 
ます。

7. コ ンピ ュータで、 い く つかの操作を実行し て、 ター ミ ナルを制御でき
ている こ と を確認し ます。

8. 完了し た ら、 PanelView VNC Server を終了し ます。

ローカルター ミ ナルと リ モー ト ター ミ ナル間での VNC コネクシ ョ ン

の確立

以下の手順に従っ て、 ロ ーカル タ ー ミ ナルか ら リ モー ト タ ー ミ ナルへの

VNC コネ ク シ ョ ンを確立し て く だ さい。

1. ローカルター ミ ナルの Windows デス ク ト ッ プにア ク セス し ます。

2. ローカルター ミ ナルの（ビ ューア）デス ク ト ッ プで、Start → Programs → 

VNC Viewer の順に選択し ます。

3. 接続する リ モー ト ター ミ ナルの IP ア ド レ ス を入力し、 Connect を ク

リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト システム ト レ イにあるネ ッ ト ワーク接続ア イ コ ン を ク

リ ッ ク し て、 ター ミ ナルの IP ア ド レスを表示し ます。

ヒ ン ト プルダウン メ ニューから IP ア ド レスを選択するか、 ま

たは USB キーボー ド またはソ フ ト 入力パネル （80 ページ 

の 「ソ フ ト 入力パネル」 参照） を使用し て IP ア ド レスを 

入力し ます。
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コ ネ ク シ ョ ンの確立中にス テータ ス メ ッ セージが表示 さ れます。 ス

テータ スが変わる たびに メ ッ セージが変わ り ます。

コネ ク シ ョ ンが確立された後、 リ モー ト ター ミ ナルのデス ク ト ッ プの

ロード中に、 「Please wait - initial screen loading」 と い う メ ッ セージ も表     

示されます。

画面がロード された後、 ローカルター ミ ナルに、 リ モー ト ター ミ ナル

のデス ク ト ッ プが表示されます。 これで、 リ モー ト ター ミ ナルの機能

にア ク セスでき ます。

リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネクシ ョ ンの停止

以下の手順に従っ て、 ロ ーカル タ ー ミ ナルか ら リ モー ト タ ー ミ ナルへの

VNC コネ ク シ ョ ンを閉じ て く だ さい。

1. ローカルター ミ ナルから リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ン

を確立し ます （98 ページ参照）。

2. ローカルター ミ ナルで、 PanelView VNC Server を右ク リ ッ ク し ます。
3.

ヒ ン ト 右ク リ ッ クの場合は、 1 秒以上スク リーンを タ ッ チ し

ます。

白の点線はリ モー ト ター ミ ナルを示し ますが、 参考用です （実際は、 ローカルター ミ

ナルに点線は表示されない）。

Start ボタ ンが 2 つある こ とに注意し て く だ さい。 白の丸で囲んだものはリ モー ト ター

ミ ナルで、 黒の丸で囲んだものはローカルター ミ ナルです。

リ モー ト  

ター ミ ナル

ローカル 

ター ミ ナル
Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015 99



第 4 章   Windows オペレーテ ィ ングシステム
4. Close を ク リ ッ ク し ます。

リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ンが閉じ ます。

リ モー ト ター ミ ナルへの新しい VNC コネクシ ョ ンの確立

以下の手順に従って、別のター ミ ナルへの新しい VNC コネ ク シ ョ ンを作成

し て く だ さい。

1. ローカルター ミ ナルから リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ン

を確立し ます （98 ページ参照）。

2. メ ニ ューバーで New connection ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 接続する新しい リ モー ト ター ミ ナルの IP ア ド レ ス を入力し、Connect
を ク リ ッ ク し ます。

ローカルター ミ ナルで新しいター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ンが作

成されます。

ローカルター ミ ナルと リ モー ト ター ミ ナル間でのフ ァ イル転送

TightVNC File Transfer ダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、 以下の作業を行な う こ と  

ができ ます。

• 接続された ター ミ ナル間でフ ァ イル と フ ォルダを転送する。

• 選択されたフ ァ イルまたはフ ォルダの名前を変更する。

• フ ォルダを作成する。

• 選択されたフ ァ イルまたはフ ォルダを削除する。

以下の手順に従って、 ローカルター ミ ナル と リ モー ト ター ミ ナル間でフ ァ

イルを転送し て く ださ い。

1. ローカルター ミ ナルから リ モー ト ター ミ ナルへの VNC コネ ク シ ョ ン

を確立し ます （98 ページ参照）。

2. メ ニ ューバーで Transfer files ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 転送する フ ォルダまたはフ ァ イルを選択し ます。

ヒ ン ト リ モ ー ト タ ー ミ ナ ル （サーバ） と ロ ー カ ル タ ー ミ ナ ル

（ビ ューア） との表示を切換えるには、 PanelView VNC Server を  

ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト プルダウン メ ニューから IP ア ド レスを選択するか、ま

た は USB キ ー ボ ー ド ま た は ロ ー カ ル タ ー ミ ナ ル  

（ビ ューア） のソ フ ト 入力パネル （80 ページの 「ソ フ 

ト 入力パネル」 参照） を使用し て IP ア ド レスを入力

し ます。
100 Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015



Windows オペレーテ ィ ングシステム   第 4 章     
4. ア ッ プロード (>>) フ ァ イルア イ コ ン またはダウ ン ロード (<<) フ ァ イ

ルア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. Yes を ク リ ッ ク し ます。

6. Refresh を ク リ ッ ク し て変更を表示し ます （必要に応じ て）。

Web サーバ構成

Network Server Configuration ア プ リ ケ ーシ ョ ン の Web Server タ ブ では、   

HTTP Web ア ク テ ィ ビ テ ィ 用の設定を構成 し ます。 こ れ ら は、 Microsoft 
Windows CE の標準パラ メ ータです。

ヒ ン ト ダイアログボ ッ クスのタ イ ト ルバーで OK を ク リ ッ ク し、 新

し い設定を適用し ます。 すぐにサービスを再起動するかど

うかを確認する メ ッ セージが表示されます。

選択されたフ ァ イルを リ モー ト

ター ミ ナルから ローカルター ミ

ナルにダウンロー ド し ます。

選択されたフ ァ イルをローカル 

ター ミ ナルから リ モー ト ター ミ ナル

にア ッ プロー ド し ます。

現在のデ ィ レ ク ト リ レベルを

示し ます。

矢印をダブルク リ ッ クする と、 デ ィ レ

ク ト リ レベルが 1 つ上に移動し ます。

現在の VNC セ ッ シ ョ ン

でのア クシ ョ ン と エ

ラーを記録する メ ッ

セージ フ ィ ールド。

Rename = ダイアログボ ッ クスを開いて、 そこで選択されたフ ァ イ

ルまたはフ ォルダの名前を変更できる。

Mkdir = 新しいフ ォルダを作成できるよ う にする。

Remove = 選択されたフ ァ イルまたはフ ォルダを削除する。

Refresh = 表示を更新する。
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FTP サーバ構成

Network Server Configuration の FTP Server タブでは、 ネ ッ ト ワーク上での   

フ ァ イル交換用の設定を定義し ます。 これらは、 Microsoft Windows CE の  

標準パラ メ ータです。

デフ ォル ト の FTP 構成では、 すべてのユーザが、 匿名でロ グ イ ン し て FTP
デフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ (\Temp)から フ ァ イルをダウ ン ロード する こ と によ

り 、 ター ミ ナルへの FTP コネ ク シ ョ ンを確立する こ と ができ ます。

表 27 - Web サーバパラ メ ータ

パラ メ ータ 説明 デフ ォル ト 値

Admin Users Web ア ク テ ィ ビ テ ィ の管理が許可 さ れて い る 

ユーザのリ ス ト を指定する。

ボ ッ ク スがチ ェ ッ ク されている場合は、ダ イ ア

ログボ ッ ク スの下部に表示 さ れる フ ィ ール ド

に、ユーザ名のリ ス ト をセ ミ コ ロン (;) で区切っ

て入力する。

ADMIN

Basic Authentication Web サーバへのア クセスでユーザ名とパスワー

ド を必要と する場合は、このオプシ ョ ンボ ッ ク

スのチ ェ ッ ク を解除する。

無効（チ ェ ッ ク解除）

Default Web Page ユーザがア ク セス を許可 さ れるデ フ ォ ル ト の

Web ページを指定する。

default.htm; index.htm

Allow Directory Browsing Web サーバ上のデ ィ レ ク ト リ をユーザが参照す

る こ と を許可する場合は、このオプシ ョ ンボ ッ

クスをチ ェ ッ クする。

無効（チ ェ ッ ク解除）

Max Connections 着信 Web コネクシ ョ ンの最大数を指定する。 256

Log File Directory ログ フ ァ イルの格納先のパスを指定する。この

フ ァ イルにはWebアク テ ィ ビテ ィ が記録される。

\windows\www

Max Log Size ログ・フ ァ イル・デ ィ レ ク ト リ に格納されるログ

フ ァ イルの最大サイズを指定する。

現在のログ フ ァ イルが最大サイズに達する と、

ログフ ァ イルが新規作成される。

32768 バイ ト

NTLM Authentication Web サーバへのア クセスで有効なユーザ名とパ

スワー ド を必要と する場合は、このオプシ ョ ン

ボ ッ クスをチ ェ ッ クする。

NTLM Authentication が有効に な っ て い る 場合は、 

Admin Users フ ィ ールド に有効なユーザ名を入力す 

る必要がある。

NTLM ユーザアカウン ト は、コ ン ト ロールパネル

の User Account Manager で定義される。

有効（チ ェ ッ ク）

ヒ ン ト ダイアログボ ッ クスのタ イ ト ルバーで OK を ク リ ッ ク し、 新

し い設定を適用し ます。 すぐにサービスを再起動するかど

うかを確認する メ ッ セージが表示されます。
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FTP 匿名ログイ ン と ア ッ プロー ド

デフ ォル ト の FTP security オプシ ョ ンでは、ター ミ ナルに匿名でロ グ イ ンで 

き、 ご使用のコ ンピ ュータ と ター ミ ナルのデフ ォル ト の FTP フ ォルダの間

でフ ァ イルを コ ピーでき ます。

表 28 - FTP Server パラ メ ータ

FTP パラ メ ータ 説明 デフ ォル ト 値

全般

Default Directory フ ァ イルを転送するためのター ミ ナルのフ ァ イルの格納場所を指定する。

ユーザが最初に FTP サーバに接続する と きにア クセスするデ ィ レ ク ト リ。

\Temp\

Idle Timeout データの転送中に非ア ク テ ィ ブな状態の制御コネ ク シ ョ ン を閉じ るまでのア イ ド ル期

間を指定する。FTP セ ッ シ ョ ンでは、フ ァ イルの転送中に 1 つの制御コネクシ ョ ン と 1 つ

のデータ コネクシ ョ ンが必要と される。

タ イムアウ ト を設定し ない と、対応する ク ラ イ アン ト が制御コ ネ ク シ ョ ン を閉じ ずに

ク ラ ッ シュ し た場合に FTP サーバプロセスがいつまでも待ち状態のまま放置される可能

性がある。

300 秒（5 分）

Debug Output Channels デバッ グ出力チャネルの数を指定する。 2

Debug Output Mask デバッ グで使用される出力マスクのポー ト 番号を指定する。 23

Base Directory FTP ログフ ァ イルと他のサポー ト フ ァ イルの格納先のパスを指定する。 \Windows

Log Size FTP ア ク テ ィ ビテ ィ を記録する フ ァ イルの最大サイズを指定する。ログフ ァ イルはベー

スデ ィ レ ク ト リ に格納される。

現在のログフ ァ イルが最大サイズに達する と、ログフ ァ イルが新規作成される。

4096 バイ ト

Security パラ メ ータ

Use Authentication FTP サーバへのア クセスで有効な NTLM ユーザ名とパスワー ド を必要とする場合は、この

オプシ ョ ンボ ッ クスをチ ェ ッ クする。

認証が有効になっている場合は、User List フ ィ ールド に 1 つ以上の有効なユーザ名を入力 

する必要がある。

NTLM ユーザアカウン ト は、コ ン ト ロールパネルの User Account Manager で定義される。

有効（チ ェ ッ ク）

Allow Anonymous Logins すべてのユーザに、FTP サーバへの接続を許可する場合は、このオプシ ョ ンボ ッ ク スを

チ ェ ッ クする。匿名ログイ ンでは、ユーザ名とパスワー ドは必要と されない。

有効（チ ェ ッ ク）

Allow Anonymous Uploads 匿名でログイ ン し ているユーザがフ ァ イルを FTP サーバ（またはデフ ォル ト デ ィ レ ク ト

リ）にア ッ プロー ド する（書込む ) こ と を許可する場合は、このオプシ ョ ンをオンにする。

オ フの場合、匿名で ログ イ ン し ているユーザは、サーバから フ ァ イルを ダウン ロー ド

（コ ピー）できる。

無効（チ ェ ッ ク解除）

Allow Anonymous VRoots 匿名でログイ ン し ているユーザが仮想ルー ト にア ク セスする こ と を許可する場合は、

このオプシ ョ ンボ ッ クスをチ ェ ッ クする。

無効（チ ェ ッ ク解除）

User List FTP サーバにア クセス し てデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ との間でフ ァ イルを交換する こ と を

許可される NTLM ユーザを指定する。

ボ ッ ク スがチ ェ ッ ク さ れて い る 場合は、ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの下部に表示 さ れ る

フ ィ ールド に、NTLM ユーザ名のリ ス ト をセ ミ コ ロン (;) で区切って入力でき る。ユーザ名

とパスワー ドは、コ ン ト ロールパネルの User Account Manager で定義される。

な し

ヒ ン ト Allow Anonymous Uploads をオフに し ている場合、 ター ミ ナルの  

デフ ォル ト FTP フ ォルダから フ ァ イルを コ ピーする こ とはで

きて も、 そのフ ォルダへフ ァ イルを コ ピーする こ とはでき

ません。
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以下の手順に従って、 匿名ロ グ イ ン と FTP フ ォルダ と の間でのフ ァ イル転

送を使用し て、 ター ミ ナルへの FTP コネ ク シ ョ ンを確立し て く だ さい。

1. ご使用のコ ンピ ュータで、Web ブラ ウザまたは任意のフ ォルダを開き

ます。

2. システム ト レ イにあ る Network Connection ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 

ター ミ ナルの IP ア ド レ ス を決定し ます。

3. ア ド レ ス フ ィ ール ド にター ミ ナルの IP ア ド レ ス を入力し ます。

ター ミ ナルの FTP デフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ であ る \Temp フ ォルダに

対し て コネ ク シ ョ ンが確立し ます。 このター ミ ナルには 2 つのフ ァ イ

ルが表示されます。

Web ブラ ウザから FTP コネ ク シ ョ ンを起動する場合、 表示は以下のよ う に

な り ます。

フ ォルダビ ューを表示するには、 Page プルダ ウ ン メ ニ ューから、 Windows
Explorer で Open FTP site を選択し ます。

4. コ ン ピ ュータ と ター ミ ナルの FTP フ ォルダ間でフ ァ イ ルを転送し

ます。

• フ ァ イルを FTP フ ォルダから コ ンピ ュータへド ラ ッ グ またはコ

ピーし ます。

• フ ァ イルを コ ン ピ ュータから FTP フ ォルダへド ラ ッ グ またはコ

ピーし ます。

例 IP ア ド レスの構文には、 ftp://ipaddress_of_the_terminal を使

用し ます。

例えば、 ftp://192.168.124.96 です。
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ユーザ認証を必要とする FTP コネクシ ョ ン

FTP コネ ク シ ョ ンを確立する前に、 ユーザ名 と パス ワード を要求する こ と

ができ ます。 FTP Server タブで、 Use Authentication ボ ッ ク ス をチェ ッ ク し  

ます。User List を選択し、 タブの下部で開いている フ ィ ール ド に有効なユー 

ザ名を入力し ます。

以下の手順に従って、 最初に有効なユーザ名 と パス ワー ド を入力する こ と

で、 ター ミ ナルへの FTP コネ ク シ ョ ンを確立し て く ださ い。

1. ご使用のコ ンピ ュータで、 任意のフ ォルダまたは Web ブラ ウザを開

き ます。

2. システム ト レ イにあ る Network Connection ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 

ター ミ ナルの IP ア ド レ ス を決定し ます。

3. Windows Explorer のア ド レ ス フ ィ ール ド にター ミ ナルの IP ア ド レ ス 

を入力し ます。

4. FTP Folder Error ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示される場合は、 OK を ク  

リ ッ ク し ます。

5. File メ ニューから Login As を選択し ます。

ヒ ン ト ユーザ名とパスワー ドは、コ ン ト ロールパネルの User Accounts 
アプ リ ケーシ ョ ンで設定し ます。詳細は、92 ページの 「ユー 

ザアカウン ト 」 を参照し て く だ さい。

例 IP ア ド レスの構文には、 ftp://ipaddress_of_the_terminal を使

用し ます。

例えば、 ftp://192.168.124.96 です。

ヒ ン ト ユーザ名は FTP 構成の User List に含まれている必要があ 

り、 User Accounts アプ リ ケーシ ョ ンで有効なアカウン ト  

と し て事前に設定済みでなければな り ません。
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6. 有効なユーザ名と パス ワード を入力し、 Log On を ク リ ッ ク し ます。

ター ミ ナル上のデフ ォル ト FTP デ ィ レ ク ト リ が開き ます。 このフ ォ

ルダ と の間でフ ァ イルを転送でき ます。

フ ァ イルサーバ

Network Server Configuration の File Server タブでは、 ネ ッ ト ワーク上のコ ン   

ピ ュータ間でフ ァ イル、 プ リ ン タ、 シ リ アルポー ト 、 および各種通信への

共有ア ク セス を可能にする ための設定を指定し ます。 これらは、 Microsoft
Windows CE の標準パラ メ ータです。

ヒ ン ト ダイアログボ ッ クスのタ イ ト ルバーで OK を ク リ ッ ク し、 新

し い設定を適用し ます。 すぐにサービスを再起動するかど

うかを確認する メ ッ セージが表示されます。

表 29 - フ ァ イルサーバ構成

パラ メ ータ 説明 デフ ォル ト 値

全般

Adapter List 有効なアダプ タのリ ス ト を示す。 *（すべての 

アダプ タ）

Max Printer Swap Size プ リ ン タ のスワ ッ プ フ ァ イルの最大サイ ズを指定

する。

4096 バイ ト

Security オプシ ョ ン

Use Authentication フ ァ イルサーバへのア クセスで有効な NTLMユーザ名

とパスワー ド を必要と する場合は、このオプシ ョ ン

ボ ッ クスをチ ェ ッ クする。

認証が有効にな っ ている場合は、User List フ ィ ール ド 

に1つ以上の有効なユーザ名を入力する必要がある。

NTLM ユーザアカウン ト は、コ ン ト ロールパネルのUser
Account Manager で定義される。

無効 

（チ ェ ッ ク解除）

User List フ ァ イルサーバへのア ク セス を許可 さ れている有

効な NTLM ユーザのリ ス ト を指定する。

ボ ッ ク スがチ ェ ッ ク されている場合は、ダ イ アログ

ボ ッ ク スの下部に表示 さ れ る フ ィ ール ド に、NTLM
ユーザ名のリ ス ト をセ ミ コ ロン (;) で区切って入力で

き る。ユーザ名 と パスワー ド は、コ ン ト ロールパネ

ルの User Account Manager で定義される。

な し
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KEPServer 構成

Network Server Configuration の Kepware Server タブでは、 接続されたデバイ   

ス用の Kepware 通信 ド ラ イバを選択でき ます。

シス テム情報 System Information アプ リ ケーシ ョ ンは、 ご使用のター ミ ナルに関する シス 

テム全体のプロパテ ィ を表示および設定でき る タブを備えています。

全般情報

System Information の General タブには、Windows CE オペレーテ ィ ングシス  

テムの現在のバージ ョ ン、 プ ロ セ ッ サの タ イ プ、 速度、 および使用可能な

メ モ リ が表示されます。

ヒ ン ト KepWare ド ラ イバの全リ ス ト については、 

http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にア クセス し、 

ナレ ッ ジベースで 「KepWare Drivers for PanelView Plus」 とい う 

キーワー ド を入力し て検索し て く だ さい。

重要 タ イ ト ルバーで OK を ク リ ッ ク し、新しい設定を適用し ます。

すぐにサービスを再起動するかど う かを確認する メ ッ セー

ジが表示されます。 ユーザはさ らに、 タ ー ミ ナルを再起動

する必要もあ り ます。
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ス ター ト ア ッ プオプシ ョ ン

System Information の Startup Options タブでは、 以下のス ター ト ア ッ プオプ  

シ ョ ンを設定でき ます。

• バッ テ リ の警告を表示または非表示にする。

• ター ミ ナルをオープン またはク ローズ ド と し て起動する。

• イーサネ ッ ト ポー ト を DLR、ス ター、または リ ニア ト ポロ ジ向けに構

成する。

• セーフモード を無効 / 有効する。

• システム ・ ウ ォ ッチ ド ッ グ ・ エラーを表示または非表示にする。

バッ テ リの警告

バ ッ テ リ が電力低下し ている か、 検出さ れな

いか、 消耗し てい る場合は、 ター ミ ナルが起

動する たびに警告が表示されます。

バ ッ テ リ の取扱いに関し て 3 つのオプ

シ ョ ンが用意されています。

ヒ ン ト • 日付 と 時刻の精度が重要 で な い場合、

タ ー ミ ナルはバ ッ テ リ な し で も操作でき

ます。

• バ ッ テ リ を交換する と き、 デス ク ト ッ プ

のコ ン ト ロールパネルまたはFactoryTalk View 
ME Station のタ ー ミ ナル設定から システム 

の日付と時刻の精度を確認できます。

バッ テ リ警告のス ター ト ア ッ プ 
オプシ ョ ン

説明

Always show at startup (continue with startup) 起動時に、FactoryTalk View ME Station ソ フ ト ウ ェ アがバッ ク   

グラウン ド で実行されている状態でバッ テ リの警告を

表示する。これがデフ ォル ト 値。

Always show at startup (halt startup) 起動時にバ ッ テ リ の警告 を表示す るが、起動ま たは

ブー ト プロセスは、OK を押すまで停止する。

Never show at startup 起動時にバッ テ リの警告を非表示にする。
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ス ター ト ア ッ プオプシ ョ ン

Shell オプシ ョ ン を使用する と、 起動時にオープンデス ク ト ッ プま たは ク

ローズ ド デス ク ト ッ プを起動し た り 、 ボ タ ン コ ン ト ロールの外観を設定し

た り でき ます。

ブー ト オプシ ョ ン

Boot オプシ ョ ンは、 起動時にセーフモード に入る こ と を可能にし ます。

イーサネ ッ ト ポー ト の構成

「Network (On-board Embedded Ethernet Switch - DLR)」では、そのネ ッ ト ワー    

ク ト ポ ロ ジに対する ター ミ ナルのオンボー ド ・ イーサネ ッ ト ・ ス イ ッ チを

構成す る オプシ ョ ンがあ り ます。 タ ー ミ ナル メ ニ ュ ーか ら イ ーサネ ッ ト

ポー ト を構成する こ と も でき ます。 54 ページの 「イーサネ ッ ト ポー ト の構 

成」 を参照し て く ださ い。

シ ェル起動 
オプシ ョ ン

説明

Type 起動時に タ ー ミ ナルをオープ ンシステムまたはク ローズ ド システ

ムと し て起動する。

• (Open system) – 起動時に Windows CE デスク ト ッ プを起動する。

• (Closed system) （デフ ォル ト ） - 起動時に FactoryTalk View ME Station の構成    

モー ド を開始する。

また、Terminal Settings → Desktop Access Setup の順に押し て、FactoryTalk View ME     
Station の構成モー ド内でデスク ト ッ プへのア クセスを許可または制

限する こ と も でき る。44 ページの「デス ク ト ッ プア クセス」を参照し 

て く だ さい。

User Interface Button Controls 起動時のコ ン ト ロールボタ ンの外観を設定する。

• Windows XP Style （デフ ォル ト ）
• Windows 95 Style

セーフモー ドの 
オプシ ョ ン

説明

Do not detect safe mode 
request at startup

起動時にセーフモードの検出を無効にする。これがデフ ォル ト 値。

Detect safe mode request at 
startup

起動中に タ ー ミ ナルデ ィ スプ レ イの左下隅に小さ な白いボ ッ ク ス

を表示する。この白いボ ッ ク ス を押 し 続ける と セー フ モー ド に入

る。これによ り、ロー ド された FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンを介  

さ ずに直接、構成モー ド に入る こ とがで き る。白いボ ッ ク ス を押さ

ないと、システムは通常に起動する。

メ ンテナンスモー ド にア クセスする こ と で、セーフ モー ド に入る こ

と も で き る。144 ページの「メ ン テナン スモー ド での操作」を参照 し 

て く だ さい。
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選択を変更し た後、 ター ミ ナルを再起動し て変更を有効にし ます。

ウォ ッ チ ド ッ グエラー

起動時にウ ォ ッ チ ド ッ グエ ラーを表示または非表示にでき ます。

高度な診断

Advanced Diagnostics は、 システムのエラーを診断し て解決する ための技術 

サポー ト で使用される も ので、 通常のプロ ダ ク シ ョ ン環境で使用する ため

のものではあ り ません。

ポー ト （リ ン ク） 構成 説明

Port 1 (Link 1) and Port 2 (Link 2) Enabled DLR 構成で、リ ン ク 1 と リ ン ク 2 のイーサネ ッ ト 接続を有効

にする。

Port 1 (Link 1) Only Enabled ス ターまたはリ ニア構成で、リ ン ク 1 のイーサネ ッ ト 接続

を有効にする。

Port 2 (Link 2) Only Enabled ス ターまたはリ ニア構成で、リ ン ク 2 のイーサネ ッ ト 接続

を有効にする。

ウォ ッ チ ド ッ グ ・ エラー ・ 
オプシ ョ ン

説明

Always show watchdog errors at startup 起動時に重大なウォ ッ チ ド ッグエラー（エラー02）を表示し、

通常のブー ト プロセスを停止する。これがデフ ォル ト 値。

シ ス テ ムか ら メ ン テ ナ ン ス ウ ィ ン ド ウが起動 さ れ て、

ウォ ッ チ ド ッ グエ ラーが表示される。ユーザはこのウ ィ ン

ド ウか ら ブ ー ト 処理を続行で き る。詳細は、144 ページの 

「メ ンテナンスモー ド での操作」を参照し て く だ さい。

エラーはシステム・イベン ト ・ログに記録される。

Never show watchdog errors at startup 起動時にエ ラ ーを非表示に し、エ ラ ーを システム・イ ベン

ト ・ログに記録する。
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デバイス名

System Information の Device Name タブでは、 デバイ ス名とデバイ スの説明  

を指定する こ と で、 ネ ッ ト ワーク上の他のデバイ スに対し てユーザの ター

ミ ナルを識別し ます。

タ ッ チ 
プ ロパテ ィ

Touch プロパテ ィ は、タ ッ チス ク リ ーンを備えた機器でのみア ク セスでき ま

す。 こ のプ ロパテ ィ で、 タ ッ チス ク リ ーンのキ ャ リ ブレーシ ョ ン と タ ッ チ

ス ク リ ーンのタ ッ プ感度を設定でき ます。

キャ リ ブレーシ ョ ン

Calibration タブでは、タ ッ プし て もデバイ スが適正に応答し ない場合にタ ッ

チス ク リ ーン を再調整で き ます。 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの手順に従って、 再

調整を行なって く ださ い。

ダブルタ ッ プ

Double-Tap タブでは、 タ ッチス ク リ ーンのダブルタ ッ プ感度の設定 と テス

ト を実施でき ます。

ヒ ン ト デバイス名は固有のものでなければな り ません。 重複する

名前を指定する と、 競合状態にな り、 ネ ッ ト ワーク問題が

発生し ます。
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PDF リ ーダ PDF リ ーダには、 一般的な表示機能と検索機能があ り ます。 Windows デス

ク ト ッ プまたはコマン ド プロ ンプ ト から、 PDF リ ーダを実行でき ます。

PDF ド キ ュ メ ン ト を表示する と きは、 メ ニ ューまたはツールバーから機能

を開始でき ます。 オ リ ジナルの PDF で作成された 「しお り 」 がしお り に表

示されます。

図 8 - PDF リーダのワークスペース

タ ッ チ ・ ス ク リ ーン ・ ター ミ ナルではタ ッ チまたは ド ラ ッ グに よ って一部

の表示機能を開始でき ます。

3/32

ページ

移動 ズーム
回転

検索

しお り
ページナビゲーシ ョ ン

スラ イ ドバー開 く

現在のページ

ミ ニマ ッ プ付きの、 ページの拡大

ビ ュー。 ミ ニマ ッ プ上の灰色の領域

を タ ッ プする と、 ページの別の領域

を同じズームレベルで表示できる。

前のページに移動 / 
次のページに移動

表 30 - タ ッ チスク リーンでの操作

機能 操作 イ ンジケータ

ズームイ ンまた

はズームアウ ト

ズームイ ンを行な う には画面を 1 回タ ッ プする。 

ズームアウ ト を行な う には画面を も う 1 回タ ッ プする。

Menu → View → Minimap の順に選択する と、ワークスペースの右下

にページの縮小ビ ューが表示される。灰色の領域を タ ッ プ し て

ビ ューを変更できる。

ページの移動 • 次のページまたは前のページを表示するには、 ス タ イ ラスま

たは指を右方向 / 左方向に ド ラ ッ グする。 

イ ンジケータによ って、ド ラ ッ グし ている方向が表示される。

ボ ッ クスに、 現在のページ / 総ページ数が表示される。

• 画面を上方向 /下方向に ド ラ ッ グし て、右側にあるページ移動

バーをアク テ ィ ブにする。

ページ移動を行な う には、 スラ イ ドバーを上方向または下方
向に動かす。

図 8のページ移 

動バーを参照。

回転 ページ を回転させるには、時計回 り または反時計回 り の回転方

向に ド ラ ッ グする。

3/32
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コマン ド ・ プロンプ ト ・ パラ メ ータ

PDF リ ーダを Windows コ マン ド プ ロ ンプ ト か ら実行する には、 Start →

Programs → Command Prompt の順に選択し て、表 31 に示された コマン ド パ  

ラ メ ータ を実行し ます。

コマン ド プロンプ ト の構文

Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル名 .pdf ” パラ メ ータ  パラ メ ータ値

• フ ァ イルパス と フ ァ イル名を二重引用符で囲んで入力し、 ス ラ ッ

シ ュ を使用し て、 フ ァ イル ・ パス ・ デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イル名を

区切 り ます。

• パラ メ ータ と フ ァ イル名、 およびパラ メ ータ と オプシ ョ ンのパ ラ

メ ータ値を区切るには、 スペース を使用し ます。

コマン ド プロンプ ト の例

Foxitreader “windows/desktop/example.pdf ” -p 4

こ のコマン ド プロ ンプ ト は、 Foxit Reader で example.pdf の 4 ページを 

開き ます。

表 31 - コ マン ド ・ プロンプ ト ・ パラ メ ータ

パラ メ ータ パラ メ ータの機能 例 説明

-p ページに移動 Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル 
.pdf” -p 2

PDF フ ァ イルのページ 2 を開 く 。

-zw 画面幅に合わせる Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル 
.pdf” -zw

PDF フ ァ イルを開き、ページを画面幅に合わせて

表示する。

-zp 画面にページ全体を表示する Foxitreader “ フ ァ イル .pdf”-zp PDF フ ァ イルを開き、ページ全体を表示する。

-z 拡大 / 縮小 Foxitreader “ フ ァ イル .pdf”-z 150 PDF フ ァ イルを開き、150% に拡大する。

複数の 

パラ メ ータ

パラ メ ー タ と パラ メ ー タ 値の間

にスペースを入力する。

Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル 
.pdf” -p 2 -zw

PDF フ ァ イルのページ 2 を開き、ページを画面幅

に合わせて表示する。

-b しおり に移動 Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル
.pdf” -b “Bookmark1”

Bookmark1内の指定された場所に移動し てPDF フ ァ

イルを開 く 。

-d 指定された宛先に移動 Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル
.pdf” -b “Destination1”

Destination1 内の指定 さ れた場所に移動 し て PDF
フ ァ イルを開 く 。

-g メ ニューの File → Open コマン ド お

よび Open フ ォルダボタ ンを無効

にする。

Foxitreader “ フ ァ イルパス / フ ァ イル
.pdf” -g

PDF フ ァ イルを開き、メ ニューの File → Open コ マ

ン ド と Open ボタ ンを灰色表示にする。
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第 5章

コ ンポーネン ト の取付けおよび交換

項目 参照ページ

USB ポー ト への接続 116

USB プ リ ン タのイ ンス ト ール 117

SD カー ドの挿入 119

スピーカの接続 121

バッ テ リの交換 122

保護オーバレ イの取付け 124

注意 ： 静電防止対策 (ESD)

この機器は、 静電気の影響を受けやすいため、 静電気によ って

内部が損傷し、 通常の動作に影響が出る こ とがあ り ます。

この機器を取 り 扱 う と きは以下のガ イ ド ラ イ ンに従っ て く だ

さい。

• 接地し た物体に触れて、 体内の静電気を放電し て く だ さい。

• 適切に接地された リ ス ト バン ド を着用し て く だ さい。

• コ ンポーネン ト のボー ド 上のコ ネ ク タ またはピ ンには触れ

ないで く だ さい。

• 静電気対策が取られているワーク ステーシ ョ ン を使用し て

く だ さい （入手可能な場合）。

注意 ： コ ンポーネン ト の取付けまたは交換の前に、 すべての電 

源を切断し て く だ さい。 電源を切断し ないと、 感電またはター

ミ ナルの損傷が発生する恐れがあ り ます。

本機器が使用済みになった際は、分別されない一般のごみとは

別に回収する必要があ り ます。

ヒ ン ト サポー ト されているデバイスの完全な リ ス ト については、 

http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にアクセス し、 ナレ ッ

ジベースで 「PanelView Plus Hardware Compatibility List」 とい う キーワー

ド を入力し て検索し て く だ さい。
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USB ポー ト への接続 ター ミ ナルは、 2 つの USB 2.0 （タ イプ A） ホ ス ト ポー ト を備えています。

• USB ホ ス ト ポー ト は、取 り 外し可能なUSB ド ラ イブ と USBプ リ ン タ を

サポー ト し ています。

ア イ コ ンは USB ホ ス ト 接続を示し ます。USB ホ ス ト 接続は、DC5V で 0.5A
をサポー ト し ます。 接続する USB 機器は、 この電源負荷を超えてはな り ま

せん。

USB 2.0 互換性のあ る ター ミ ナルには外部電源 USB ハブだけを接続し ます。 

USB ハブにデバイ ス を取付ける前に、 電源アダプタが接続され電源が投入

されている こ と を確認し て く だ さい。

USB ケーブル

エラーのない伝送を実現する ため、 Hi-speed USB 2.0 認定ケーブルのみを使  

用する よ う にし て く だ さい。

重要 危険な領域での USB ホス ト ポー ト および USB 周辺機器

の使用については、 19 ページの 「USB 周辺機器に必要 

な回路ポー ト パラ メ ータ」 を参照し て く だ さい。

重要 USB ホス ト 接続は一時的な使用を目的と し ています。 実行時

の操作には使用し ないで く だ さい。

表 32 - USB コネク タのピン配列

USB ポー ト USB アイ コ ン USB コネク タ ピン 信号 説明

ホス ト 1 VCC +5V

2 D- データ -

3 D+ データ +

4  GND 接地

警告 ： USB ポー ト から給電されない USB 機器は、 ター ミ ナル 

と同じ エン ク ロージ ャ内に配置する必要があ り ます。 USB 機

器はター ミ ナルと同じ接地システムに接続し、ガルバニ絶縁

を提供する USB ハブ と使用する必要があ り ます。

11

USB ホス ト ポー ト

重要 ： USB デバイスポー ト は

機能し ません。 このポー ト

は使用し ないで く だ さい。
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USB プ リ ン タ の

イ ン ス ト ール

ター ミ ナルは、 キ ャ ノ ン社、 エプソ ン社、 ヒ ューレ ッ ト ・ パッ カード 社、 ブ

ラザー社などの USB プ リ ン タ 1 台の接続に対応し ています。 プ リ ン タは、

適切な ド ラ イバが使用可能な場合、 プラ グ & プレ イのイ ン ス ト ール と 手動  

イ ン ス ト ールをサポー ト し ています。プ リ ン タは、ター ミ ナル上の USB ポー

ト に接続でき ます。

プ リ ン タ を構成および管理するには、 デス ク ト ッ プのコ ン ト ロールパネル

にあ る Printers アプ リ ケーシ ョ ンを使用し ます。 プ リ ン タのタ イプご と

のウ ィ ザード がサポー ト されています。

プ リ ン タ を構成し終えた ら、 デス ク ト ッ プアプ リ ケーシ ョ ン と FactoryTalk
View Machine Edition Station の構成モード から そのプ リ ン タにア ク セスでき   

ます。 Terminal Settings を押し て、 Print Setup を選択し て く だ さ い。 また、  

アプ リ ケーシ ョ ンではプ リ ン タの選択と共有を行な う こ と もでき ます。

プ ラグ & プレ イ イ ンス ト ール

以下の手順に従って、 Windows デス ク ト ッ プからプラ グ & プレ イプ リ ン タ  

を イ ン ス ト ール し て く だ さ い。 プ リ ン タ の手動イ ン ス ト ールについては、

119 ページの 「プ リ ン タの手動イ ン ス ト ール」 を参照し て く だ さい。

1. プ リ ン タは、 ター ミ ナル上の USB ホス ト ポー ト に接続し ます。

2. プ リ ン タの電源コード を コ ンセン ト に差し込んで、プ リ ン タの電源を
投入し ます。

Windows によ って自動的にプラ グ & プレ イプ リ ン タが検出され、 ほ  

と んどの場合、 ユーザによ る選択操作は必要あ り ません。

プ リ ン タの印刷準備が完了し ます。

ヒ ン ト サポー ト されているプ リ ン タについては、 

http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にア ク セス し、 ナ

レ ッ ジベースで 「Printers Supported on PanelView Plus」 と い う キー    

ワー ド を入力し て検索し て く だ さい。

表 33 - プ リ ン タのサポー ト

プ リ ン タのタ イ プ 説明

ローカル USB JETCET がサポー ト されているプ リ ン タ を USB ホス ト ポー ト に接続できる。

USB ホス ト ポー ト に接続されているプ リ ン タは、リ モー ト ター ミ ナル上

のネ ッ ト ワーク プ リ ン タ と し て構成されている場合、そのリ モー ト ター

ミ ナルとの共有が可能である。

ネ ッ ト ワーク ター ミ ナルは、イーサネ ッ ト ポー ト を介し てネ ッ ト ワークに接続されて

いる リ モー ト プ リ ン タ をサポー ト し ている。この種のプ リ ン タは、デバ

イス名または IP ア ド レスによ ってア ド レス指定でき る。

RDP /ICA タ ー ミ ナル上の RDP (Remote Desktop Protocol) セ ッ シ ョ ンで実行されている   

Windows サーバアプ リ ケーシ ョ ンに対し てローカルプ リ ン タ を使用可能

にする こ とができる。

ヒ ン ト この手順では、 例と し て、 ヒ ューレ ッ ト ・ パ ッ カー ド 社の

HP deskjet 5650 プ リ ン タのプ ラグ & プレ イのイ ンス ト ールを取    

り上げます。
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3. デス ク ト ッ プのコ ン ト ロールパネルから Printers アプ リ ケーシ ョ  

ンを開いてプ リ ン タのイ ン ス ト ールを確認し ます。

Deskjet 5650C プ リ ン タのア イ コ ンに注意し て く ださい。チェ ッ ク マー 

クは、このプ リ ン タがデフ ォル ト プ リ ン タであ る こ と を示し ています。

4. File メ ニューから、Properties を選択し てプ リ ン タのプロパテ ィ を表示

し ます。

プ リ ン タプロパテ ィ には、 プ リ ン タ名、 メ ーカー名と モデル、 印刷ド

ラ イバ、 およびポー ト 固有のパラ メ ータが含まれます。

5. プ リ ン タ を右ク リ ッ ク し、テス ト ページを印刷し て イ ン ス ト ールを確
認し ます。

WordPad などのアプ リ ケーシ ョ ンから印刷する と きは、 設定を調整でき る

Print ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

重要 プ ラグ & プ レ イの自動イ ンス ト ールがプ リ ン タ でサポー ト   

されていない場合は、 以下のエ ラーが、 Hardware Monitor のシ 

ステム ・ イベン ト ・ ログに記録されます。

例 ： JETCET PRINT was unable to auto-configure printer.To manually configure        
printer, go to the Printers folder from the Control Panel （JETCET PRINT はプ リ ン          

タ を自動構成できませんで し た。 プ リ ン タ を手動で構成す

るには、 コ ン ト ロールパネルから Printers フ ォルダにア クセ

ス し て く だ さい。）

ヒ ン ト • 新しいプ リ ン タ構成は、 電源を切っ て再投入する動作を

経ても維持されます。

• デスク ト ッ プのコ ン ト ロールパネルを通じ たプ リ ン タ設

定は、FactoryTalk View ME Station で Terminal Settings → Print Setup の     

順に押すこ と でも使用できます。
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プ リ ン タの手動イ ンス ト ール

以下の手順に従って、 サポー ト されている プ リ ン タ を手動で設定し て く だ

さ い。

1. プ リ ン タは、 ター ミ ナルの USB ポー ト に接続し ます。

2. プ リ ン タの電源コード を コ ンセン ト に差し込んで、プ リ ン タの電源を
投入し ます。

3. デス ク ト ッ プのコ ン ト ロールパネルから、 Printers を開き ます。

4. Add Local Printer を ク リ ッ ク し ます。

5. Add Local Printer Wizard の手順に従ってプ リ ン タ を構成し ます。

a. 接続されたプ リ ン タが USB プ リ ン タポー ト 上に表示される こ と を

確認し ます。

b. JETCET プ リ ン タの メ ーカー名と モデルを選択し ます。

c. デフ ォル ト のプ リ ン タ名をそのま ま使用する か、 別の名前を入力

し ます。

d. テ ス ト ページを印刷し て、 イ ン ス ト ール されたプ リ ン タ が動作す

るか確認し ます。

e. ネ ッ ト ワーク上でプ リ ン タ を共有するかど う かを指定し ます。

SD カ ー ド の挿入 SD カード を ター ミ ナルの SD カード ス ロ ッ ト に差し込むと、 格納容量を追

加でき ます。 サポー ト されている カード は Cat.No. 1784-SD1 および 1784- 
SD2 です。 SD カード はホ ッ ト ス ワ ッ プ可能です。 つま り 、 ター ミ ナルの電

源投入および動作中に挿入および取 り 外すこ と ができ ます。

SD カード ス ロ ッ ト には、 オペレータ ター ミ ナルを取付けたパネルの内側ま

たは背面から ア ク セスでき ます。

警告 ： 爆発の危険

電源を投入し た状態で SD カー ド を取り外し た り、 挿入し た り

する と、 電気的なアークが発生する場合があ り ます。 危険な環

境で取付けを行なっている場合は、これによ って爆発が起こ る

可能性があ り ます。

電源を切断 し、 周辺に危険がない こ と を確認する までは、 SD
カー ド を取り外し た り挿入し た り し ないで く だ さい。
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以下の手順に従って、 SD カード をカード ス ロ ッ ト に取付けて く ださ い。

1. 希望の運用に応じ て SD カード がロ ッ ク またはロ ッ ク解除されている

こ と を確認し ます。

• ロ ッ ク が解除されている場合、 ター ミ ナルはカー ド のデータ を読

み書きでき ます。

• ロ ッ ク さ れている場合、 ター ミ ナルはカー ド のデータ を読取る こ

と のみ可能です。

2. カチッ と い う まで SD カード を ス ロ ッ

ト にし っか り 挿入し ます。

カチ ッ と 音が し た ら、 カー ド は所定の

位置にロ ッ ク されています。

カー ド を取 り 外すには、 カー ド をわず

かに押し ます。SD カード のロ ッ ク が解

除さ れ、 ス ロ ッ ト か ら取 り 外すこ と が

でき ます。

注意：  スロ ッ ト に挿入する前に SD カー ド を正しい向きに  

する。 スロ ッ ト にカー ド を無理やり押し込むと、 カー ド

やター ミ ナルが損傷する こ とがある。

ロ ッ ク解除
ロ ッ ク

1
6

1
6

SD 
スロ ッ ト
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ス ピー カの接続 ス ピーカまたは音声アンプを ター ミ ナルに接続する と、ア ラームの通知、オ

ペレータのア ク シ ョ ンのフ ィ ー ド バ ッ ク の提供、 およびビデオ再生中の音

声の出力が可能にな り ます。

ク ラス D アンプ用のスピーカの選択

音声ポー ト は、 ク ラ ス D アンプ出力です。 4 または 8Ω のス ピーカを接続し

た り 、 外部増幅ス ピーカを動作させるための 2 ピン端子台を備えています。

ヒ ン ト ス ピーカは Windows CE オペレーテ ィ ングシステム (Windows 
Media Player) では機能し ますが、 FTView ME Station ソ フ ト ウ ェ ア   

ではサポー ト されていません。

スピーカの
イ ンピーダンス (Ω)

試験周波数 (KHz) THD + N (%) 出力 (W)

4 1 1 2.2

4 1 10 2.7

8 1 1 1.3

8 1 10 1.6

注意 ： 音声ポー ト は非絶縁です。 以下のガイ ド ラ イ ンに従って 

く だ さい。

• 接続し たスピーカは、 タ ー ミ ナルと同じ エン ク ロージ ャ内

に配置する必要があ り ます。 増幅スピーカは、 タ ー ミ ナル

と同じ接地システムに接続する必要があ り ます。

• 音声は、 危険な領域で使用するために端子台で接続されま

す。 ワイヤは、 し っかり と接続および固定し て く だ さい。

表 34 - 音声ポー ト の配線

ワイヤタ イ プ ワイヤのサイズ 剥 く 長さ ト ルク最小～最大

よ り線またはソ リ ッ ド

Cu 90 ℃ (194°F)
0.05 ～ 1.3mm2 

30 ～ 16 AWG 5mm（0.2 イ ンチ）
0.22 ～ 0.25Nm
（1.95 ～ 2.2 ポン ド イ ンチ）

1
6

1
6

音声出力

+

+
+

––

+
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端子台の配線には 0.4 x 2.5mm のマ イナス ド ラ イバーを使用し て く だ さい。  

ワ イヤ長さは 1m （39 イ ンチ） を超えてはな り ません。

以下の一般的な手順に従って、 ス ピーカを音声ポー ト に接続し て く だ さい。

1. ワ イ ヤス ト リ ッ パーを使用し て、 ワ イ ヤの端部分の絶縁体を約 5mm 
（0.2 イ ンチ） 取 り 除き ます。

2. 新し く 露出し たワ イヤの一方をオペレータデバイ スのプラ ス (+) 端子

に接続し、 も う 一方をマイナス (–) 端子に接続し ます。

3. その ワ イ ヤの反対側の露出し た端部を ス ピーカ ま たは増幅ス ピーカ
のプラ ス (+) 端子およびマイナス (–) 端子に接続し ます。

バ ッ テ リ の交換 製品には、リ アルタ イ ム ク ロ ッ クおよびス タ テ ィ ッ ク RAM のバッ ク ア ッ プ

電源 と し て機能する リ チウ ムバ ッ テ リ が内蔵されています。 バ ッ テ リ は製

品をパネルに取付けた状態で交換でき ます。 ロ ジ ッ ク モジ ュールを取 り 外

し、 バッ テ リ にア ク セスするには #1 プラ ス ド ラ イバー （#1 Phillips ド ラ イ 

バービ ッ ト ） が必要です。

Perchlorate material – special handling may apply. 
（過塩素塩酸物質 - 特別な取 り 扱いを必要とする場合があ り ます。） 

www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate を参照し て く ださ い。

こ の過塩素塩酸の警告は、 米国のカ リ フ ォルニア州で販売ま たは流通され

た主な リ チウ ムマンガン酸化物 (LiMnO2) 電池またはバッ テ リ 、およびこれ

らの電池またはバッ テ リ を含む製品にのみ適用されます。

この製品には、製品のラ イ フサイ クル中に交換が必要と なる密

閉型リ チウムバッ テ リが含まれています。

本製品に含まれるバッ テ リが使用済みになった際は、分別され

ない一般のごみとは別に回収される必要があ り ます。

バッ テ リの回収と リサイ クルは、環境の保護に役立つと と もに、

貴重な資源を再利用する こ とで天然資源の保全に役立ちます。

注意 ： この製品内のリ チウムバッ テ リ またはリ アル ・ タ イム ・ 

ク ロ ッ ク ・ モジュールを誤った方法で交換する と、 爆発の危険

があ り ます。 電源を切断し、 周辺に危険がないこ と を確認する

までは、 バッ テ リ またはリ アル ・ タ イム ・ ク ロ ッ ク ・ モジュー

ルを交換し ないで く だ さい。

必ず Cat.No. 2711P-RY2032 のバッ テ リ または同等のコ イ ン型バッ テ 

リ CR2032 を使用し て く だ さい。

リ チウムバッ テ リ またはリ アル ・ タ イム ・ ク ロ ッ ク ・ モジュー

ルを火に投げ入れた り、 焼却炉に廃棄し てはな り ません。 使用

済みのバッ テ リは、地域で定められた規則に従っ て廃棄し て く

だ さい。

漏れバ ッ テ リ の取 り 扱い と廃棄を含む リ チウムバ ッ テ リ の取

り 扱いに関する安全情報は、 『Guidelines for Handling LithiumBatteries』   

(Pub. No. AG 5-4) を参照し て く だ さい。
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以下の手順に従って、 バッ テ リ を交換し て く だ さい。

1. ター ミ ナルの電源を切断し ます。

2. ロ ジ ッ ク モジ ュールをデ ィ スプレ イ の背面に固定し てい るねじ を緩
めます。

3. ロ ジ ッ ク モジ ュールをデ ィ スプレ イ モジ ュールか ら注意し て持ち上
げて、 裏返し てサーキ ッ ト ボード が見え る よ う にし ます。

4. サーキ ッ ト ボード上のコ イ ン型バッ テ リ の位置を確認し ます。

5. バッ テ リ の側面を持ち上げてバッ テ リ を外し ます。

6. プラ ス (+) 極を上向きにし て新しいバッ テ リ を取付けます。

7. ロ ジ ッ ク モジ ュールの底面にあ る コ ネ ク タ と デ ィ スプレ イ モジ ュー
ルの背面にあ る コネ ク タの位置を合わせて、 ロ ジ ッ ク モジ ュールを元
通 り 取付けます。

この機器は静電気 (ESD) の影響を受けやす く なっています。

この機器を取り扱う と きは ESD 防止ガイ ド ラ イ ンに従って く だ さい。

ロジ ッ ク 

モジュール

デ ィ スプレ イ

モジュール
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8. ロ ジ ッ ク モジ ュールを完全にはま る まで押し込みます。

9. ねじ を 0.68 ～ 0.90Nm （6 ～ 8 ポン ド イ ンチ） の ト ルク がかかる よ う

に締めます。

保護オーバレ イの
取付け

オーバレ イは、 キズ、 ほ こ り 、 指紋、 および化学物質や研磨材に よ る外的

損傷か ら タ ッ チス ク リ ーンやキーを保護し ます。 使用可能なオーバレ イに

ついては、 16 ページの表 6 を参照し て く だ さい。

保護オーバレ イは、 アル ミ ニウ ム製の外周部

分内の タ ー ミ ナルのベゼルの表面全体を保

護し ます。 オーバレ イには保護ラ イナーがあ

り 、 タブを引っ張って剥がし ます。 ラ イナー

は、 オーバ レ イ を取付け る 準備がで き る ま

で、 剥が さ ないで く だ さい。

オーバレ イ を取付け る 前に、 柔 ら かい布や刺激の少ないガ ラ ス磨 き ス プ

レーがあれば、 これら を使用し て タ ッ チス ク リ ーンの表面 と キーを きれい

に し ます。 指紋、 油脂、 ま たはほ こ り をすべて取 り 除き ます。 取 り 除かれ

なかったキズはオーバレ イ の下に閉じ込め られます。 また、 油脂はオーバ

レ イの粘着性に影響を与えます。

以下の手順に従って、 保護オーバレ イ を貼 り 付けて く だ さい。

1. 一方の短辺から タブを引っ張 り 、粘着層から ラ イナーを部分的に剥が

し ます。

保護ラ イナーの剥がし た後部を、次の手順を実行する と きに邪魔にな

ら ないよ う に保持し ます。

重要 オーバレ イ を取付ける と きは以下のガイ ド ラ イ ンに従っ て

行なっ て く だ さい。

• 手が清潔で、 乾燥し ている こ と を確認し ます。

• オーバレ イ を取り扱 う際は、 指紋やほこ りが付かないよ

う 端を持ちます。 オーバレ イ上にキズやほこ り を見つけ

たら、 取付ける前に取り除きます。

• 粘着リ ングには触れないで く だ さい。

タ ブ

粘着リ ング

保護ラ イナー 

( 接着剤を保護 )
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2. オーバレ イ をベゼル上の中央に揃えて、 ター ミ ナル上に粘着面を注意
し て配置し ます。

保護ラ イナーがオーバレ イの残 り の部分を保護し ている状態で、オー

バレ イがき ちん と中央に配置されている こ と を確認し ます。

3. 柔らかい布を使用し てス ク リ ーン上のオーバレ イ を押し ながら、 ラ イ
ナーの残 り の部分をゆっ く り と剥がし ていき ます。

オーバレ イに気泡やゆがみがな く 、 平面状であ る こ と を確認し ます。

4. 柔らかい布や指でオーバレ イの周縁部を押し て密着させ、接着剤内の
気泡を取 り 除き ます。

オーバレ イの清掃

清潔な柔 ら かい布 と、 縞が残 ら ない よ う な刺激の少ないガ ラ ス磨 き ス プ

レーを使用し て、 オーバレ イ を綺麗にし ます。 Windex または メ ガネ ク リ ー

ナーがお奨めです。 油脂を含むク リ ーナーは使用し ないで く だ さい。

オーバレ イの除去

オーバレ イ が損傷し た り 、 交換が必要な場合、 取 り 除き ます。 コーナー部

を持ち上げ、 オーバレ イ をゆっ く り と 剥が し ます。 残留する接着剤を除去

する には、 イ ソ プ ロ ピルアルコールを使用し て く だ さ い。 オーバレ イは再

使用し ないで く だ さい。

オーバレ イ

ベゼル

保護ラ イナー
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Notes:
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第 6章

フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト

タ ー ミ ナルの
フ ァ ームウ ェ ア

フ ァーム ウ ェ ア コ ンポーネン ト は、 1 つのシステム コー ド (SC) .img フ ァ イ

ル内に XIP (execute-in-place) リ ージ ョ ン と し てパッ ケージ化されています。 

こ の SC .img フ ァ イルを ター ミ ナルの仮想フ ァ イルシステム (VFS) にコ ピー

する と、 ター ミ ナルの XIP リ ージ ョ ンが更新され、 ター ミ ナルが自動的に

再起動されます。 以下のフ ァーム ウ ェ ア コ ンポーネン ト がア ッ プデー ト 時

の対象にな り ます。

• FactoryTalk View Machine Edition Station ソ フ ト ウ ェ ア

• 通信プロ ト コルおよびド ラ イバ （Kepware ド ラ イバを含む）

• Windows フ ォ ン ト

• Windows CE コ ンポーネン ト

• FactoryTalk コ ンポーネン ト

• ユーザによ る機能拡張

以下の ター ミ ナルのコ ンポーネン ト または設定は、 フ ァーム ウ ェ アのア ッ

プデー ト の対象と はな り ません。

• Windows レジス ト リ

• ター ミ ナルにロード されている FactoryTalk View Machine Edition アプ

リ ケーシ ョ ン(1) を含むフ ァ イルシステム

• ネ ッ ト ワークデバイ ス名、 DHCP 対応 / 静的(2) IP ア ド レ ス、 速度、 

二重設定などのネ ッ ト ワークパラ メ ータ

• デ ィ スプレ イ設定

• ス ク リ ーンセーバ構成

• タ ッチス ク リ ーンのキ ャ リ ブレーシ ョ ン

項目 参照ページ

ター ミ ナルの フ ァームウ ェ ア 127

フ ァームウ ェ ア  フ ァ イルの ダウンロー ド 128

フ ァームウ ェ ア・ア ッ プグレー ド・ウ ィ ザー ド 129

記憶装置からの ター ミ ナル フ ァームウ ェ アの ア ッ プグレー ド 129

ネ ッ ト ワーク を  介する ター ミ ナルフ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 133

(1) FactoryTalk View ME アプ リ ケーシ ョ ンは、 フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 後に見当たらな く なる場合があ り

ます。

(2) 静的 IP ア ド レスは、 フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 後に DHCP 対応 IP ア ド レスに変更される場合があ り

ます。
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フ ァ ームウ ェ ア 
フ ァ イルの 
ダウン ロー ド

ロ ッ ク ウ ェル・オー ト メ ーシ ョ ンの Web サイ ト から適切なフ ァーム ウ ェ ア・

イ ン ス ト ール ・ パ ッ ケージをダ ウ ン ロー ド し ます。 パ ッ ケージは以下の よ

う な名前にな り ます。

PVP7_< ター ミ ナルフ ァ ミ リ ー >_x.xx-yyyymmdd.exe。 この場合、

• < ター ミ ナルフ ァ ミ リ ー > はター ミ ナル名です。

• x.xx は、 このパッ ケージに含まれている FactoryTalk View ME ソ フ ト   

ウ ェ アのバージ ョ ンです。

• yyyymmdd は、 パッ ケージの作成日 （年、 月、 日） です。

こ のイ ン ス ト ールパッ ケージの内容は以下の通 り です。

• フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ パッ ケージ (FUP) には、 1 つの自動

実行フ ァ イル と新しいフ ァーム ウ ェ アフ ァ イルが含まれています。

• フ ァーム ウ ェ ア・ア ッ プグレード ・ウ ィ ザード (FUW) バージ ョ ン 6.10
以降は、 FUP の内容を使用し て ター ミ ナルのフ ァーム ウ ェ アをア ッ

プデー ト する ために使用されます。

FUP と FUW は、 ダウ ン ロード時に、 コ ン ピ ュータにコ ピーされます。

以下の手順に従っ て、 フ ァ ーム ウ ェ ア ・ イ ン ス ト ール ・ フ ァ イ ルを コ ン

ピ ュータにダウ ン ロード し て く だ さい。

5. http://www.ab.com の Quick Links リ ス ト から Product Compatibility and   
Download Center を選択し ます。

6. Get Downloads タブを ク リ ッ ク し ます。

7. Find Product Downloads を ク リ ッ ク し ます。

8. All Families プルダウ ン メ ニ ューから、PanelView Plus 7 Performance ター    

ミ ナルを選択し ます。

9. フ ァーム ウ ェ ア リ ビジ ョ ンを選択し て、Find Downloads を ク リ ッ ク し 

ます。

10. ア ッ プデー ト フ ァ イル (.exe) を FactoryTalk View Machine Edition (ME)    
ソ フ ト ウ ェ ア と 同じ ド ラ イ ブ上のテンポ ラ リ フ ォルダにダ ウ ン ロー

ド し ます。

11. ア ッ プデー ト フ ァ イル (.exe) のイ ン ス ト ール手順を実行し ます。

• FUW は FactoryTalk View ME フ ォルダにイ ン ス ト ールされます。

• フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ パッ ケージ ・ フ ァ イル (.fup) は、

イ ン ス ト ール手順の間に指定されたフ ォルダに イ ン ス ト ールされ

ます。

これで、 FUW の実行によ り 、 USB ド ラ イブ /SD カード またはネ ッ ト ワー

ク接続を使用し て ター ミ ナルのフ ァーム ウ ェ アのア ッ プデー ト を行な う 準

備が完了し ま し た。

ヒ ン ト FUP 名は ME_PVP7xX_6=8.xx-yymmdd です。

• yyyymmdd は、 フ ァームウ ェ アパッ ケージの作成日です。

• 8.xx は、このパ ッ ケージに含まれている ME のバージ ョ ン

です。
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フ ァ ームウ ェ ア・
ア ッ プグレー ド・
ウ ィ ザー ド

フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プグ レー ド ・ ウ ィ ザー ド (FUW) は、 ター ミ ナルの

フ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト する ために使用し ます。 フ ァーム ウ ェ アを

ア ッ プデー ト する ために以下の 2 つの方法が示されます。

• FUP フ ァ イルの内容を使用し てフ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー

ド を作成し、 そのカー ド を ター ミ ナルに装着する こ と で、 フ ァ ーム

ウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カード は USB ド ラ イブまたは SD
カード (Cat. No. 1784-SDx) のいずれかにな り ます。

• ネ ッ ト ワー ク 直接接続を介し て コ ン ピ ュータ に接続さ れてい る ター

ミ ナルでフ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。ネ ッ ト ワーク接続を

行な う には、 RSLinx Enterprise ソ フ ト ウ ェ ア （バージ ョ ン 5.0 以降） 

が実行されている コ ン ピ ュータが必要です。 RSLinx Enterprise ソ フ ト  

ウ ェ アで、 ア ッ プデー ト する ター ミ ナルを選択し ます。

FUW は、FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェ ア内から、 またはコ ンピ ュータ   

の Programs メ ニューから実行でき ます。

• FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェ アで、 Tools メ ニ ューから Firmware  
Upgrade Wizard を選択し ます。

• Start → Programs → Rockwell Software → FactoryTalk View → Tools → ME  
Firmware Upgrade Wizard の順に選択し ます。

記憶装置からの 
タ ー ミ ナル 
フ ァ ームウ ェ アの 
ア ッ プグレー ド

記憶装置から フ ァーム ウ ェ アをア ッ プグレードするプロセスは 2 つの手順

で構成 さ れてい ます。 最初に、 必要な フ ァ ーム ウ ェ ア フ ァ イ ルを使っ て

フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カード を作成し、 次に、 そのカード を ター

ゲ ッ ト のター ミ ナルに装着し てフ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カード は USB ド ラ イブまたは SD カード

のいずれかにな り ます。

フ ァームウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー ドの作成

以下の手順に従って、 フ ァーム ウ ェ アフ ァ イルを USB ド ラ イブまたは SD
カード にコ ピーし て く だ さい。

1. USB ド ラ イブまたは SD カード を コ ンピ ュータ上の適切なス ロ ッ ト に

挿入し ます。

2. フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プグレード ・ ウ ィ ザード を実行し ます。

• FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェアで、Tools メ ニューから Firmware    
Upgrade Wizard を選択し ます。

• Start→Programs→Rockwell Software→FactoryTalk View→Tools→ME  
Firmware Upgrade Wizard の順に選択し ます。
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3. 最初の Firmware Upgrade Wizard ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 以下の手順  

を行なって く だ さい。

a. Create firmware update card を ク リ ッ ク し ます。

b. コ ン ピ ュータ に装着されている ス ト レージカー ド のルー ト デ ィ レ

ク ト リ （E:\ など） を参照し て、 フ ァーム ウ ェ アカード の場所を選

択し ます。

フ ァーム ウ ェ アフ ァ イルはこの場所にコ ピーされます。 また、ハー

ド デ ィ ス ク上のフ ォルダを指定する こ と も でき ます。

c. Existing terminal type プルダウ ン メ ニ ューから PanelView Plus 7 ター    

ミ ナルを選択し ます。

d. Next を ク リ ッ ク し ます。

4. こ こ に示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 以下の手順を行なって く だ さい。

a. コ ン ピ ュータ上のフ ァーム ウ ェ ア ・ ソース ・ フ ァ イルの場所を参

照し て選択し ます。 このフ ォルダは、 FUP がイ ン ス ト ールされて

いる場所です。

b. ア ッ プデー ト 用のフ ァーム ウ ェ ア リ ビジ ョ ンを選択し ます。

c. Next を ク リ ッ ク し ます。

次のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示される までに （FUP が検索される

間）、 数秒かかる こ と があ り ます。
130 Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015



フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト    第 6 章     
5. こ こ に示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、 オプシ ョ ン と し て、 フ ァ ーム
ウ ェ アに含める KEPServer ド ラ イバを選択し、Next を ク リ ッ ク し ます。

Kepware ド ラ イバは、 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルにすで   

にイ ン ス ト ールされています。

最後のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに、 フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー

ド を作成する ために選択し た内容のサマ リ が表示されます。

6. Finish を ク リ ッ ク し て、 フ ァーム ウ ェ アフ ァ イルを フ ァーム ウ ェ ア ・

ア ッ プデー ト ・ カード にコ ピーし ます。

フ ァ イルが USB ド ラ イブまたは SD カード にコ ピーされている間、プ

ロ グレ スバーが自動的に更新されます。

7. フ ァーム ウ ェ アア ッ プデー ト が正常に完了し た ら、 OK を ク リ ッ ク し

ます。

8. USB ド ラ イブまたは SD カード を コ ンピ ュータから取 り 外し ます。

9. 次のセ ク シ ョ ンに進んで、 こ のフ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー
ド を使って ター ミ ナルのフ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

ヒ ン ト フ ァ ームウ ェ ア フ ァ イルがハー ド デ ィ ス ク に コ

ピーされた場合は、 それらのフ ァ イルを USB ド ラ

イブまたは SD カー ドのルー ト デ ィ レ ク ト リ にコ

ピーし ます。
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フ ァームウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー ド を使用する

ター ミ ナルフ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト

以下の手順に従って、 フ ァーム ウ ェ アフ ァ イルを USB ド ラ イブまたは SD
カー ド か ら タ ー ミ ナルに転送 し て く だ さ い。 前のセ ク シ ョ ンで作成 し た

フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ ド ラ イブまたはカー ド を使用し ます。

1. USB ド ラ イブまたは SD カード を ター ミ ナルの適切なス ロ ッ ト に挿入

し ます。

フ ァーム ウ ェ アのア ッ プデー ト が自動的に開始され、 こ こ に示すダ イ

ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

2. Update またはター ミ ナルの F7 キーを押し て、 フ ァーム ウ ェ アのア ッ

プデー ト を開始し ます。

ター ミ ナルが再起動され、ア ッ プデー ト 処理中にプロ グレ スバーが表

示されます。

ア ッ プデー ト が完了する と、 ター ミ ナルが再起動され、 新しいフ ァー

ム ウ ェ アが実行されます。

3. USB ド ラ イブまたは SD カード を ター ミ ナルから取 り 外し ます。

重要 • フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 処理中に USB ド ラ イブま

たは SD カー ド を取り外し た り、誤っ て接続を切断し た り

し ないで く だ さ い。 これに従わないと、 フ ァームウ ェ ア

が破損し、 ター ミ ナルが不安定な状態になる恐れがあ り

ます。

• フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 中はター ミ ナルの電源を

切断し ないで く だ さい。

• USB ハブは、予期し ない動作をする こ とがあるため、使用

し ないよ う に し て く だ さい。

重要 電源損失のためフ ァ ームウ ェ アのア ッ プデー ト に失敗し た

場合や、 フ ァ ームウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー ド を間違っ

て取 り 外 し た場合は、 タ ー ミ ナルを工場出荷時の設定の

フ ァ ームウ ェ アに戻すこ とができます。 工場出荷時の初期

設定に戻す方法については、 144 ページの 「メ ン テナ ン ス 

モー ド での操作」 を参照し て く だ さい。
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ネ ッ ト ワー ク を 
介する タ ー ミ ナル
フ ァ ームウ ェ アの
ア ッ プデー ト

ネ ッ ト ワーク直接接続を通し て コ ン ピ ュータに接続されている ター ミ ナル

でフ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト する こ と ができ ます。 ネ ッ ト ワーク接続

を行な う には、 フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プグ レー ド ・ ウ ィ ザー ド (FUW) と

RSLinx Enterprise ソ フ ト ウ ェ ア ( バージ ョ ン 5.0 以降 ) が実行されている コ 

ン ピ ュータが必要です。

RSLinx Enterprise ソ フ ト ウ ェ アは、ネ ッ ト ワーク上のター ミ ナルを選択する 

ために必要と されます。

以下の手順に従って、RSLinx Enterprise ソ フ ト ウ ェ ア と イーサネ ッ ト 通信を 

使用し てネ ッ ト ワーク上でフ ァーム ウ ェ アフ ァ イルを ター ミ ナルにコ ピー

し ます。

1. フ ァーム ウ ェ ア ・ ア ッ プグレード ・ ウ ィ ザード を実行し ます。

• FactoryTalk View Studio ソ フ ト ウ ェアで、Tools メ ニューから Firmware  
Upgrade Wizard を選択し ます。

• Start→Programs→Rockwell Software→FactoryTalk View→Tools→ME  
Firmware Upgrade Wizard の順に選択し ます。

2. Update firmware on terminal を選択し て Next を ク リ ッ ク し ます。

3. Yes を ク リ ッ ク し て続行し ます。

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルでフ ァ イルのバッ ク ア ッ プを   

行な う 必要はあ り ません。
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4. Network Connection (using RSLinx Enterprise) を選択し て Next を ク リ ッ    

ク し ます。

PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルについて有効な選択オプシ ョ    

ンは、 これだけです。

5. フ ァ ーム ウ ェ アア ッ プデー ト を受信する ター ミ ナルに移動し て選択
し、 Next を ク リ ッ ク し ます。

6. こ こ に示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 以下の手順を行なって く だ さい。
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a. コ ン ピ ュータ上のフ ァーム ウ ェ ア ・ ソース ・ フ ァ イルの場所を参

照し て選択し ます。 このフ ォルダは、 FUP がイ ン ス ト ールされて

いる場所です。

デフ ォル ト の場所が表示されます。

b. ア ッ プデー ト 用 フ ァ ー ム ウ ェ ア のバージ ョ ン を プルダ ウ ン メ

ニ ューから選択し ます。

c. Next を ク リ ッ ク し ます。

次のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示される までに （FUP が検索される

間）、 数秒かかる こ と があ り ます。

7. こ こ に示すダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、 オプシ ョ ン と し て、 フ ァ ーム
ウ ェ アに含める KEPServer ド ラ イバを選択し、Next を ク リ ッ ク し ます。

Kepware ド ラ イバは、 PanelView Plus 7 Performance ター ミ ナルにすで   

にイ ン ス ト ールされています。

最後のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに、 ター ミ ナルのフ ァーム ウ ェ アをア ッ プ

グレード する ために選択し た内容のサマ リ が表示されます。

8. Finish を ク リ ッ ク し て、 ター ミ ナルのフ ァーム ウ ェ アを更新し ます。
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9. Yes を ク リ ッ ク し て更新を続行し ます。

フ ァーム ウ ェ アフ ァ イルがター ミ ナルにコ ピーされている間、プロ グ

レ スバーで進捗状況が示されます。

10. フ ァーム ウ ェ アのア ッ プデー ト が完了し た ら、OK を ク リ ッ ク し ます。

ター ミ ナルが再起動され、 新しいフ ァーム ウ ェ アが実行されます。

重要 電源損失のためフ ァ ームウ ェ アのア ッ プデー ト に失敗し た

場合や、 フ ァ ームウ ェ ア ・ ア ッ プデー ト ・ カー ド を間違っ

て取 り 外 し た場合は、 タ ー ミ ナルを工場出荷時の設定の

フ ァ ームウ ェ アに戻すこ とができます。 工場出荷時の初期

設定に戻す方法については、 144 ページの 「メ ン テナ ン ス 

モー ド での操作」 を参照し て く だ さい。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

シス テム情報の表示 FactoryTalk View ME Station ラ ン タ イ ム ま た は コ ン ト ロ ールパ ネルの

Hardware Monitor から ター ミ ナルのシステム情報を表示し ます。

以下の手順に従って、 イ ン ス ト ールし た コ ンポーネン ト のシ ス テム情報を

表示し て く ださ い。

1. FactoryTalk View ME Station ラ ン タ イ ムにア ク セス し ます。

2. Terminal Settings を タ ッ プし、 System Information → About FactoryTalk
View ME Station を選択し ます。

項目 参照ページ

システム情報の表示 137

ステータ ス  イ ンジケータ 138

ネ ッ ト ワークの ステータ ス情報の 表示 139

ター ミ ナルが 起動し ない 140

ター ミ ナルの 断続的な再起動 140

タ ッ チスク リーンに関する問題 141

デ ィ スプレ イに 関する問題 141

イーサネ ッ ト に 関する問題 142

パフ ォーマンスが遅い 142

化学物質に対する耐性 143

デ ィ スプレ イの清掃 143

ター ミ ナルの発送 144

メ ンテナンスモー ド での操作 144
Rockwell Automation Publication 2711P-UM008A-JA-P - May 2015 137



第 7 章   ト ラ ブルシューテ ィ ング
ス テー タ ス 
イ ン ジケー タ

ター ミ ナルの背面にはシ ス テムの ス テータ ス を特定で き る 2 つの イ ンジ

ケータがあ り ます。

• STS イ ンジケータ （緑色） はター ミ ナルの電源が投入されてお り 、 実

行中であ る こ と を示し ます。

• ERR イ ンジケータ （赤色） はハード ウ ェ アフ ォル ト およびフ ァーム

ウ ェ アフ ォル ト を示し ます。

起動時、 STS イ ンジケータ と ERR イ ンジケータが点滅して消灯し ます。 その

後、 STS イ ンジケータが点滅して起動中の進捗状況を知らせます。 この 2 つ

のイ ンジケータが消灯したま まの と きは電源ケーブルを確認して く ださい。

正常に起動する と、 STS イ ンジケータが点灯し ます。

表 35 に、 起動時にター ミ ナルを停止し た場合のイ ンジケータの状態を示し 

ます。

表 35 - ター ミ ナル起動時のフ ォル ト イ ンジケータの状態

ERR
（赤色）

STS
（緑色）

説明 処置

点滅 消灯

回復可能なフ ァームウ ェ アエラー フ ァームウ ェ アを再ロー ド する。

回復可能な構成エラー タ ー ミ ナルを工場出荷時の設定イ

メ ー ジ に 復 元 す る。84 ペ ー ジ の 

「バ ッ ク ア ッ プ イ メ ージの復元」を

参照し て く だ さい。

点灯
点灯 致命的なハー ド ウ ェ アエラー ター ミ ナルを交換し て く だ さい。

点滅 致命的な表示ハー ド ウ ェ アエラー ター ミ ナルを交換し て く だ さい。

STS

ERR
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ネ ッ ト ワー クの 
ス テー タ ス情報の 
表示

以下の手順に従って、 シ ス テム ト レ イ か ら ネ ッ ト ワーク ス テータ ス情報に

ア ク セス し て く だ さい。

1. システム ト レ イのネ ッ ト ワーク ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

2. Network Status Information タブを ク リ ッ ク し てネ ッ ト ワークのステー  

タ ス を表示し ます。

ステータ スイ ンジケータ 説明

Port 1 status と Port 2 status

灰色 無効または不明。

緑色 有効で正常に動作中。

黄色 致命的ではないエラー状態が存在し ている。

赤色 手動での操作を必要とするエラー状態が存在し ている。

Network Status

Normal ( 緑色 ) ネ ッ ト ワーク ト ポロジが Linear/Star（リ ニア / ス ター）の場合、ネ ッ

ト ワークステータ スは常に正常です。

Ring Fault ( 黄色 ) 致命的ではないエラー状態が存在し ている。

Loop Detected ( 赤色 ) この値が発生するのは、Linear/Star（リ ニア / ス ター） ト ポロジのみ。

これは、ネ ッ ト ワーク で予期し ないループが生じ た と きに発生す

る。タ ー ミ ナルはこの状態を報告で き ない こ とがある（タ ー ミ ナ

ルは自身が送信し たフ レームを検出できないこ とがある）。

Partial Fault ( 黄色 ) 致命的ではないエラー状態が存在し ている。

Rapid Fault ( 赤色 ) 手動での操作を必要とするエラー状態が存在し ている。

General Information

Network Topology Linear/Star
Ring

Supervisor IP Addr xxx.xxx.xxx.xxx 形式

（Linear/Star ト ポロジでは適用されない）

Supervisor MAC Addr xx:xx:xx:xx:xx:xx 形式

（Linear/Star ト ポロジでは適用されない）

Supervisor VLAN ID 8 ビ ッ ト の数値

（Linear/Star ト ポロジでは適用されない）
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タ ー ミ ナルが 
起動 し ない

ター ミ ナルが正常に起動し ない場合は、 考え られる原因についての表を確

認し て く だ さい。

タ ー ミ ナルの 
断続的な再起動

ター ミ ナルが断続的に再起動する場合は、 考え られる原因についての表を

確認し て く ださ い。

表 36 - ター ミ ナルが正常に起動し ない

確認事項 操作 参照先

電力不足 デバイスが適切に給電されている こ と を確認する。

• DC 電源の要件を確認する。

• AC 電源の要件を確認する。

 
30 ページ

31 ページ

不適切な電源の

配線

電源の配線が正しいか確認する。

• 配線の仕様を確認する。

• DC 電源の配線を確認する。

• AC 電源の配線を確認する。

 

29 ページ

30 ページ

31 ページ

ステータ ス 

イ ンジケータ

起動時にステータ スイ ンジケータ を確認する。 138 ページ

進捗状況 

イ ンジケータが

停止し ている。

タ ー ミ ナルが進捗状況イ ンジケー タ で停止し てお り、アプ

リ ケーシ ョ ンまたは構成の画面がロー ド されない場合は、

フ ァームウ ェ アを再ロー ド するか工場出荷時の設定に復元

する。

84 ページ

デ ィ スプレ イの

接触物

デ ィ ス プ レ イ が何かに押 さ れて い な い こ と と、起動中に

デ ィ スプレ イに触れていないこ と を確認する。

適用し ない

表 37 - ター ミ ナルの断続的な再起動

確認事項 操作 参照先

不適切な電源の

配線

電源の配線が正しいか確認する。

• 配線の仕様を確認する。

• DC 電源の配線を確認する。

• AC 電源の配線を確認する。

 

29 ページ

30 ページ

31 ページ

温度超過状態 プロセ ッサが正常な ター ミ ナル動作温度を超えていないこ

と を確認する。

• プロセ ッサの温度を確認する。 
 

• システム ・ イベン ト ・ ログで温度超過状態について確認

する。 

• パネルで ター ミ ナルの周囲に十分な間隔がある こ と を確

認する。

• 動作温度が適切であるか確認する。

68 ページ   
または 

89 ページ

67 ページ   
または 

88 ページ

21 ページ 

89 ページ
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タ ッ チス ク リ ーンに
関する問題

タ ッ チス ク リ ーンが指またはス タ イ ラ スによ る タ ッ チに対し て正常に反応

し ない場合は、 以下の表を確認し ます。

デ ィ ス プ レ イ に 
関する問題

デ ィ スプレ イが読取れないか、 デ ィ スプレ イが突然真っ暗にな る。

表 38 - タ ッ チスク リーンが反応し ない

確認事項 操作 参照先

不適切な 

キャ リ ブレーシ ョ ン

タ ッ チポイ ン ト からずれている ア ク テ ィ ベーシ ョ ン

ポイ ン ト を確認する。

タ ッ チスク リーンをキャ リ ブレーシ ョ ンする。

61 ページ  
または 

111 ページ

機能し ない 

タ ッ チスク リーン

亀裂、過度の摩耗など、タ ッ チス ク リ ーンの破損を確

認する。破損が生 じ ている場合は、タ ー ミ ナルを交換

し て く だ さい。

適用し ない

複数の入力素子への

タ ッ チ

アプ リ ケーシ ョ ン画面には、Machine Edition アプ リ ケー 

シ ョ ンで構成 されているグ ラ フ ィ ッ ク入力素子があ

る。これらの素子に タ ッ チする と、予測可能な形で動

作が実行 さ れ る。例えば、タ ッ チ す る と ア プ リ ケ ー

シ ョ ンの特定の画面に移動し た り、モータ を起動する

入力素子がある。

同時に複数の動作を実行する こ とはできない。そのよ

う に し よ う とする と、意図し ない動作が実行される場

合がある。

• 同時に複数の入力素子を タ ッ チ し ないで く だ さい。

• デ ィ スプ レ イの上で手や複数の指を休めないよ う

にし て く だ さい。

適用し ない

注意 ： デ ィ スプレ イが暗 く なった りバッ ク ラ イ ト が正常に機能 

し なかっ た り する と、 画面が読取 り に く く 、 その タ ッ チス ク

リ ーン を使用する こ と で危険な結果が生 じ る可能性があ り ま

す。 このよ う な状況の場合はタ ッ チスク リーンを使用し ないで

く だ さい。 システムを設計する際には、 タ ッ チスク リーンが機

能を失っ てシステム制御を保持または変更する こ と がで き な

く なる可能性を考慮に入れる必要があ り ます。 タ ッ チスク リー

ンだけで重要な機能を制御し ないよ う にし て く だ さい。 タ ッ チ

ス ク リ ーンは非常停止ボ タ ンの代用にするためのものではあ

り ません。

システムを設計する際は、 該当するすべての規約と適切なエン

ジニア リ ング方式に従う必要があ り ます。 販売代理店は以下の

項目を考慮し て く だ さい。

• タ ッ チスク リーンが読取り不能になっている可能性

• タ ッ チスク リーンが動作し な く なっ ている可能性

• 予期し ない通信エ ラーまたは遅延

• システム制御におけるオペレータのエ ラー

• 緊急停止機能と その他の安全操作法の適切な使用

ユーザは異常時の安全状態を実現するための方法を提供し、 重

要な機能に対 し てシステムに十分な冗長性がある こ と を確認

し て く だ さい。

これらの指示に従わない と、 死亡者や深刻な負傷者が出た り、

装置が損傷し た りする原因になる可能性があ り ます。
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イ ーサネ ッ ト に 
関する問題

表 40 に、 イーサネ ッ ト の異常を特定する ための ヒ ン ト を記載し ます。

パフ ォ ーマ ン スが
遅い

画面の変化、 テキ ス ト 表示の変化など、 アプ リ ケーシ ョ ンの反応に時間が

かかる場合は以下の問題を確認し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ン画面の要素が多すぎ る

• コ ン ト ローラにフ ィ ード バッ ク がプロ グ ラ ム されている場合、 これが

遅延の原因であ る可能性があ り ます。

• ネ ッ ト ワー ク パフ ォーマン スが低速であ る場合や ノ イ ズが発生し て

いる場合は再試行が行なわれる可能性があ り ます。

表 39 - デ ィ スプレ イが暗 く なる

確認事項 参照先

デ ィ スプレ イの輝度設定が低い 59 ページ  または 86 ページ

スク リーンセーバの輝度レベルが低い 59 ページ  または 86 ページ

温度が動作範囲外 68 ページ  または 89 ページ

ヒ ン ト バッ ク ラ イ ト の寿命は、デ ィ スプレ イの輝度を低 く する、ス

ク リ ーンセーバを低い輝度で使用する、 または低温度で動

作させる こ とによ って延長し ます。

表 40 - イーサネ ッ ト 接続に関する問題

確認する問題 操作

無効なイーサネ ッ ト  

接続状態

• リ ンクが確立されている と緑色のインジケータが点灯する。

• ア ク テ ィ ビテ ィ が検出される と黄色のイ ンジケータが点滅

する。

• ネ ッ ト ワーク接続を確認する。

不十分なケーブル接続 以下の項目についてイーサネ ッ ト ケーブルを確認する。

• ケーブルがし っかり と接続されている こ と を確認する。

• ケーブルの折れ曲がり を確認する。

• イーサネ ッ ト スイ ッ チ接続を確認する。

• ア ッ プ リ ン クポー ト を確認する。

ター ミ ナルの IP ア ド レスが 

誤っている。

52 ページの「ター ミ ナルのイーサネ ッ ト ア ド レスの設定」を 

参照し て く だ さい。

DHCPが有効な場合、ター ミ ナルは起動後に有効な IP ア ド レスを

ネ ッ ト ワークから自動的に取得する。ネ ッ ト ワークから IPア ド

レ ス を 取得 で き な い場合は、TCP/IP プ ロ ト コ ルが自動的に

169.254.xxx.xxx を割付ける。一般に、169 で始まる IP ア ド レスはネ ッ

ト ワーク接続をサポー ト し ない。

IP ア ド レスの競合 DHCPが有効ではな く 静的 IP ア ド レスが指定されている場合は、

IP ア ド レスがネ ッ ト ワーク上の別のデバイスのア ド レス と競

合し ていないこ と を確認する。
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化学物質に対する
耐性

ベゼル、 タ ッ チ ・ ス ク リ ーン ・ オーバレ イ、 パネルのシー リ ングガス ケ ッ

ト など を含むター ミ ナルの外表面は化学物質に対する耐性試験が行なわれ

ています。一部の化学物質によ って変色が生じ る可能性があ り ますが、 ター

ミ ナルの動作には影響を及ぼし ません。

デ ィ ス プ レ イの清掃 保護オーバーレ イ を使用する と ター ミ ナルの寿命を延ばせる こ と があ り ま

す。 また、デ ィ スプレ イの清掃が簡単にな り ます。16 ページの表 6 に、オー  

バーレ イのカ タ ロ グ番号を記載し ています。
 

以下の手順に従って、 デ ィ スプレ イの画面を清掃し て く だ さい。

1. 電源コード を抜いて ター ミ ナルの電源を切断し ます。

2. 清潔なスポンジまたは柔らかい布 と、低刺激性の石けんまたは洗剤を
使用し て、 傷が付かないよ う にデ ィ スプレ イ を清掃し ます。

3. セーム皮または湿ったセルロース スポンジでデ ィ スプレ イ を拭いて、
水濡れを防ぎます。

塗料およびグ リースの拭き取り

以下の手順に従って、 NEMA、 UL タ イプ、 または IP 定格エン ク ロージャに

適切に取付けられているベゼルの塗料やグ リ ース を拭き取って く ださい。

1. イ ソ プロ ピルアルコール （70% の濃度） で軽 く 拭き ます。

2. 拭き取れなかった と こ ろには低刺激性の石けんま たは洗剤を使用し
ます。

3. きれいな水ですすぎます。

ヒ ン ト 製品の化学物質への耐性については、 

http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にアクセス し て、ナ

レ ッ ジ ベース で 「Chemical Resistance PanelView Plus」 と い う キー   

ワー ド を入力し て検索し て く だ さい。

重要 直射日光の当たる と こ ろで タ ー ミ ナルを操作し ないで く だ

さ い。 紫外線に直接さ ら される と タ ッ チス ク リ ーンが変色

する可能性があ り ます。

注意： 研磨性の洗浄剤や溶剤はデ ィ スプレ イ を損傷させる こ と 

があるため使用し ないで く だ さい。 ご し ご し磨いた り、 ブ ラシ

を使用し た り し ないで く だ さい。

ター ミ ナルの画面に洗浄剤を直接塗らないで く だ さい。洗浄剤

がガスケ ッ ト に垂れた り染み込んだ りする こ とがあ り ます。洗

浄剤はきれいなスポンジまたは柔らかい布に塗っ て、画面を優

し く 拭いてほこ りや汚れを取り除いて く だ さい。
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機器の水洗い

タ ー ミ ナルの発送 ター ミ ナルを取付けた状態でエン ク ロージ ャ を発送する場合は、 ター ミ ナ

ルを し っか り と 固定し、 衝撃、 鋭器、 ま たは研削材に よ って損傷し ないよ

う に保護し て く だ さい。

メ ン テナン スモー ド
での操作

診断および修理の目的でシ ス テム を メ ンテナン ス モー ド で起動する には、

起動時にデ ィ スプレ イの左下隅に表示される白色のボ ッ ク ス を押し た ま ま

にし ます。

ター ミ ナルの起動時に ME アプ リ ケーシ ョ ンが実行する よ う に設定し てい

る 場合は、 起動時に白色のボ ッ ク ス を押 し た ま ま にす る と タ ー ミ ナルが

セーフモード にな り ます。

注意： ター ミ ナルの前面ベゼルを清掃する際は高圧洗浄機を使 

用し ないで く だ さい。高圧洗浄機を使用する と ター ミ ナルが損

傷する可能性があ り ます。

通気式エ ン ク ロージ ャ を清掃する際は高圧洗浄機を使用し な

いで く だ さい。 エン ク ロージャが浸水し、 ター ミ ナルと その他

の機器が損傷する可能性があ り ます。

タ ー ミ ナルの電源が入っ ている と機器を水洗い し ている最中

に画面のオブジ ェ ク ト がア ク テ ィ ブな状態になる可能性があ

る こ とに注意し て く だ さい。

注意：  当社では、パネルまたはエン ク ロージャに取付けられた  

状態で発送または輸送される製品の損傷に対し て責任を負い

ません。

ヒ ン ト また、 USB キーボー ド を接続し て F1 キーを押し たまま

に し て も メ ン テナンスモー ド の メ ニ ューにア ク セス

できます。

表 41 - メ ンテナンスモー ド での操作

操作 説明

None メ ンテナンスモー ド を終了し、通常の再起動を継続する。

Safe mode 
（セーフモー ド）

システムをセーフ動作モー ド で起動する。これは機能を減ら し た診断モー ド で、ソ フ ト ウ ェ アの障害を回復させる

こ とができる。セーフモー ド では、エラーの原因と なった障害のあるアプ リ ケーシ ョ ンや変更内容を修復できる。

重要：FactoryTalk View ME Station ソ フ ト ウ ェ アは、起動時に HMI .mer アプ リ ケーシ ョ ンがロー ド されている場合でも当該    

アプ リ ケーシ ョ ンを実行せず、かわり に構成モー ド に入る。HMIアプ リ ケーシ ョ ンは、次にシステムがリ セ ッ ト され

た と きに実行される。

Clear all data 
（全データの消去）

タ ー ミ ナル上でユーザがア ク セス可能なス ト レージおよび構成デー タ を元の初期設定状態に復元する。現在の

フ ァームウ ェ ア リ ビジ ョ ンは保持される。

重要：すべての記憶媒体は、フ ァームウ ェ アを除いて購入当時の元の状態に戻る。最新の FactoryTalk View ME イ メ ージ  

が保持される。ユーザによるデータの変更または追加内容はすべて失われる。

Factory default 
（工場出荷時の設定）

フ ァ ームウ ェ ア、レジス ト リ、フ ァ イルシステム、および構成デー タ を含む、タ ー ミ ナル上のすべての記憶媒体を

最初の工場出荷時の設定状態に復元する。通常、このオプシ ョ ンは、フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト の失敗からの

復元に使用される。

重要：すべての記憶媒体は、購入当時の元の状態に戻る。ユーザがイ ンス ト ールし たフ ァームウ ェ アア ッ プデー ト

もすべて削除される。

復元方法については、84 ページの「バッ クア ッ プイ メ ージの復元」を参照し て く だ さい。
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メ ンテナン ス操作を実行し、 診断し て問題を解決し て く だ さい。

• セーフモード  – アプ リ ケーシ ョ ンが自動起動するのを阻止し ます。

• 全データの消去 – ユーザがイ ンス ト ールしたアプ リ ケーシ ョ ン、ユーザ  

によ る構成変更、 およびユーザがア クセス可能なデータ を削除し ます。

• 工場出荷時設定 – ター ミ ナルを初期状態に復元し ます。
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付録 A

ター ミ ナルの常駐フ ォ ン ト

TrueType フ ォ ン ト 以下の表に、 ター ミ ナルに事前にイ ン ス ト ールされている TrueType フ ォ ン

ト の リ ス ト を示し ます。 デフ ォル ト のシステムフ ォ ン ト は Tahoma です。

フ ォ ン ト フ ァ イルを ター ミ ナルデス ク ト ッ プ上の \Windows\Fonts フ ォルダ

にコ ピーする こ と で、 シ ス テムに追加のフ ォ ン ト を ロー ド でき ます。 こ の

フ ォルダにア ク セスするには、ター ミ ナルデス ク ト ッ プ上の My Device ア イ

コ ンを開 く か、 Start → Programs → Windows Explorer の順に選択し ます。

ヒ ン ト Arial Unicode MS フ ォ ン ト はおよそ 50,000 文字を カバーし、アラ ビア

語、 ヘブ ラ イ語、 ベ ト ナム語、 タ イ語、 ヒ ンデ ィ ー語 （デバナー

ガ リ文字）、他のイ ン ド系言語など、多 く の非ラ テン系言語およ

びス ク リ プ ト に対するデフ ォル ト の言語サポー ト を提供し てい

ます。 このフ ォ ン ト は、 中国語、 日本語、 および韓国語 (CJK) も

サポー ト し ています。

重要 OpenType フ ォ ン ト (.otf) には多 く の記号や文字が追加されている

こ とがあるため、 フ ァ イルのサイズが大き く なる場合があ り ま

す。 OpenType フ ォ ン ト を イ ンス ト ールする と、 アプ リ ケーシ ョ ン

に使用できる メ モ リ量が減る こ とがあ り ます。そのため、TryeType
フ ォ ン ト のみを イ ンス ト ールする こ と をお奨めし ます。 OpenType
フ ォ ン ト が必要な場合は、 必要な フ ォ ン ト フ ァ ミ リーのみイ ン

ス ト ールし て く だ さい。

TrueType フ ォ ン ト (.ttf、 .ttc) 

フ ォ ン ト タ イ プ フ ォ ン ト 名 フ ァ イル名

欧文フ ォ ン ト

Arial Unicode MS バージ ョ ン 1.01 arialuni.ttf

Arial

Arial （サブセ ッ ト 1_30） arial_1_30.ttf

Arial Black arialk.ttf

Arial Bold arialbd.ttf

Arial Bold Italic arialbi.ttf

Arial Italic ariali.ttf

Comic Sans MS

Comic Sans MS comic.ttf

Comic Sans MS Bold comicbd.ttf

Courier New

Courier New （サブセ ッ ト 1_30） cour_1_30.ttf

Courier New Bold courbd.ttf

Courier New Bold Italic courbi.ttf

Courier New Italic couri.ttf
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欧文フ ォ ン ト

Georgia

Georgia georgia.ttf

Georgia Bold georgiab.ttf

Georgia Bold Italic georgiaz.ttf

Georgia Italic georgiai.ttf

Impact impact.ttf

Kino kino.ttf

Microsoft Logo mslogo.ttf

Symbol symbol.ttf

Tahoma

Tahoma （サブセ ッ ト 1_07） tahoma_1_07.ttf

Tahoma Bold tahomabd.ttf

Times New Roman

Times New Roman （サブセ ッ ト 1_30） times_1_30.ttf

Times New Roman Bold timesbd.ttf

Times New Roman Bold Italic timesbi.ttf

Times New Roman Italic timesi.ttf

Trebuchet MS

Trebuchet MS trebuc.ttf

Trebuchet MS Bold trebucbd.ttf

Trebuchet MS Bold Italic trebucbi.ttf

Trebuchet MS Italic trebucit.ttf

 Verdana

 Verdana verdana.ttf

Verdana Bold verdanab.ttf

Verdana Bold Italic verdanaz.ttf

Verdana Italic verdanai.ttf

記号
Webdings webdings.ttf

Wingding wingding.ttf

PanelView フ ォ ン ト

PV 12 x 24、 PV 12 x 8 PV12x24.tff、 PV12x8.ttf

PV 16 x 24 PV16x24.ttf

PV 18 x 16、 PV 18 x 8 PV18x16.ttf、 PV18x8.ttf

PV 24 x 32 PV24x32.ttf

PV 32 x 40、 PV 32 x 64 PV32x40.ttf、 PV32x64.ttf

PV 4 x 6 PV4x6.ttf

PV 6 x 16、 PV 6 x 24、 PV 6 x 8、 PV 6 x 9 P V 6 x 1 6 . t t f、 P V 6 x 2 4 . t t f、
PV6x8.ttf、 PV6x9.ttf

PV 8 x 16、 PV 8 x 20、 PV 8 x 24 P V 8 x 1 6 . t t f、 P V 8 x 2 0 . t t f、
PV8x24.ttf

PV Double High PVdouble_high.ttf

PV Double Wide PVdouble_wide.ttf

PV Extra Large PVextra_large.ttf

PV Large PVlarge.ttf

PV Small PVsmall.ttf

PV Tiny PVtiny.ttf

PV Very Tiny PVvery_tiny.ttf

東アジアのフ ォ ン ト
Gulim バージ ョ ン 2.21 ―  韓国語 gulim.ttc

MS Gothic バージ ョ ン 2.30 ― 日本語 gulim.ttc

TrueType フ ォ ン ト (.ttf、 .ttc) ( 続き )

フ ォ ン ト タ イ プ フ ォ ン ト 名 フ ァ イル名
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当社のサポー ト サービス

ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンでは、 Web に製品の使用を支援するための技術情報を提供し ています。 

http://www.rockwellautomation.com/support には、 テ ク ニカル ノー ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン ノー ト 、 サンプルコー

ド、 ソ フ ト ウ ェア ・ サービ ス ・ パッ クへの リ ン クがあ り ます。 また、 当社のサポー ト セン ター

(https://rockwellautomation.custhelp.com/) にア クセス し て、 ソ フ ト ウ ェアア ップデー ト 、 サポー ト 用のチャ ッ ト

やフ ォーラ ム、 技術的な情報、 FAQ などが利用でき、 製品のア ップデー ト 通知を申し込むこ と もでき ます。

さ ら に、 設置、 構成、 および ト ラ ブルシ ューテ ィ ングのために複数のサポー ト プ ロ グ ラ ム も ご用意し ていま

す。 詳細は、 代理店またはロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンの支店に問い合わせるか、 または 

http://www.rockwellautomation.com/services/online-phone をご覧 く だ さい。

設置支援

設置から 24 時間以内に問題が起こ った と きは、 まず本書に記載された情報を確認し て く だ さい。 

製品の起動と動作の初期支援のための特別なカ ス タマサポー ト 番号にご連絡いただ く こ と もでき ます。

製品の返品

ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンでは、 製造工場からの出荷時に製品が完全に動作する こ と をテス ト し ていま

すが、 製品が機能せず返品する必要があ る と きには、 以下のよ う に手続き を行なって く だ さい。

マニュアルに関するご意見やご要望

お客様の コ メ ン ト は よ り 良いマニ ュ アル作 り に役立ち ます。 マニ ュ アルの改善について ご提案があれば、 

フ ォーム (Pub. No. RA-DU002 (http://www.rockwellautomation.com/literature/ で入手可能 )) にご意見を記入し て

お送 り く だ さい。

米国またはカナダ 1.440.646.3434

米国またはカナダ以外 弊社の Web サイ ト ： http://www.rockwellautomation.com/rockwellautomation/support/overview.page の Worldwide Locator に

ア クセスするか、 お近 く のロ ッ クウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンの代理店までお問い合わせ く だ さい。

米国 代理店に連絡し て く だ さい。 返品手続きを行な う には、 代理店にカス タ マサポー ト のケース番号を知らせ

る必要があ り ます ( ケース番号は上記の電話番号にお問い合わせ く だ さい )。

米国以外 返品手続きについては、 お近 く のロ ッ クウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンの支店にお問い合わせ く だ さい。

ロ ッ クウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンは、 以下の Web サイ ト で最新の製品環境情報を公開し ています。 

http://www.rockwellautomation.com/rockwellautomation/about-us/sustainability-ethics/product-environmental-compliance.page

http://www.rockwellautomation.com/rockwellautomation/distributor-locator/sales-locator.page
http://www.rockwellautomation.com/support
https://rockwellautomation.custhelp.com/
http://www.rockwellautomation.com/services/online-phone
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/du/ra-du002_-en-e.pdf
http://www.rockwellautomation.com/literature/
http://www.rockwellautomation.com/rockwellautomation/about-us/sustainability-ethics/product-environmental-compliance.page
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